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　────遥はるか昔、神は世界を創造した。

　神が創り出した一つの石。蒼あおきその石は、死の星を自然豊かで、生命溢あふれる星へと創り変えた。

　しかし神はその星だけに身を委ゆだねるわけにはいかない立場であり、ずっと見守りたいと思いつつも、必然的に訪れる別れを嘆なげいていた。

　蒼き惑星。

　綺き麗れいな星が再び死の星にならないように、賢けん才さいな導き手が必要だと神は考えた。

　蒼き石を用い、世界で最初の人間を創り上げる。そしてその者に、神の代理人として神の声を聴くことができる〝神シン羅ラ万バン象シヨウ〟の力を授けた。

　それは万物に干渉し、心に触れることができる神の如ごとき能力。

　すべてのものにより良い道筋を照らすことも可能だと神は思い与えたのだ。

　たとえ悲しみに彩られ、暗闇に囚とらわれた者がいたとしても、光の存在を知らせることで、再び立ち上がらせることもできるだろうと。

　そして世界の導き手として《神かみ代しろ》の役目を背負ったその者は、神から一冊の本を託されることとなった。

《神代》しか開くことができない白い本。

　神は言う。真っ白な紙の上に、世界の物語を書き記してほしい────と。

　いつか、この世界に戻ってきた時に、その本に記された物語を読ませてほしいと。

　だから《神代》は記す。神の意志を悟り、世界の物語を綴つづっていく。

　神が嘆くことのない、清しよう浄じようなる世界へと導けることを願って────。






　第一章　お嬢様と執事









「────お待たせ致しました、お嬢様」

　歩きながら赤髪を揺らすソージ・アルカーサは、スッと立ち止まり、丁寧な仕草を意識し、美しく見えるように意識して頭を下げる。

　男らしいというよりは、愛あい嬌きようのある親しみやすい顔立ちをしているソージ。翡ひ翠すい色の瞳が優しい光を放っている。

　そこは暖かな太陽の陽ひ射ざしを受けるテラス。屋敷の中で、彼女がよくティータイムを嗜たしなむお気に入りの場所の一つである。ソージは手に持っているトレイに載った小皿と紅茶ポットを、彼女の傍そばにある机の上にそっと置く。

「少しお時間がかかりましたが、良い具合に焼けたと思われます」

「あら、本当に美お味いしそうなクッキーね」

　穏やかな陽だまりの中で、本を読みつつ紅茶を嗜むという優雅な時間を過ごしていたのは、ソージが幼い頃から仕えている主人──ヨヨ・八や継つぎ・クロウテイルである。

「どうぞ、お召し上がりくださいませ」

「ん…………とても美味しいわ。さすがはソージね」

「もったいないお言葉です」

　透明感のある白い肌──長く美しい金髪に映える黒い瞳がソージを見つめてきた。整った顔立ちを持つ美少女であるお嬢様に見つめられると、思わず心が跳ねてしまう。

　こんな美少女に執事として仕えられていることが、長年経たった今でも信じられない。

「紅茶のおかわりはいかがですか？」

　ヨヨが「頂くわ」というので、少しドキドキしながらポットに入った紅茶を彼女のティーカップへと注ぐ。

（きょ、今日は出なければいいなぁ…………お嬢様のアレが）

　緊張しながら彼女の顔を見つめるソージ。

「良い香りね。気分が安らぐわ。それに温度もちょうどいいし、お茶を注ぐタイミングも絶妙。執事としての所しよ作さは完璧……と判断するでしょうね、普通の主あるじならば」

「う……まさか」

「しかし残念だけれど、このクッキーの甘さには少し合っていないわね、この紅茶は。そうね……もう３・５秒、蒸らす時間を取り、茶葉もあと一つまみ入れてより苦みを足し、レモンの雫しずくを隠し味に二滴垂らし、僅わずかな酸味を演出するの。それに温度も、あと０・３℃ほど高くする。それでこのクッキーにベストのお茶になるわ。また欲を言えば、この本が紅茶に関する内容だとしたらなお良かったし、そこに心を癒いやすような音楽が流れれば環境的にも最高よ。それらを用意できないとは、まだまだね、ソージ」

「ほ、本の選別と環境の指摘まで……さ、さすがに細か過ぎますよね!?」

「あら、そんなことはないわ。それにまだ大切なものが足りないの」

「え……まだ足りないものが……？　それは何なのでしょうか？」

「優しさと明るさと真面目さと愛情深さと優しさと優しさと優しさと優しさと……あと最後に────優しさよ」

「ほぼ優しさっ!?　しかも全部性格的なものなのですが！」

　絶対紅茶の淹いれ方に関係ないと思う。

「ふふ、普通の人ならここまでの高みを要求はしないわ。けれど、あなたは私の執事だもの。常に最高を目指しなさい。精進を忘れないことね、ソージ」

「お、お嬢様の仰おつしやる最高がいまいち分かりませんが……畏かしこまりました、ヨヨお嬢様」

　ソージにだけ完璧過ぎるものを求めるヨヨ。それについていくのはなかなかに骨が折れるが、彼女のお蔭かげで自分が成長しているのも実感できるので、ソージも素直に忠告を聞くことにしている。

「……あら、このクッキー……」

「……？　そのようにジッと見つめられて、どうかされましたか？」

　どこか焦げた部分でもあったのかと少し焦りを覚える。彼女が手にしたクッキーは、猫をデフォルメした動物クッキー。先程彼女が食べたのは星形だ。

「……いい」

「は？」

「か、可愛かわいい……」

「……あの、お嬢様？」

「っ!?　な、何でもないわ！」

　慌てた様子で、耳を赤くしてクッキーを小皿へと戻すヨヨ。すぐに砕けていた表情を、いつものキリッとしたものへと変化させる。

「一つだけ忠告しておくわ、ソージ。いつもお菓子や食事を作ってくれるのはありがたいのだけれど……こ、こういう可愛いらしいものはあまりオススメはしないわ」

「な、何か御不満でもございましたでしょうか？」

「別に不満はないけれど……」

「では食べやすいように私が砕いて──」

「そんな、駄目よ！　可哀そ……いえ、何でもないわ」

「…………もしかしてあまりに可愛くて、食べるのが可哀相だからですか？」

「……そういうわけではないわ」

「……絶対に嘘うそですよね？」

「あ、あくまでも一般的な意見として、動物の形をしているから食べ辛づらいだけよ。そう、一般的な意見としてね。大事なことだから二回言ったわ」

　完全な言い訳であることは分かっている。同年代の誰よりも大人っぽくて、王族の姫のような気品を持つお嬢様だけど、実はとんでもなく可愛いもの好きなのは明白だ。

　本人は隠そうとしているのだろうが、ビックリするくらい隠せていない。

（まあ、追及しても怒られるだけだし、それよりも……）

　ソージは懐から一通の手紙を出し、ヨヨに見せる。ヨヨも手紙に気づいたようで目を細めて見つめてきた。

「お嬢様、学園長から内密の依頼が届きました」







「────お嬢様、このような調査など、私一人で事足りると思いますが」

　時刻は夕暮れ時。ソージとヨヨは、学園長の依頼で、自分たちが通う学園へと来ていた。

「私が自ら行くと言っているのよ、ソージ。口答えはなしにしなさい」

「で、ですがこの時間帯ですし、何か危険な事態にでも巻き込まれたら……」

「危険な事態が起ころうと、私を守るのが執事としてのあなたの役割ではなくて？」

　ピタリと立ち止まったお嬢様が、顔だけを少し右側に傾ける。

「私は安全よ。あなたが傍そばにいる。そうでしょ？」

　────絶対的信頼。その言葉だけで明確に伝わる繋つながりは、幼い頃から培ってきた絆きずなによるもの。

　お嬢様と執事。

　二人は、どのような困難も、互いに支え合い、乗り越えてきた間柄である。












　普段から執事としての振る舞いに常に厳しい彼女だが、それは絶大の信頼があってのものだとソージも分かっている。その信頼が何より嬉うれしい。

「もちろんでございます。何があろうと、ヨヨお嬢様は必ず私がお守り致します」

「当然ね」

「ですが、できればあまり無む茶ちやなどはなさらないでくださいね？」

「口答えはなしと言ったわよ？　たとえドラゴンの群れに囲まれている状況でも、私が読書中なら静かに戦い、そして守ること。違うかしら？」

「う……ま、まあそうですけど……いえ、その通りです！」

「それでいいわ。頼りにしているわよ、ソージ」

　彼女にそう言われるとやる気が満ちてくる。

「それにしても、この先の、学園の外れにある倉庫群で、生徒が消えたというのは本当なのでしょうか。学園長のお手紙に書かれている内容ですと、最近そこで生徒が行方不明になったということですが、一体何があったのだと、お嬢様は思われますか？」

「そうね。その前に、まず私が何な故ぜこの依頼を引き受けたか考えてみなさい」

「それは……学園長の頼みだから……では？」

「確かにそれもあるわ。けれど、私が動くべきだと判断したのは、別の理由が大きいの」

「……！　で、ではもしかしてお嬢様は、この事件に鬼が関わっていると？」

「あくまでも可能性の話よ。この学園だけじゃなく、他の地域でも度々行方不明者はいるわ。しかも見つかったと思ったらほとんどの者が──『鬼おに堕おち』していたらしいわ」

「『鬼堕ち』……第二の心臓とも呼ばれる《魔ま核かく》を暴走させてしまうと、何故か鬼のような姿になってしまうことから名づけられた症状……でしたね」

《魔核》というのは心臓の隣に存在する臓器の一つ。魔法を使う者たちが必ず持っている神からの贈り物である。

「今回の事件に鬼が関与しているとするなら、確かに見過ごすわけには参りませんね」

「そうよ、鬼に関することで、私が関わらないということなど存在しないもの」

　鬼に関する問題と密接に関わっているヨヨの目的のためにも、放置するわけにはいかない。ソージにできることは、そんな彼女を支え続けることだ。

「ですがわざわざ授業がない休日の、しかもこのような日暮れ時でなくともよろしかったのでは？」

「それにも確かな理由があるわ。この時間帯なのは、生徒が失踪したのが夕方時だったから。手紙に書いてあったでしょ？　それに休日の方が、生徒がいない分、動きやすいわ」

　そういうことなら仕方がない。自分はお嬢様を守ることに専念すればいいだけだ。

「……あそこが例の倉庫群ですね。昔からあって、ほとんど使われていない未開発地帯ってところでしょうか」

　見るからにボロボロの倉庫が立ち並んでいる。人気もまったく感じられないし、確かにここに人が来て攫さらわれても誰も気づかないだろう。

　周囲を警戒しながら、倉庫の一つにソージたちは入ってみる。

「ん……埃ほこりっぽいわね。身体に悪いわ」

「帰ったらすぐに入浴できるように準備致します」

「お願いね。それにしてもそこら中がカビだらけね。気分が悪くなってくるわ」

「では、お嬢様にご機嫌良くなって頂くために、今日の夕食後のデザートには、お嬢様の大好物であるピーチパイをご用意致しますよ」

「……はぁ、それは嬉うれしいけれど、とても残酷だわ」

「え……あの、ざ、残酷？　何かピーチパイにマズイ点でもあるのでしょうか？」

「あなたの作るピーチパイは美お味いしいわ。でもね……油断してつい食べ過ぎてしまうのよ」

「……私としましては、食べて頂けるのはとても喜ばしいのですが？」

「……もう、あなたは本当に乙女心が分かっていないわね。……ソージのバカ」

　……バカって言われた。

（分からない。何な故ぜお嬢様がそこまで困るのか……いや、待てよ。食べ過ぎる……確かに最近少し、二の腕に肉がついたような気もしなくはない……かな？）

「…………どうして私の二の腕やお腹なかを見ているのかしら？」

「えっ、あっ、いいえ！　決して深い意味などは!?」

「しかも今、胸も見ていなかった？」

「そ、そのようなことは！」

「……本音は？」

「ま、まあ太るなら、もう少し胸がふくよかになればいいかなぁって」

「へぇ……」

「ああしまったっ！　つい心の声が!?」

「あなたの気持ちはよ～く分かったわ、ソージィ……」

「お、おおおお嬢様……？」

「主人を不快にさせる執事がいるのかしら？　あなたには少しお仕置きが必要のようね」

（ヤバイ。これはヤバイ。貧乳のお嬢様に胸の話は厳禁だった。どうする！　どうやってこの場を乗り切ればいいんだ！）

　背筋がこれでもかと思うほど凍りついているソージ。何とか謝罪をと思い、

「い、いいい今のは言葉の綾あやでして────んっ!?」

　その時、天井からの軋きしみ音が耳に入る。

「お嬢様、少し失礼致します！」

「きゃっ!?　ソ、ソージッ!?」

　ソージはヨヨをお姫様抱っこで抱えると入口へ向かって走る。天井にくまなく亀裂が走ったと思ったら、グラリと崩れ落ちてきた。

（────やっぱり!?）

　ヨヨも天井の様子に気づいたようで、身を任せてくれている。

　素早い動きを維持して外へと出た瞬間、入っていた倉庫は見るも無残に瓦が礫れきの山と化す。

「危なかったですね、お嬢様。お怪け我がはございませんか？」

「ええ、あなたのお蔭かげよ、ソージ。それにしても、やはりといったところかしらね」

「はい。どうやらそのようです」

　周囲を確認。瓦礫の中から人とは違う異形の存在が二体姿を見せる。どうやら彼らが天井を崩した犯人のようだ。

（二体…………いや、三体か）

　背後にもう一体。その様相は赤黒い肌を持ち、白い髪の中からは角が突き出している。そして目が紅あかく爬は虫ちゆう類るい独特の縦目だ。口からは涎よだれを垂らし、明らかに友好的ではない雰囲気を感じさせる。怪物、魔物、そんな言葉が似合う。

（『鬼おに堕おち』した者か、それともオリジナルか……）

　見分けるには幾つか方法はあるが、ヨヨは意識を彼らに集中させるだけで見分けることができる稀け有うな力も持っている。

「お嬢様、彼らは？」

　目を閉じて意識を鬼たちに集中させていたヨヨが瞼まぶたを上げる。

「……オリジナルよ」

「そうですか。しかも見た感じ、頭に生えている角が三本なので、《下げ鬼おに》タイプですね。では説得しても無駄なようです」

「そうね、《下鬼》は人の言葉を理解できないから」

　もし相手が人語を理解できるのなら説得の可能性も確かに存在するが、人語を理解できないタイプ相手ではそれは望めない。

（なら、やることは一つ）

　表情を引き締めて戦闘態勢を整える。《下鬼》の一体が、ソージに向かって跳び上がり噛かみつこうとしてきた。

「オリジナルには容赦は致しませんよ」

　鬼を睨にらみつけてから、右手を相手に向かってかざす。

「────想おもいを像かたどれ、橙トウ炎エン」

　右手から噴出した橙だいだい色いろの炎が、刃やいば状に形成されていく。すぐさま背後にいる鬼の懐へ入り───一いつ閃せん。

　緑色の血液が、鬼の体幹に横一筋に走り、相手の身体が上下に別れて地面へボタボタッと落下した。ソージの右手には、いつの間にか橙色の炎で形作られた刃が握られている。

　────〝創ソウ炎エン〟。

　ソージは手から様々な能力を付加した炎を創り出すことができる魔法を持っている。ソージが最も活用しているのはこの橙炎。熱量のない炎を、どのような形にでも変化させて実体化することが可能。盾でも刃でも何でもだ。

「お嬢様、すぐに終わらせますので、しばらくお待ちを」

「頼むわね、ソージ」

　即座にソージはその場から素早く動き、瓦が礫れきから跳び上がって掴つかみかかろうとしてきた二体目の鬼に斬撃を加える。一体目と同様に身体を切断された鬼は、甲高い喚わめき声を上げながら息絶えた。

（最近、鬼の出現率がどうも上がってる気がする。まさか外れとはいえ学園の中にまで現れるなんて。それにお嬢様の言った通り、失踪事件に鬼が関わってる？　なら本能のまま好き勝手暴れるコイツらを放置すれば、もっと被害が拡大するだけだ。ここでオレが討つ！）

　残り一体。ソージの強さを本能的に悟ったのか、ジリジリと後ろへ逃げようとするが、

「逃がしませんよ。聞きたいことはありますが、人の言葉を話せないあなたに聞いても仕方はないでしょう」

　殺気を直接ぶつけると、自じ棄きになったように真まっ直すぐ突っ込んでくる鬼に対し、冷ややかな視線を向けながら刃やいばの切っ先をそのまま伸ばして、鬼の胸を貫く。

「その痛みは、あなたたちが傷つけた人たちが感じたものです。私は、罪もない人たちを無差別に傷つけるあなたたちを、決して許しはしません。あなたたちさえいなければ、お嬢様も平和に暮らせたのですから」

　激痛に歪ゆがめるその顔を一いち瞥べつし刃を力任せに抜くと、毒々しい緑色の血潮が噴き出る。ヨヨのような見分け方以外で方法があるとすれば、こうやって血液の色を確認すればいい。












『鬼おに堕おち』した者は真っ赤な血。だがオリジナルの鬼は緑色のソレである。

「どうやら《下げ鬼おに》を統率していた者はいないようね」

「《中ちゆう鬼おに》も《上じよう鬼おに》も姿が見えませんね。今回のはハグレなのかもしれません」

「そうね……。ほとんどの場合、人語を理解できる《中鬼》以上が指揮を執るから、偶然ここに現れただけかもしれないわね。ただ可能性としては、誰かが《下鬼》たちを野に放って姿を消したということも有り得るけれど……」

「そうですね。失踪事件に鬼が関わっているとなれば、何者かが糸を引いて──」

　一つの倉庫が突然崩れた。当然ソージたちは視線を向けるが、そこには────。

「……鬼？」

　瓦が礫れきを吹き飛ばしながらソージたちの方へ向かってくる。巨大な体たい躯く。先程の鬼たちよりも遥はるかに獰どう猛もうなオーラを放っていた。

「大きい……お嬢様、あの者はオリジナルですか？」

　ヨヨが「まさか……」と言葉を漏らすと、祈るように両手を組む。彼女の身体から青白い魔力が溢あふれ出し、鬼に向かって流れる。魔力に触れた鬼の身体が淡く光り輝き、その光が鬼の身体から離れてヨヨへと流れた。その際に呼応する感じで彼女の身体も光る。

（相手とシンクロすることで、心の声を聴くことができるお嬢様の魔法。でも鬼かどうか見分けるだけなら意識を集中させるだけでいいはず。お嬢様は何を確かめようと……？）

　数秒後、彼女が祈りの姿を解く。

「……やはりね。ソージ、彼は『鬼堕ち』した人間よ。しかも……失踪した生徒」

　ここで嘘うそでしょうと聞き返したいが、お嬢様の診断が今まで間違ったことはない。彼女が言うのであれば、鬼ではなく元人間であり『鬼堕ち』した生徒なのだろう。わざわざ魔法を使用したのは、相手が失踪した生徒かどうか確かめるためだった。

「しかしこれは……お嬢様」

「……ええ。対象は──────レベル４よ」

「っ!?　そう……ですか。それではあの方はもう……元には……」

「でも一応……試してみましょう、ソージ」

　ヨヨが携帯していた袋から一つの蒼あおい石を取り出す。ソージは彼女を伴って『鬼堕ち』した者に近づくが、激しく暴れているせいで、それ以上近づけば彼女が危ないと判断し、彼女の歩みを身体で止めた。

「お嬢様、お貸しください！　私があの者に試してみます！」

「……ええ、頼むわね、ソージ」

　石を受け取ると、『鬼堕ち』した者に素早く近づき赤黒く染まった身体に石を突きつけた。

　その瞬間────石から眩まばゆい輝きが放たれ、相手の身体に流れると光が覆っていく。

（よしっ！　成功か!?　これで元の人間の姿に──）

　戻れるのでは、と思ったが、突如として石が粉砕してしまう。

（なっ!?　マ、マズイっ、砕かれてしまったっ！　失敗だっ!?）

　ソージの存在に気づいたのか、相手が掴つかみかかろうとしてきたので、即座に大地を蹴り出してその場を離れ、ヨヨのもとへ戻った。相手は苦しそうに呻うめきながら暴れ回っている。

「……申し訳ございません、お嬢様」

「……いいえ、やはりまだレベル３以上の鬼おに化かは治せないようね」

　悔しそうに歯は噛がみし拳を震わせる彼女を見ると切なくなってくる。

『鬼おに堕おち』した者には、







レベル１──まだ鬼化して間もない初期段階。自分の意志でも元に戻れる可能性がある。

レベル２──身体の一部が完全に鬼化してしまうが理性は残されている。元に戻っても、鬼化の力が残されている場合がある。

レベル３──身体全体が鬼化してしまい、本能によって行動してしまうが、微かに理性が残っている可能性が見込める。暴走度が高い。たとえ元に戻れたとしても、後遺症として日常生活に支障をきたす場合が多い。

レベル４──身体も巨大化し、身も心も鬼化してしまう。破壊衝動によって行動する。ここまで症状が悪化してしまうと、元に戻った例は確認されていない。








　このように、その症状に従ってレベルが定められている。

　ヨヨがソージへと手渡した石────《蒼の秘石フアースト・ブルー》の複製。

「《蒼の秘石フアースト・ブルー》──かつて神がこの世界を創造した際に使用したとされている物質。その石を使えば対象物を在るべき姿に戻すことができると言われているわ。レベル１や、レベル２なら治せる可能性は高いけど……。でも結局、まだまだ本物には辿たどり着けないようね」

「いいえ、それでもお嬢様の人生を懸けた研究成果は素晴らしいものです。確かにお嬢様の作られた疑似《蒼の秘石フアースト・ブルー》はまだ未完成ですが、鬼化レベルが低ければ、元に戻せる可能性が非常に高いのです。これは過去、お嬢様のお母様であられる希き姫き様を除けば、お嬢様しか成し得ることができていないはずです！」

　事実、そのお蔭かげで助かった者たちも確実に存在するのだ。

「そうね、いつか本物と同等のものを作ってみせるわ。だけど……」

　ヨヨが目の前で暴れている『鬼堕ち』した者を見つめる。今の力で彼を治す術はない。

（お嬢様の懸念は分かる。このまま放置すれば、もっと被害が出てしまう可能性が高い）

　理性を失った怪物ほど厄介なものはない。たとえ元々人間だったとしても、鬼化すればその暴ぼう虐ぎやくぶりを発揮し破壊行動を行ってしまう。

「お嬢様、お下がりください。ここは私が……」

「でもソージ……」

　彼女の言いたいことは分かる。放置できない。つまりここで彼を倒す──いや、殺すということ。もちろんソージだって進んで殺したいとは思わない。

　しかしここで逃げれば、彼はきっと学園の生徒を襲い、被害を拡大していく。

　ソージは相手が、自身の鬼の力に耐え切れずに苦痛に歪ゆがんでいる顔を見上げながら申し訳ない思いを表情に浮かべながら言う。

「申し訳ございません。ですが、これ以上暴れさせるわけにはいかないのですよ」

　覚悟を決めて、一歩前に出る。だがその時──相手の身体に複数の矢が突き刺さった。

「トドメを刺せぇぇぇっ！」

　次いで響く怒号に似た叫び。見れば金色のマントを羽織っている者たちが、ゾロゾロと現れていた。その手に持った弓で矢を放ち、『鬼おに堕おち』した者に対し集中攻撃を放つ。

「失礼致します、お嬢様！　巻き添えにならないようにここから離れます！」

　鍛えているソージにとっては羽根のように軽い彼女を抱えて移動した。

　ドスンッと背後で『鬼堕ち』した者が倒れる。体中に無数に突き刺さっている矢。

（あの矢尻に塗られてる紫色の液体は────毒か！）

　傷口から痛々しい鮮血が流れ出ていた。真っ赤な血が、元は人間だという証拠を突きつけてくる。動かない……恐らくは死んでしまったのだろう。

「お嬢様、ご無事ですか？」

「ええ、あなたのお蔭かげよ、ソージ。けれど…………酷ひどいわね」

　ヨヨの黒い瞳が、体中から血を拭き出して横たわっている『鬼堕ち』した者を捉えて悲しみに揺れている。ソージも彼を見て歯は噛がみをした。

「何も毒なんて使わなくていいものを……」

　同じ息の根を止めるのなら、別に方法があるはずだ。わざわざ毒で苦しめて殺す選択をしなくてもいいと思う。

　ソージがヨヨを地面へ下ろした後、金色のマントを羽織っている者の中で、一ひと際きわ険しい顔をして部隊の隊長格を匂わす雰囲気を持った男が近づいてきた。

「お前たちはこの村の出身か？」

　ソージはその問いにマズイと感じた。すると男の視線が、ヨヨの顔、そして首へと向かい眉間にしわが寄る。

「金髪に黒い瞳？　それに首にチョーカーだと？」

　ソージはヨヨの前に立ち平静を装うが、内心ではハラハラだ。その理由は、彼らの登場にある。

（まさかこんな場所に、《裁さい軍ぐん》が来るなんて……！）

　この世界の支配者とも呼ぶべき存在──皇帝。その皇帝のお膝元で組織された軍。それが《裁軍》。彼らのモットーは皇帝の守護。

　また分隊を組織して、各大陸に存在する国や町の視察なども行っている。恐らくこの近くの町を視察している時に、今回の事件のことを嗅ぎつけやって来たのだろう。

「おいお前、名を言え」

　男がヨヨを怪け訝げんそうに睨にらむ。同時に彼は何かに気づいたようにハッとなり鋭い目つきに。

「まさか貴様は────ヨヨ・八や継つぎ・クロウテイルか？」

　ヨヨの目が細められる。ここで否定するのは簡単。だが嘘うそをついたことを軍の上層部に知られれば、何か良からぬことを企てているのではないかと疑われて捕縛されかねない。

「……その通りです」

　だからヨヨは正直に答えたのだ。男は村を見回し、再び視線を彼女へと戻してきた。

「何な故ぜここに？　最近、鬼どもが世界各地で何らかの方法を使い『鬼おに堕おち』を増やしていると聞いている。この学園で失踪事件があったこともな。こうして少々様子を見に来てみたが、まさかこの事件にお前らも加担しているのではないだろうな？」

「それは違います。我々は決してそのような──」

「黙れ執事。誰が子飼いに聞いている？」

　子飼いという言葉にソージは無言を貫くが、ヨヨの表情は明らかに不愉快さを表している。しかし俯きがちの彼女の表情には男は気づいていない。

「ふん、我らが参謀殿からお前たちのことは聞いている。貴様らはただの学生のはずだ。何も考えず、何も企たくらまず、何も知ろうとはせずに、ただ学園で大人しく過ごしていればいいのだ。お前の父親も、皇帝様の命令通りに黙って仕事をしているじゃないか」

　ヨヨの父親が、黙って仕事をしているのにはわけがある。

　そう反論したい衝動にはかられるが、ここで彼らの機嫌を損ねてしまえば、彼女の立場をさらに危うくさせる。何もできない無力感に歯は噛がみすることしかできない。

「女、お前の母親が何をしたのか理解しているだろ？　あの『鬼堕ち』もお前がやったのではないのか？　ん？」

　わざと挑発するように言ってくる。ヨヨも言葉にこそ出さないが、彼を睨みつけることで反抗の意を示している──が、それがいけなかった。

「何だその目つきは？　少し反省が足りないようだな」

　男が懐から魔法陣が描かれている小さな羅ら針しん盤ばんのようなものを取り出し、右手をかざしそこに魔力を注ぎ込み始める。

「いざ、『贖しよく罪ざい紋もん』に裁きを────」

　突然ヨヨが喉を押さえて「うっ!?」と小さく呻うめき声を漏らすと、その場で蹲うずくまった。彼女の喉から赤い光がチョーカー越しに漏れ出ている。

　ソージは「お嬢様っ!?」と叫び、彼女に寄り添って身体を支えた。彼女は痛みに耐えている顔をしながらも、ソージを安心させるように声を絞り出してくる。

「だ……いじょう……ぶよ……っ！」

「お嬢様……くっ」

　男がゴミでも見るような目つきで見下ろしてくる。

「貴様の母親は一つの国を滅ぼした。本来なら死刑だ。しかし貴様の母は罪を背負うことができない。だからこそ貴様はその罪を背負っていることを忘れるなよ？　いいか、贖あがなうことなどできない罪に一生押し潰されそうになりながら暮らすんだな。それが貴様の母親のせいで『鬼おに堕おち』した者たちへの唯一の贖しよく罪ざいだ」

　男の言い分は世間一般では尤もつともなものなのだろう。それでも────。

（コイツ……!!）

　ヨヨの辛つらそうな様子に苛いら立だちを覚え、この怒りを感情のまま爆発させてやりたいと思ったが──このまま感情のままに動けば、確実に謀反人とされてしまう。

　自分の軽はずみな行動で、大切なお嬢様の立場をこれ以上悪くなどしたくない。

（オレはヨヨお嬢様の執事なんだから……！）

　深呼吸をすると、静かに立ち上がり軍の者たちに対面してから礼儀正しく頭を下げる。

「ご無礼を働きました。どうかお怒りをお鎮めください」

　ここで暴れればお嬢様が処刑されかねない。それだけは絶対に阻止しなければ……。

　男はニヤニヤとした嫌な表情を浮かべたまま、羅ら針しん盤ばんのような道具を懐へと戻した。同時にヨヨがホッと息をつく。そこで彼女の首に身に付けられているチョーカーがハラリと落ちた。

　彼女の喉には〝×〟を模かたどった紋様が赤く刻まれている。ヨヨが落ちてしまったチョーカーを拾い再び首に装着した。そして掠かすれた声のまま「申し訳ありませんでした」と言う。

「……ふん、最初からそういう態度を示せ。大罪人の娘とその子飼いが、我々《裁さい軍ぐん》……いや、人に逆らうな」

　お嬢様や自分だって人なのだと言いたいが、彼らにとっては人ですらないのだろう。無性に怒りの感情が湧き起こるが、無理矢理に感情を呑のみ込んで大人しく姿勢を保つ。

「さっさとここから出て行け」

「……畏かしこまりました」

　肩で息をし、額に汗を滲にじませているヨヨを支えて立ち上がると、その場から去る。

　見れば先程毒によって息絶えた『鬼堕ち』した者を、トドメと言わんばかりに彼らが頭を剣で貫いていた。念には念を入れているのだろうが、すでに絶命していることは分かるはずなのに……彼らの行いはあまりにも残酷だ。

（吐き気がする……！）

　しかし何も言えない。ただ心の中で悔しさを叫ぶことしかできない。

　ソージはチラリと『鬼堕ち』した者に視線を送る。

（戻してあげられなくて、本当にごめん……。でもいつかは……）

　お嬢様ならこんな悲しみを取り除いてくれるはず……。

　彼女が信じる道を信じて、ソージは支え続けるだけだ。







　馬車を使いヨヨの屋敷へ帰るソージたち。《裁軍》のせいで彼女の身体に負担がかかったため、歩いて戻れる距離ではあったが、こうして馬車を選択することにした。

「お嬢様、もうすぐ屋敷がある【モリアート】です。ご気分はいかがですか？」

「大丈夫よ。外の景色を眺めていたら、少し気分も落ち着いてきたわ」

　彼女が弱音を吐くわけがないことは知っていた。彼女の顔色を見れば、気分が悪いことなど一いち目もく瞭りよう然ぜん。もっと、正直に言ってくれてもいいのに……。

　そうは思うが、たとえここで意識を失っても、ソージがいるからと頼りにされていると思えば嬉うれしくもある。

　しばらくして、ソージたちが住む屋敷がある【モリアート】に馬車が入る。

「この街の景色はのどかね。見ていて安らぐわ」

　夕日のせいで茜あかね色いろに光る街並みが穏やかさを増している気がした。

　街外れには一つの屋敷がある。周囲を木々で覆われた場所にひっそりと佇たたずんでいるそれは、ヨヨの父親が所有する屋敷であり、ソージたちが帰る場所だ。

　馬車が到着すると、出迎えてくれたのはソージと同じ執事服を纏まとった初老の男性。

「お帰りなさいませ、ヨヨ様」

　恭しく一礼する男性。名をバルムンク・グリッド。ソージと同じく執事として屋敷に仕える人物。白髪をオールバックにし、ナイスミドル然とした口元の髭ひげが穏やかさを際立たせている。また後ろ髪が長いので、しっかり束ねているのだ。

　彼はソージの教育係でもあり、武術なども指南してもらっている執事長である。

　しかし馬車から出てきたヨヨの顔色を見た彼は微かすかに目を細めた。

「何か、ございましたな？」

「申し訳ございません、バルさん。……《裁さい軍ぐん》に出くわしてしまいました」

　その言葉ですべてを察知したようで、バルムンクが一つ頷うなずきを見せた後、「すぐにお部屋へ」と、ヨヨを連れて、ソージと一緒に彼女の自室へと向かった。

「お嬢様、少しお休みください。お食事はこちらにお持ち致しますので」

「……ありがとう、ソージ。でも食事はいいわ」

「ですが、何かお召し上がりにならないと」

「……なら果物か何かもらえるかしら？」

「畏かしこまりました。食べやすいものを見み繕つくろってお持ち致します」

　さすがにこの状態ではピーチパイは無理だろう。桃を剥むいて持ってこよう。

　ソージは棚の上に置かれている、桃と鼠ねずみが合体した〝モモチュー〟という生物をデフォルメしたぬいぐるみを、ヨヨの傍そばに置く。彼女が、今一押ししているぬいぐるみらしい。

　ヨヨも「ありがとう」と言って、若干頬ほおを染めつつ腕の中に抱きしめる。

「他に何かございましたら、いつでもお申し付けください」

「ええ、ありがとう。あなたも今日は疲れたでしょうし、無理はしないようにね」

　彼女をベッドに寝かせてから部屋を出ると、詳しい説明をバルムンクから求められた。

「なるほど、調査していた場所に鬼が……」

「私がもう少し早く事態を収拾してあの場から去っていれば、お嬢様があのように苦しめられることはありませんでした」

　もちろんすべては結果論でしかない。もしものことを考えても無駄なことは分かっている。

（オレは無力だ……。いつもこうしてお嬢様を抱えることしかできてない……）

　バルムンクがそっとソージの肩に手を置く。

「どうしようもないこともまた確実に存在致しますよ。あなたがいつもヨヨ様のことを考えてらっしゃることは、わたくしだけでなく屋敷の者たち全員が理解しております。あまりご自分を責めないように。ヨヨ様もそのようなことは望んでらっしゃらないでしょう」

　それは分かっている。お嬢様がどれだけ家族のことを思ってくれているか。いつも傍そばにいるソージは痛感している。彼女の優しさで救われていることも……。

（だからこそ歯は痒がゆいんだ……）

　いつも彼女の傍にいながら、彼女の痛みを代わりに受けてやることも、共有することもできない。ただ自分は見守るだけ。それがとてつもなく悔しい。

「とにかく、ヨヨ様はご無事だったのです。それを喜びましょう」

「……はい」

　彼の言葉にはいつも救われる。温かい──家族のような言葉。つい笑顔が零こぼれる。

「では早く、その顔を彼女にも見せてお上げなさい。あなたが戻ってくるのをお待ちになってらっしゃいましたから」

「！　……分かりました」

　ソージは二階にあるヨヨの自室から反対側の通路に位置する場所に向かった。

　ドアをノックする。中から「はい」と、か細い声が聞こえ、自然と頬ほおが緩む。

　部屋の中には、本を読んでいたのか、パタリと閉じて顔を向ける少女がいた。

　ソージと同じ赤い髪を持ち、肩の辺りで短く整えている。一目見ると儚はかなげな印象を受けるが、そのクリッとした翡ひ翠すい色の瞳に宿っている意志は力強い。窓からの陽ひ射ざしを浴びている顔色も好調のようで安心する。

　ただ特徴を挙げるとしたら、彼女が車椅子に乗っているということだろう。

「あ、お帰りなさい、お兄ちゃん」

「ただいま帰りましたよ、フラム」

　彼女は──フラム・アルカーサ。ソージの実の妹。彼女が何な故ぜ車椅子生活を強いられたのか、それは一言で言えば『鬼おに堕おち』の後遺症と断定できる。

　まだ幼かったソージとフラムは、ある事件がきっかけで、揃そろって『鬼堕ち』してしまった。その時にヨヨのお蔭かげで何とか人には戻れたものの、フラムは身体が弱体化してしまい、こうして車椅子生活を送ることになった。

　さらにそれだけではなく、彼女は成長も止まってしまったのだ。現在、彼女の見た目は六歳──だが、実年齢はソージと二つしか違わない十四歳である。『鬼堕ち』が彼女の時を凍らせてしまった。












（それでオレにはこの力……）

　ソージは自分の手の平に視線を落とす。

　フラムが、その細腕で車椅子の車輪を動かしてソージの傍そばまでやって来る。

「……？　浮かない顔だけど、何かあったの？」

「いいえ、少し疲れただけですよ」

「……嘘うそだよね？」

「……！」

「お兄ちゃん、嘘は上じよう手ずだけど、わたしには分かるよ？　だってお兄ちゃん、嘘つく時、いつもこう瞼まぶたが微かすかに上下するんだもん」

　いや、それを見分けられるフラムが恐るべしだ。

「他にも嘘を見抜く方法はあるけど、これ以上はフラムシークレット発動だよ！」

「出ましたね、フラムの『女性には秘密が多いから』発言」

「うん。特にお兄ちゃんに対してはまだまだいっぱいあるぞぉ～」

「そ、そんなに？　本当ですか？」

「どうかな～、それもフラムシークレットです！」

　可愛かわいらしい上目遣いと言葉遣いのダブルパンチ。この愛らしさは反則である。

「……はは、フラムには敵かないませんね」

　ポーカーフェイスを意識しても、いつも妹には隠し事ができないのは何な故ぜだろうか？

　フラムがえっへんと言った感じで楽しそうに微笑ほほえんでいる。

（そういや、妹みたいだったアイツにも嘘うそは通じなかったよな……）

　実はソージにはフラムにもバレていない秘密が存在する。

　それは元々ソージがこの世界──【ニューブルー】の人間ではないということ。いや、さすがにそれでは語弊があるだろう。この世界に生まれ、育ってきたのもまた事実。

　ただソージには、前世の記憶というものがある。たった十六年の短い人生だったけれど。何な故ぜ自分にそのような記憶が残されているのかは分からない。

　最初は戸惑いを覚えながら幼少時代を過ごしていたが、ヨヨに仕えることになり、今では執事として敬語や身だしなみなどに気をつけるようになった。

　最初は乱暴な言葉遣いをしていたが、人というものは慣れるものらしい。

　前の人生──朝あさ倉くら想そう二じ（生粋の日本人）だった頃、幼い時から一緒に過ごしてきた妹みたいな存在が一人いた。

（オレが死んじまって迷惑かけてるんだろうなぁ）

　ずっと一緒に育ってきて、知らないことなどほとんどなかった。だからこそお互いが何を考えているのか何となく分かる。特に幼おさな馴な染じみの方は、ソージの嘘をすぐに見破っていた。

「お兄ちゃん……？」

「ん？　あ、すみません。少しぼ～っとしていました」

「どうしたの、大丈夫？」

「ええ、それよりも何があったのか知りたいですか？」

「うん……話してほしいな」

　何があったのか、お嬢様が倒れたことも含めてフラムに教える。

「そう……ヨヨ様が」

「私は何もできませんでしたよ。無力なものです」

「違うよ！」

「え？」

「だって……お兄ちゃんはいつも頑張ってくれてるもん。ヨヨ様だって、いつも感謝してくれてるよ？」

「フラム……」

「お兄ちゃんがわたしの身体を治すために、ヨヨ様に仕えてるのも分かってる。だけどそれだけじゃないことも……知ってるよ？」

「…………」

「ヨヨ様は、『鬼おに堕おち』したわたしたちを治してくれた。たった一つだけ残されてた、ヨヨ様のお母様が作った《蒼の秘石フアースト・ブルー》まで使って……」

　ヨヨにとって形見ともいうべき彼女の母親──希き姫き・八や継つぎが作り上げた疑似《蒼の秘石フアースト・ブルー》。その完成度はかなり高く、『鬼堕ち』したソージとフラムを、石を使って治してくれた。

　しかしそのせいで、石は跡形もなく消失してしまった。彼女は形見を失ってしまったのだ。ソージは助かったことは嬉うれしかったが、申し訳ない思いでいっぱいだった。

　それでも彼女は笑顔を浮かべながら、「二人が助かって良かった」と言ってくれた。

　その時からソージは、ヨヨを支えようと心に決めた。彼女が、研究者だった希き姫きの後を継ぎ、《蒼の秘石フアースト・ブルー》を作ろうとしているのなら、完成できるまでずっと支え続ける。

　後遺症に悩まされているフラムもまた、いつか治ると信じて……。

「そうですね。少し弱気になりました。ありがとうございます、フラム」

「ううん、わたしたちよりもヨヨ様の方がずっと辛つらい思いをしてるんだもん。わたしもヨヨ様の支えになりたい」

「ええ、お嬢様とともに必ず証明しましょう。希姫様が無実だということを」

「うん！」

　ヨヨの母親である希姫・八や継つぎは無実。それはこの屋敷にいる者すべてが知っている真実。

　八年前──【日ひノの国くに】という島国で起こった悲劇。住んでいる民たちが、軒並み『鬼おに堕おち』してしまうという《大災害》が起こった。

（世間じゃ、《大災害》の引き金を引いたのは──希姫様っていうことになってるけど、真実はそうじゃない。彼女はただすべての『鬼堕ち』した者たちを救うために《蒼の秘石フアースト・ブルー》を作ろうとしていただけなんだ。今のお嬢様と同じように……）

　より本物に近い疑似《蒼の秘石フアースト・ブルー》さえ生み出すことができれば、世に蔓延はびこっている悲劇から皆を救うことが可能になる。だから希姫は研究に没頭していた。

（けど、ようやく完成の糸口が見えた時に、あんなことに……）

　希姫が生み出した疑似《蒼の秘石フアースト・ブルー》に秘められた膨大なエネルギーが暴走した結果、【日ノ国】は今では──【鬼灯ほおずき島じま】──と呼ばれる鬼の楽園と化してしまった。

　しかしそれは、研究中に害意ある何者かの介入があったため、起こってしまった事件なのだ。

（希姫様のせいじゃない。でも……世間では大罪人とされてしまった……）

《大災害》を引き起こしたとされている希姫。彼女もまた『鬼堕ち』してしまった。恐らく今、彼女は【鬼灯島】のどこかにいるだろう。だがそれが問題だ。

（『鬼堕ち』してしまい、責任を取れない希姫様の代わりに、お嬢様が罪を背負うことになってしまった。お嬢様のお父様であるジャスティン様も名乗り出はしたけど、結局『贖しよく罪ざい紋もん』を刻まれる立場として選ばれたのはお嬢様だった）

『贖罪紋』をヨヨに刻んだ者はもちろんのこと、その下についている配下、そして皇帝までもがその時からソージの敵になった。

（いつか必ずヨヨお嬢様を解放する。それがオレの夢でもあるんだ）

　自分に誓った決意。必ず遂げてやる。

　ヨヨの夢────《蒼の秘石フアースト・ブルー》を完成させて、希姫を探し出し元に戻す。その夢が叶かなう日まで、ソージは彼女を支え続けると決めている。













　第二章　ピースウィル学園









　早朝、ソージは誰よりも早く起きて、朝食と、学園に持って行く弁当を作っている。学食もあるのだが、ヨヨはソージが作る弁当の方が良いと言うので、こうして毎朝腕を揮ふるっているのだ。

（さて……）

　ソージは静かに瞑めい想そうするように目を閉じる。呼吸を整え──カッと目を見開いた。

「想おもいを像かたどれ、橙トウ炎エン！」

　紡つむぐ言葉に呼応して、右手から橙だいだい色いろの炎が溢あふれ出し、それが包丁の形へと変化した。

　視線を落とすと、そこにはまな板に載った魚が見える。キラリと瞳を光らせたソージは、右手に創った橙炎の包丁で、あっという間に魚を捌さばき終わった。

　そして今度は包丁だった炎を、すり鉢と棒に変化させて、その中に切り身を入れてゴリゴリとすり潰していく。またキッチンの鍋には湯を張っておく。

「よし、このまま団子にしてっと……ん、これで茹ゆで終わったらすり身団子の完成」

　美お味いしく出来上がりそうだ。

「お嬢様は基本的にパン好きで、朝は小食だから、サラダに目玉焼きくらいでいいかな。サラダは弁当にも入れて、ご飯はもうすぐ炊けるし……、卵焼きとすり身団子にウィンナー、あとデザートとして桃も用意しておくか」

　しかしその場には卵もサラダにする野菜も桃も見当たらない。おほんと喉を鳴らしたソージは、右手を身体の右側にかざし、

「開いて蓄えよ、紫シ炎エン」

　顕現するは紫色の炎。それがソージの肩幅ほどに広がると、扉の形へと変化を遂げる。そしてその扉がゆっくりと開いていき、その中に腕を突っ込む。

　次々とその中から卵や野菜などを取り出していく。

　この紫炎はとても便利な力を有していて、炎の中に様々なものを保管することができ、いつでも取り出すことが可能なのだ。ただ制限も幾つかあり、ソージが生きていると認識しているもの（人や動物）は保管することはできない。

　それでもこの中に入れておけば、食材を腐らせることがないという料理を嗜たしなむ執事として便利な効能を持っているので、とても重宝しているのだ。

「あとは、弁当箱っと」

　可愛かわいらしいピンク色のものと目立たない白色の弁当箱をそれぞれ取り出す。そしてその中に、調理した料理を入れていき、朝食も含めてすべての準備が整ったら、ヨヨを起こしに行くのがソージの日課である。

「うん、今日の目玉焼きは、《スパイシーダックの卵》を使ってるから、美う味まいだろうなぁ。どれ、ちょっと味見を……」

　実は卵が余ったので、ゆで卵にして食べてみることにしたのだ。ゆで卵には塩がいるかもしれないが、この卵にはほど良い塩味と一味を振ったようなピリ辛から感があるのだ。

「はむ……ん～！　この触感も最高だな。中はトロリとしてるし、良い仕事してるじゃんか、オレ！」

　食欲をそそるこのピリ辛感が堪たまらない。一口食べるだけで涎よだれが溢あふれ出てくる。また黄身も濃厚で豊かな生命力を感じさせる美お味いしさを伝えてくる。

「おっと、そうだ。今日も弁当には華やかさを演出しなきゃな」

　自分の弁当はそのまま蓋を閉じるが、ヨヨの弁当の中身に手を加えていくソージ。

「よし！　完成！」

　可愛らしいタコウィンナーに加え、ご飯は握って形を変え、海の苔りやゴマ、その他野菜や卵などを使ってアートを施す。ヨヨのお気に入りのぬいぐるみ筆頭──〝モモチュー〟を模したものだ。

「この世の中でオレくらいだろうなぁ。こんなキャラ弁を作る執事なんて」

　前世では、よく幼おさな馴な染じみに作ってやった知識を活用している。この世界にキャラ弁などという文化は、今のところソージだけが持っているものだ。周りには誰もいない。

　可愛いもの好きなヨヨは、「どうしてこんなに可愛く作るのよ！」と、困りながら食べているが、その躊躇ためらいが可愛らしく、ついついこうやって作ってしまうのだ。

「昼が楽しみだな～」

　そんなことを思いつつ、登校の準備をしていく。







　屋敷から馬車で学園の入口まで移動したソージとヨヨは、馬車を見送ってから学園へと入った。

　普段は燕えん尾び服を着用して、主あるじであるヨヨに仕え仕事をこなしているソージだが、今身に付けている服装は学園の規定した制服だ。

　制服自体は、上は白と青、下は黒といったシンプルな色を基調として、男はボタンで留とどめるカジュアルジャケットタイプで、女は可愛かわいらしいリボンもついているスカートタイプになっている。

「こうやって学園に通うのも三カ月くらいになりますでしょうか？」

「そういえばもうそれほど経たつのね」

　ヨヨの少し後ろを歩きながら、同じ方向に歩いている多くの生徒たちを見回すソージ。そこかしこで生徒たちが集まって談話していた。その話をする者たちの中には、緊張感を漂わせている者もおり、学園全体が神経質になっている雰囲気さえ覚える。

（多分、生徒失踪事件のことで、みんながピリピリしてるんだろうな）

　次は自分になったらどうしようと思うと気が気でないのだろう。ソージもまた、できるだけヨヨから離れないようにしようと思った。

「しかしこの【ピースウィル学園】に通う生徒が、こんなにいるとは正直驚きでしたね」

　ソージたちが通う【ピースウィル学園】は、数多くの子供たちが通い知識を学ぶ場である。子供たちの中には《魔ま核かく》を持ち、魔法に目覚めている者、そうでない者、また《魔核》を持たない者まで様々だ。

「これで義務教育ではないのですから、通学してらっしゃる方たちは、それなりに裕福な人たちばかりなのですよね」

「仕方ないわね。別に慈善事業をしているわけではないもの。いくら魔法の素養があったところで、学園に通うのは無た料だではないし、泣く泣く通学できないという人たちもいるわ」

「我々の場合、ジャスティン様が、学費を負担してくださっていますから安心ですが」

「そうね。でも私たちの場合、皇帝の命令で通学を指定されているから、負担額は他の人よりも極端に低いけれどね」

　普通なら喜ぶべきことだろうが、皇帝が何な故ぜそんな命令を出しているのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　監視────この一言に尽きる。

　学園の長にヨヨを監視させる目的で通わせているということ。それでも彼女がこの状況を幸運としているのをソージは知っている。

　何故なら学園に通うことで、学園の中にある施設を自由に使うことができるからだ。施設の中には研究室もあり、ヨヨが疑似《蒼の秘石フアースト・ブルー》を研究するのにうってつけの環境が整っている。だからこそ監視だとしても、それほど窮屈さを感じていないらしい。

（それに、学園長も知らない仲じゃないってのが大きいよな）

　一応監視者として任命を受けた学園長だが、ソージたちを粗そ雑ざつに扱ったりはしない。

（ホントに助かるよな。まあ、オレとお嬢様の両方の母親と同期で親友だったって初めて聞いた時はビックリしたけど）

　もし学園長が、ヨヨの母親である希き姫きのことを嫌っている人物なら、この学園生活も格段と辛つらいものになっただろうが、学園長のお蔭かげで監視の目も緩くて本当に助かっている。

　しかし今、ソージは周囲を警戒しながら学園を歩いていた。

　その理由は────。

「朝っぱらから嫌～な顔見たぜ。つうか、さっさと退学したらどうなんだよ」

「そうよねぇ、またあ～んな暴走を起こされちゃ堪たまったもんじゃないわよね～」

「しょせんは《罪負いバツツキ》なんだ、他人のことなんて考えられねえんだな。まさかよぉ、お前じゃねえだろうな？　例の生徒失踪事件の犯人。人を捕まえて実験台にでもしてんじゃねえの？　おい、答えてみろよ《罪負いバツツキ》のヨヨ！」

　ヨヨの首に刻まれているバツ印。罪人の証であるそれを持つ者は総じて《罪負いバツツキ》と呼ばれている。

　全面的に反論したいソージだが、何も言わずに校舎に向かう。

　ヨヨは、母親の希姫が起こしたとされる《大災害》の罪を背負っている。無論彼女には何の罪もないはずなのだが、希姫がいない以上、その娘に罰を与えると皇帝が決定した。

（お嬢様にも、希姫様にも罪なんてないっていうのに……）

　しかし声を大にして叫んでも分かってもらえないことは理解している。だからこそ、ヨヨも相手にせずに毅き然ぜんとした態度を貫いているのだ。

　侮ぶ蔑べつの目を向けられ、学生たちから《罪負いバツツキ》と罵声を受けながらも、いつかその評価が覆くつがえることを信じて前を見据えているヨヨ。

　本当に強い女の子だ。ソージがその立場なら、きっと心が壊れると弱音を吐いてしまうだろう。

　学園に通い始めて三カ月弱──彼女が大罪人の娘であることを知られるのはすぐだった。それからは毎日朝の通学はこんな感じだ。

（でも真実を知らない奴やつらに何でこうも言われなくちゃならないんだ）

　言っても信じてもらえないことは分かっているが、あまり気にし過ぎると胃に穴が開きそうなので、ヨヨのように風の如ごとく受け流すスキルを身に付けねばと思う。

　その時、ヨヨがピタリと立ち止まる。自然とソージの足も止まった。

　前に立ち塞がるように同学年の三人がいて、不愉快気にヨヨを睨にらみつけている。

　彼女が無視してその脇を通過しようとすると、足をかけようと出してくるので、ソージは素早く彼女の前に躍り出て相手を睨みつけた。

「な、何だよ！　何か文句あるのか！」

　完全な逆切れ。思わず殴ってやろうかという衝動が爆発しそうになったその時、

「止めろお前らっ！」

　怒号とともに現れたのは、緑色の髪で前髪を逆立てた少年。

「そうよ、アンタたちはヨヨが成績優秀だからって嫉妬してるだけでしょ？　あ～恥ずかしいわね」

　もう一人────桃色の髪をショートカールに左右で巻いている少女が、吊つり上がった蒼あおい瞳を三人の学生にぶつけている。

「アスロン……？」

「……フェム」

　ソージは少年の名前、ヨヨが少女の名前をそれぞれ口にする。アスロン・ティーチャーが、ソージの顔を見てニカッと笑うと、すぐに表情を引き締めて生徒たちに言葉を放つ。

「いいかお前ら！　これ以上何か言おうってんなら、さすがに黙ってらんねえぞ！」

「それとも、問答無用でこのアタシの魔法の実験台になってみる？」

　いや、アスロンはともかく、フェムの魔法では相手にダメージは与えられないだろと一瞬突っ込みかけたが、あれも使い様かなと思い考えを改めていると……。

　生徒たちはバツが悪そうな表情をして、そそくさとその場から去っていった。ソージはホッとしながら、助けてくれた二人に視線を向ける。

「アスロン、フェムさん……ありがとうございました」

「なぁに、いいってことよ！　そん代わり、今度合コンやるんだけどさ、是非数合わせにぐぶわぁっ!?」












　アスロンの腰を蹴ったのは、フェム・Ｄ・ドレスオージェだ。

「何すんだよこのチビ女！」

「だ、誰がチビ女よ！　朝っぱらから盛ってんじゃないわよ、この変態色情魔！」

「アホか！　俺はいつだってラブリンコモードなんだよ！」

「何よそれ気持ち悪い！」

「気持ち悪いってなんだよ！　お前なんかに男の衝動が分かって堪たまるか！　なあソージ！」

「な、なあと言われても……」

　とんでもない振りをしてくる。しかもヨヨだけでなく、フェムまでもが何な故ぜかジト目で睨にらみつけてきているし……。まるで答えを間違ったら処刑されそうな雰囲気だ。

（オレまったく関係ないじゃん。……覚えてろよアスロン）

　おほんと咳せき払ばらいを一つしてから、

「……私は、ヨヨお嬢様一筋ですから」

　にこやかにソージが言うと、ヨヨは少しだけ耳を赤くして顔を背け、

「……い、いきなり何を言うのよ……ソージは」

　と呟つぶやき、フェムは「むぅ～」と不機嫌そうに口を尖とがらせている。

　何故フェムの機嫌だけ直らないのだろうか……変態発言などしていないのに。まあ、フェムは美少女なので、そんな姿も結構可愛かわいらしいのだが……。

「かぁ～、紳士な執事は言うことが違うってか？　おいソージ、何ならこの前、お前が巨乳美人の上級生に見み惚とれてたって話を今ここで──」

「わあぁぁっ！　な、なななな何を言うつもりですかアスロン！」

　慌てて彼の口を押さえて二人から距離を取らせる。そして十分に距離を取ったと判断して大きく息を肺から押し出す。よし、とりあえずコイツを黙らせる必要がある。

「ふぅぅぅ～。あのですねアスロン、頼みますからお嬢様の前で胸の話はしないでくださいと前にも言ったじゃないですか」

「うっせ。お前が紳士ぶってっからだろ？　この巨乳好きめ！」

「なっ！　アスロンこそ巨乳好きでしょ！」

「あったりめえだろうが！　女の胸なんてのはないよりあった方が良い！　ついでにお尻もプリップリならなおいい！」

「ああ、そういえばアスロンはお尻も好きでしたよね」

「おうよ！　胸や尻がうっすい奴やつなんて女じゃねえっての！　カッカッカッカッカ！」

　腰に手を当てて高らかに宣言しながら笑う彼は、まったくもって気づいていない。その背後に二人ばかり悪魔が近づいてきていることを……。

「アスロン、忠告はしておきます。早く後ろを振り返った方が良いですよ？」

「へ？　後ろ？　何かあんの……か？」

　そこには殺伐とした空気を漂わせているヨヨとフェムがいた。二人ともが、手に持ったカバンをブンブンブンブンと高速で振り回している。凄すさまじい勢いだ。

「ねえ、知っているかしらアスロン？　軟らかいカバンも、こうやって振り回すとかなりの破壊力が見込めるのよ？」

「そうそう。あ、でもアタシのはちょ～っと違うかな。だって今日は中にぎっちり教材を入れてるから────────死ねば？」

　ガクガクブルブルと震え出し尻餅をつくアスロン。何て言うかアナコンダ二匹に追い詰められたネズミみたいだ……うん、勝ち目なし。少しだけアスロンに同情。

「い、いやいやいやっ！　お、おおおお落ち着けっての二人ともぉっ！」

「「問答無用っ！」」

「あんぎゃぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　ご愁傷様。ソージは静かに手を合わせておいた。

（ホント、アホだよなぁアスロンは……）

　一番の友人なのだが、たまにこうしてハメを外し過ぎた言動をして二人から折せつ檻かんを受ける。見た目は完全に男たちが羨むほどのイケメンなのだが、喋しやべると台無しになってしまうのだから不思議だ。

　ゴミクズと化したボロボロのアスロンが横たわっている。哀れな……。

（アスロン、強く生きろよ）

　心の中で再度合掌をして先を歩くヨヨについていく。まだフェムが痙けい攣れんしているアスロンを蹴り倒しているが、日常茶飯事なので誰も止めることはない。

「ところでソージ？」

　またもピタリと足を止めたヨヨだが、その整った顔立ちでソージを見上げたまま目を細める。思わず気け圧おされる。もしかしてまだ不機嫌っぽい？

「な、何です？」

「ソージは……巨乳好きなのかしら？　そこのところをハッキリさせたいのだけれど？」

「え……えっ!?　あ、いえ、その……べ、別に婦女子というものは胸部の大きさとかで決まってくるわけではなく、何と言いますか小さくても大きくても個性であり、尊重すべきものであってですね────」

　しどろもどろになりながらも必死に言葉を絞り出すソージに対し、クスクスと面白そうにヨヨが笑みを零こぼす。

「あ……え、えっと……お嬢様？」

「ふふ、本当にあなたは面白いわね。行くわよ、ソージ」

「は、はぁ……畏かしこまりました」

　一体何でそんなことを聞いたのだろうか……？　でも笑ったので怒っている……というわけでもなさそうだ。どうやらからかわれたらしい。

　彼女が貧乳なのは知っている。ていうか周知の事実。そしてフェムも貧乳。だからこそ、アスロンの発言にカチンときたのも理解しているが、今の質問の意図が掴つかめない。

（と、とにかく、アスロンとの巨乳話だけは誰にも見つからないとこでしなきゃな）

　男なのだから仕方ないだろうと言い訳はできるが、さすがにお嬢様やフェムの前で大っぴらに話題化することは止めておこう。……まだ死にたくはないから。







　校舎に入ったソージたちには、最初に向かうべきところがあった。

　それはこの学園のトップ────学園長の部屋。

　昨日、学園の外れの倉庫群で起きた事件について報告するためだ。

　学園長室のドアをノックして、入室の許可を取ってから入る。そこにはダークブルーの髪を肩周辺まで伸ばした二十代にも見える若い女性が居た。彼女がソージたちを見やると、髪色と同じ瞳を優しげに細めてニッコリと微笑ほほえむ。

「休日明けでも、どうやら変わりなさそうね。うんうん、良かったわ」

　彼女は、若き学園長──オルジット・グレイス。ここで引き合いに出すのはどうかとは思うが、ヨヨと比べて、さすがは大人の女性と言うのか、胸に備わっている大きな膨らみが大いに自己主張していて、浅く引いた唇の紅べにが色気を感じさせる。

　本人曰いわく、元々童顔なので、化粧でもしなければ大人にあまり見られないので、朝はしっかりと顔を整えてやって来るそうだ。そうしなければスーツが似合わないらしい。

（一度化粧を落とした素顔を見てみたい気もするけどな……）

　ソファに誘われ二人で腰を下ろすと、テーブルの上に紅茶を淹いれてくれる。ちょうど対面する形でオルジットもソファに腰を下ろす。

「あなたたちに依頼をした場所に鬼が現れたみたいじゃない」

　さっそく昨日の話をするようだ。

　ヨヨが「はい」と小さく答えると、オルジットが肩を竦すくめながら紅茶を一口すする。

「『鬼おに堕おち』も出たそうだけど、まさか失踪した生徒だっとはね……」

「もしかして軍から？」

　ソージの問いに、声には出さずに苦笑を浮かべる様子から、やはり軍からオルジットへと連絡が入ったのだろうことは推察できた。

「まあね。調査した結果、死んだ『鬼堕ち』が最近あの場で失踪した生徒だと判明したわ」

「申し訳ありません。彼を……助けることができませんでした。それに《裁さい軍ぐん》ともめたことも……」

　オルジットはこの学園で、数少ないソージたちの理解者。ソージたちの行動で、そんな彼女に迷惑をかけたのではと思うと気が気でなくなる。

「別に気にしなくていいわよ、ヨヨ。依頼をしたのは私なんだから。一応監視者としての名目であなたたちを保護してるし。あなたたちは好きに過ごせばいいの！」

「よろしいのですか、そのようなことを仰おつしやって」

　苦笑いするソージ。本人がこういう性格だということは知っているが、どこに目や耳があるか分からないので自重してほしい。自分たちのせいで彼女に迷惑がかかるのは嫌だ。

「別にいいっていいって。だってあなたたちが悪いことをするわけないじゃないの！」

　彼女の信頼がとても心強く思える。

「そんなことより、学園生活はどう？　辛つらくない？」

　申し訳なさそうに眉間にしわを寄せながら尋ねるということは、先程の生徒とのやり取りも耳にしているのかもしれない。

「この学園と学園長には感謝しております」

「ヨヨ……」

「お蔭かげで母の汚名をそそぐための疑似《蒼の秘石フアースト・ブルー》作りに集中することができます」

「汚名かぁ……それだけじゃないんでしょ？　あなたはそれを使って、鬼おに化かに困っている者たちを救おうとしてる」

「……私には声が聴こえますから。『鬼おに堕おち』した者の声が……」

　だからこそ彼女は、その悲痛な心の叫びを聴いて黙っていられずに彼らを治そうと躍起になる。またオルジットのヨヨを見る瞳が、切なさを帯びているようにソージには見えた。何か言いたそうではあるが、無理矢理押さえつけているような表情をしている。

　いつも彼女はヨヨの魔法のことに関する話題を出すと、こんな表情をするが、何か言いたいことがあれば言えばいいのにと思う。ソージも無理に聞き出そうとはしないが。

「……ところで、最近の実力テスト見たわよぉ。ヨヨは変わらずトップのようね」

「まだまだ学ぶべきことはたくさんあります。私の目的を達成するためにも、やはり知識は欠かせませんから」

「それにあなたは音楽と芸術の評価も高いわよぉ」

「嗜たしなみ程度です」

　嗜みどころか、もはやプロレベルだろう。特にヨヨの音楽センスは抜群で、一通りの楽器を演奏できるのだから驚きよう愕がくものだ。

「ふふ、学園長として誇りに思うわ。まあ、そこにいる執事くんは、勉強はまあまあだけど、芸術センスがちょっと……ねぇ？」

「う……そ、それは何とも言い訳しようがありません。悔しいですが……」

　別に成績が悪いわけではない。ヨヨには劣るがテストの点は高い方。

　しかしいかんせん、小さい頃から──いや、前世からどうにも芸術センスが欠けていた。特に音楽センスは壊滅的。歌えば鳥が落ちるとまで言われたことがある。

（前世のオレも歌が苦手だったんだよなぁ）

　事故で死ぬまで芸術的センスを褒められたことはなかった。仲の良かった幼おさな馴な染じみにも、カラオケだけは一緒に行きたくないとまで言われて落ち込んだことがある。

（悔しくてすっごく練習はしたんだけどなぁ）

　努力が実を結ぶことはなかった。本当に何な故ぜなのだろうか……？

「ふふ、学園では多くの知識を学べるわ。魔法の知識や戦う術なんかもいろいろとね」

　確かにこの学園の規模は大きく、勉学だけでなく、芸術や戦闘技術などを学べる施設も存在している。

「学園長には感謝しています。研究室を自由に使っていい権利を頂けているので。そのお蔭かげで、私は疑似《蒼の秘石フアースト・ブルー》の研究に勤いそしむことができるのですから」

「ううん、私にはそれくらいしかできないから……あ、ところで前にも言ったけど、私のことは名前で呼んでって言ったでしょ？」

「えっと……ですが、一応学園の中ですし」

　ヨヨが困った様子で助けを求めるように目を見つめてくる。ソージも肩を竦すくめるだけになってしまう。あまり親しげな様子を見せると、それで絡んでくる生徒も出てくる可能性を危惧しているのだ。そうなれば彼女にも迷惑がかかってしまう。

「しょうがないわね～。でもせめて、この部屋の中だけでも名前で呼んでよ。私ってば嫌よ。希き姫きやカイナの子供たちにず～っと名前で呼んでもらえないのなんて！」

　頬ほおを膨らませるオルジット。そういう仕草を見ると子供っぽく、化粧をしていても何となく童顔さが浮き彫りになって可愛かわいい。やっぱり一度化粧を落とした顔が見てみたい。ちなみにカイナというのはソージの母のことだ。

「善処します……」

　ヨヨが了承したことで満足気に頷うなずいたオルジットを見て、ソージはハッとあることを思い出し、カバンの中から袋を取り出す。

「そういえば、先日オルジットさんが読みたいと仰おつしやっていた本をお持ち致しました」

「あは！　ありがと～ソージィ！」

　袋の中身は──一冊の本。

「あ～ん！　コレコレ！　コレよぉ～！」

　オルジットは大の本好きみたいで、ちょうど先日購入した本の話をしたところ、それを彼女も読みたかったということで、こうして持ってきてあげたのだ。

「本当に本好きなのですね」

「そ～よぉ。ソージには分っかんないかなぁ～。本ってのはね、新たな世界を切り開いてくれるものなのよ？　物語の主人公に自分を投影してね、同じ人生を送るの。悲しいことや辛つらいこともあるけれど、それ以上に楽しいことや嬉うれしいことがある。そして最後はやっぱりハッピーエンド！　それが私が求めてる本なのよ！」

　熱く語っているがほぼほぼついていけない。確かにソージも本は読む。だがこれほどの情熱は燃やせないのが本音。

（ここまでのめり込める魅力が本にはあるんだろうなぁ）

　本に頬ずりまでし始めたオルジットを、危ない人に認定しようかなと迷っていた時、ふと彼女が陰りのある表情をする。

「まあ、どれだけ読みたくても、読めない本もあるけどね……」

　思わず「え？」と、ヨヨと顔を見合わせてしまうような雰囲気を醸し出してきたオルジットだが、すぐにパアッと明るい顔に戻すと、グーサインを向けてくる。

「ありがとね！　二人ともっ！　イエイッ！」

　何か、この変わり身ぶりに圧倒される。底抜けに明るい彼女らしいが。

「あ、お嬢様、そろそろ授業が始まる時間です！」

「あ、ちょっと待って！　できれば学園の調査は引き続きやってもらえたら嬉うれしいわ。まだこれから先、何かあるかもしれないしね」

「もちろんです。鬼に関することなのですから。何かあればご報告します。では学園……オルジットさん、行ってきます」

　ヨヨが言い直してくれたことが嬉しかったのか、にんまりと笑顔になって「しっかりね～」と、ソージたちに手を振っていた。







　教室に入ると、先にいた生徒たちがソージを──いや、ヨヨを見て必ず嫌そうな表情をする。特に女子生徒に多い。

（お嬢様が美少女過ぎて僻ひがんでいる……なんてことならまだマシだけど）

　そうじゃない。いや確かにそういう僻みもあるだろうが（特に女子生徒は）、やはりお嬢様を見る視線は冷たく暗い。まるで罪人を見るような……。

　ヨヨが「おはよう」と声をかけても返す者はいない。友人のフェムやアスロンくらいだろう。いつものことだ。彼女はまったく気にしている様子も見せず席に着くので、ソージもそれに倣ならい授業の準備をしていく。

　ヨヨもまた授業の準備をしている時に、うっかり教材を机から落としてしまった。彼女が拾おうとした時、誰かの足が先に教材を踏んだ。

「あっ、ごっめ～ん。でも頭の良いクロウテイルさんなら、別に教材なんて必要ないんじゃないのぉ～？」

　クラスの女子生徒がヨヨを見下ろしていた。

「……足をどけてくれるかしら？」

「はい？　もう少し大きな声で言ってくれるかしらねぇ。ぜ～んぜん、聞こえないわよ～」

　取り巻きらしい彼女の後ろにいる生徒二人もクスクスと笑っている。ソージはムッとして、ヨヨのもとへ向かおうとした時、

「きゃっ！」

　ドンッと女子生徒の背中を押した人物がいた。──フェムだ。

「いい加減にしなさいよ。あなたも淑女なら、意地の悪い真ま似ねなんて止めなさい」

「い、意地の悪い……ですって！」

「それにもうすぐ授業が始まるわよ。さっさと自分の席に戻れば？」

「くっ……いい気にならないことね、クロウテイルさんも、ドレスオージェさんも！」

　口を尖とがらせながら女子生徒たちは自分の席へ戻っていく。

「……ありがとう、フェム」

「べ、別にアンタのためにしたわけじゃないわよ。こんなこと、アタシの美学に反するだけだから止めただけだし！」

　フェムは照れたように耳を赤くさせながら、教材を拾い上げヨヨへと渡す。ソージが遠目にフェムに対し、頭を下げると、フェムは恥ずかしげに自分の席へ戻っていった。

　ヨヨも、彼女の好意に微笑を浮かべている。

（フェムさん、本当にありがとう）

　ソージは心の中で再度感謝の言葉を述べた。

　授業では、この世界──【ニューブルー】についての歴史、地理学、生物学、理数学などなど、そして一番は魔法学について多くを学ぶ。

「さて、魔法について君たちに、知っていることを聞くとしようかな？　では、君」

　教卓に立ち、女子生徒の一人に質問を投げかけるのは、ジェドという男性教諭。キラリと白い歯を光らせ、女子生徒は目をハートにして立ち上がる。

「ハイ！　えっとぉ、《魔ま核かく》から出た魔力を使って魔法を発現させます！」

「うむ、グレイト。よくできましたね」

　パチンとジェドがウィンクをすると、女子生徒が「はわぁ～ん！」と蕩とろけたように席につく。完全に堕おちたな……。というかチョロ過ぎだ。












（しかしまあ、この先生の授業はいつも女子からの熱視線が強烈だよなホント……）

　少し離れているところに座っているヨヨやフェムは別として、ほとんどの女子が教きよう鞭べんをとっているジェドにうっとりとした様子を見せている。

　ジェドという教師は、まだ着任して間もないらしい。しかし瞬く間に女子生徒の人気を掻かっ攫さらっていった。

　彼の行う授業は人気がある。特に女子生徒たちに。その理由は、ひとえに彼のルックスなのだろう。切れ長の碧へき眼がんにサラサラとした銀髪が腰まで伸びている。身体も鍛えているのか胸板も厚そうだ。

　しかも言葉遣いや立ち振る舞いも懇切丁寧さが滲にじみ出ており、女性の琴線に触れるような、ちょうど良い渋い声も評価が高い模様。

「そうですね。では《魔ま核かく》について知っていることを────」

　ほとんどの女子たちが〝私に当てて視線〟をジェドへと送る。分かりやす過ぎだ。

　しかし彼の視線が捉えたのは────ヨヨである。

「君、そう君に答えてもらいましょうか」

　すると一気に教室の中の温度が冷めたように感じた。同じクラスだとはいえ、ヨヨを良く思っていない者たちは多い。特に女子生徒は不愉快そうに彼女を睨にらみつけている。ジェドに選ばれなかったことに腹を立てているよう。

　加えて、先程ヨヨの教材を踏んでいた女子生徒などは忌いま々いましげに睨みつけている。

　ただヨヨ自身は、まったく気にしていないようで涼しい態度のまま。

「《魔核》というのは、胸の右側に存在する第二の心臓とも呼ばれる臓器の一つです。そこから魔力を練って魔法へと昇しよう華かさせます。心の機き微びに敏感に反応し、特に負の感情によって、コントロールできないほどの密度の濃い魔力を生み出してしまうリスクもあります」

　他の者も、サクサクッと答えるヨヨに圧倒されているのかポカンとしていた。彼女の知識はすでに学者レベルを越えているのをソージも知っている。

「《魔核》が暴走を起こし、精神の器を越えてしまうと、それが世間で言われる『鬼おに堕おち』と呼ばれる状態に陥ってしまいます。魔法は天与とも言われていますが、リスクもまた確実に存在するということです。以上です」

　ソージは、毅き然ぜんとした態度を保ち答え尽くした彼女を尊敬している。

「スーパーグレイトです。よく勉強しています」

「ありがとうございます」

　残念ながらヨヨにはイケメンスマイルは通じない。ジェドもウィンクをしたが、反応がない彼女を見て誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらいをしている。何か間抜けな感じだ。

「それでは次の質問ですが……」

　今度は黒板に例題を幾つか書き、それらを生徒を指名して答えさせる。

　これがジェド教諭の授業方法。女子生徒が答えたらニッコリと微笑ほほえんでウィンクを贈る。何というか自分がカッコ良いと自信を持っているからこその笑顔だ。

　男にとっては、ジェドの女性のハートを掴つかむ笑顔にムッとすることもあるが、だが基本的には誰にでも優しい彼。悪い話も聞かないし真面目。ソージも支持をしている方だ。

「お、授業はこれまでのようですね」

　時間がきたようで、ジェドは黒板に書いた文字を消していく。

（うわ～、女子たちは物足りなさそうな顔してるなぁ。やっぱりイケメンは得か……）

　これまで恋愛的な意味で女性と親しくした覚えはない。

　とても仲が良かった女の子の幼おさな馴な染じみはいたのだが……漫画のような進展はなかった。

（アイツ、今頃どうしてるかなぁ。二度と会えないけど、元気でやってたらいいよな）

　二度と会えない──それは別に彼女が他界したとかそういった意味ではない。

　そういう意味で言うのであれば、他界したのはソージの方なのだから。

（まさか前世の記憶が残ってるとは、今でも驚きなんだよなぁ）

　前世の記憶────。

（ある事故に巻き込まれて……いや、あれは自分で引き起こした事故なのか？　自分で首を突っ込んだ事故……というのが正しいかも）

　その事故で命を落とした想そう二じは、次に気づいたら赤ん坊のソージだったというわけだ。

（できればアイツに謝りたかったけどなぁ）

　考えていても仕方ないと思い、次の授業に備える。

　その前に用を足してこようと思い教室から出ると、アスロンが、「連れションだぜ！」と言ってついてきた。大きな声で言うのは恥ずかしいから止めてほしい。

　廊下を横並びで歩いていると、前から厳しい目つきの女性が歩いてくる。確か三年生担当の教師でアイヴィスという名前だったことを思い出す。

　緑色の髪を後ろで結っており、まるで軍人のようなキビキビとした様子で歩いている。まだ三十代前半か二十代後半ほどに見える若い教師だ。

「うげ、最悪」

　隣にいるアスロンから明らかな不機嫌さが伝わってくる。するとアイヴィスがピタリと足を止めると、鋭い目つきでアスロンを睨にらみつけた。

「廊下は左端を歩きなさい。他の者の邪魔になります」

　冷たい声音。感情の見えないその物言いからは、突き放すような印象を感じる。アスロンは舌打ちを一つすると、さらに彼女から威圧感が増す。

「申し訳ありませんでした」

　このままでは不穏な空気を破れないので、ソージが頭を下げてアスロンを強制的に左に寄せる。アイヴィスは興味を失ったように視線を切ると、そのまま真まっ直すぐ歩いていった。

「ずいぶんと厳しそうな先生ですね」

「おいソージ」

「何です？」

「あの女には気をつけろよ」

「はい？」

「アイツはヤバイ。近づくと危険だからな」

「……何かあったんですか？」

「……言いたくねえ。とにかく奴やつには近づくな。下手すりゃ無理矢理攫われちまうぜ？」

「……はい？　さ、攫さらわれる……ですか？」

　攫われるという言葉に、失踪事件が脳裏をよぎる。

「ああ、何考えてんのかも分からねえし、無視が一番だぜ」

「あ、あのアスロン、できれば詳しいことを話してほしいんですけど」

「だから言いたくねえんだよ。悪いな。この話は終わりだ」

　彼女との間に何があったのかは分からないが、彼がここまで嫌うのなら相当のことがあったのだろう。安易に踏み込んではいけないのかもしれない。

（気にはなるけど……無理矢理聞くのも悪い……か。まあ、生徒失踪事件に教師が関わってるとは思えないけど……多分）

　というより思いたくない。今は彼をそれ以上追及せずにトイレへと向かった。





　　　　※






　放課後は、学園の施設を自由に使うことが可能。

　剣舞などをして身体を鍛えたり、料理を作って楽しんだり、また図書館で勉強したりなど、寮の門限時間の三十分前までは各々好きなことができる。

　ヨヨもまた、学園の一角に存在する研究室にて、疑似《蒼の秘石フアースト・ブルー》を生み出すために日々研究に勤いそしんでいるのだ。

「お嬢様、本日も疑似《蒼の秘石フアースト・ブルー》作りに精を出されるのですね」

「ええ、そうよ。ただ研究室で行っているのは疑似《蒼の秘石フアースト・ブルー》そのものを作り出すことではないのは知っているわよね？」

「はい。さすがに学園で石を精製するのはリスクもあって危険だからですね」

「そう。だから精製自体は屋敷の地下に作ってある部屋で行うことにしているの」

　もし暴走しても、部屋の中だけに被害を抑えるために。

「ここで行っている研究は、あくまでも石を精製する手順などを確認したり、構成する素材などをかけ合わせて実験し、どの素材が一番石に適しているのかなどを日々いろいろ試しているだけ。だから厳密に言えば《蒼の秘石フアースト・ブルー》作りではないのかもしれないわね」

「そういえば、以前にも他の生徒が、石そのものを作っていると思ったようで、研究室に突貫してきて研究を止めろと言いにきましたからね」

　そういう時は、いつもソージが前に立ち彼らを追い返してくれるので助かっている。

　そんな事態に備えて、いつもソージは研究室がある校舎の掃除をしたり、ヨヨの研究資料を別室で整理したりしてくれているのだ。

　ヨヨは普段通り、ソージと一緒に授業が終わると教室があるＢ校舎からＦ校舎へ、研究室として使わせてもらっている一つの部屋に向かった。

「ではお嬢様、私は隣の部屋で資料整理をしておりますので」

　ソージもいつもと同じように隣の部屋へと向かった。ヨヨは彼を見送ると扉を開く。

「あら、お久しぶりね、ヨヨさん」

　ヨヨが研究室に入ると、中には白衣を着用した一人の美少女が、青色の液体が入った試験管を持って立っていた。

　彼女の名は輝かが理り・徳とく川がわ。ヨヨの母親の故郷である【日ひノの国くに】出身者でもある人物。

　ヨヨの母親が起こしたとされている《大災害》のことも彼女は熟知している。それでもヨヨには非がないと言って、他の学生たちと違い普通に接してくれる三年生の先輩。

　大和やまと撫子なでしこ然とした佇たたずまいで、物静かで頼りがいがありヨヨも尊敬している人。研究をしている間は、その艶々としている長い黒髪を後ろで束ねて眼鏡をかけている。

　基本的に【日ノ国】出身者の特徴は黒髪で黒目なのだ。ヨヨの場合は、父親が違う国の人物なので瞳だけが【日ノ国】の血を引き継いでいる。

「少し遅れてしまい申し訳ありませんでした、徳川先輩」

「あらあら、輝理でいいっていつも言っているのに」

「あ、申し訳ありません。つい……」

「ううん、まだ出会って間もないもの。徐々に慣れてくれればいいわよ」

「ありがとうございます」

　同郷。それが何となく心ここ地ち好よい。輝理はアスロンやフェムと同じく、ヨヨにとっても大切な繋つながりがあると思っている。

　学園ではヨヨを侮ぶ蔑べつ視する者が多い。その中でアスロンたちのように接してくれるのは数えるほど。特に【日ノ国】出身者は敵視しているはずだ。それなのに輝理は、ヨヨをヨヨとして判断し接してくれる。それが何よりも嬉うれしい。彼女の懐の広さが羨ましくも思う。

　それも多分、彼女の両親が自分の母親──希き姫きと面識があるからだろう。何でも希姫と同じ研究室で働いていたこともあったらしい。だから彼女は、希姫が《大災害》を起こしたなどということを信じていないと言ってくれている。

「今日は調合実験よね？」

「はい。これが成功すれば、ワンランク上の疑似《蒼の秘石フアースト・ブルー》が作れる可能性がグッと高くなります」

　いつも実験をする時は胸がドキドキする。これが完成への一歩だと思えば思うほど。

　壁にかけてある白衣を羽織ると、ヨヨは中央に置かれてある素材を見つめる。どうやら輝理が実験のためにすでに用意してくれていたようだ。

（この仕事の速さと正確さも見習わなければならないわね）

　一度彼女に礼を言ってから、粉末状になっている素材を一つのビーカーに入れていく。

「先輩、いつも思うのですが、本当にご自身の研究はされなくてもよろしいのですか？」

「あら、私だって《蒼の秘石フアースト・ブルー》が作れれば一番良いと思っているわよ？」

「ですが、先輩の専攻は《蒼の秘石フアースト・ブルー》の開発ではなくて、古文書などの解読術を編み出すことですよね？」

「ん……でもこの研究だって無駄ではないわ。神がこの世界を創り上げる時に使用したとされている《蒼の秘石フアースト・ブルー》。もしその研究が完成すれば────いいえ、完成しなくとも、その過程で身に付けた技術は、きっと古文書の解読術にも役立つはずだもの」

「……助かります」

「ううん。私もね……本当に感謝しているの」

「え？」

「もし本当にあなたがこの研究を完成させることができれば、私の故郷を取り戻してくれるかもしれないから」

「先輩……」

「あの《大災害》で【日ひノの国くに】に住む人たちは、皆が『鬼おに堕おち』してしまったわ。でももしあなたの研究が完成すれば、元通りの【日ノ国】が戻ってくるかもしれないもの……。だから私は……少しでも何かお手伝いができれば嬉うれしいわ」

　彼女の横顔を見て、とてもか弱く儚はかないものに思えた。何かを諦めているような、そんな寂しい光を放つ瞳。言葉自体は期待を込めるような言い方なのに、何な故ぜか彼女の消え入りそうな雰囲気に心が引っ張られそうになる。

「ヨヨさん？」

「あ……え？　な、何でしょうか？」

「いいえ、少しぼ～っとしていたみたいだから」

「いえ、すみません。あとは……《蒼そう樹じゆ液えき》に流し込むだけですね」

　彼女の様子に少し動揺してしまっていたようだ。気を取り直さなければ。

　大きめのボウルに注がれている青色の粘液────そこに調合した粉末をゆっくり入れながら、一定のリズムで混ぜ合わせていく。

（この《蒼樹液》が、疑似《蒼の秘石フアースト・ブルー》を構成するのに欠かせない素材の一つ。お母さんが残していた研究資料の欠片かけらから解読して見つけたもの）

　素材がなくなると、ソージが取りに行ってくれるのだが、本当に彼には感謝している。

（彼がいてくれなければ、私の研究ももっとずっと進み具合は遅いわね）

　危険地域と指定されている場所にある素材でも、ソージは二つ返事で採取しに向かってくれる。嫌な顔一つせずに。それが嬉しい反面、とても申し訳なく思う。彼は普通の人間とは違って強い身体能力を持っているが、それでも命の危険はいつも傍そばにあるのだ。

　そんなところに、いつも彼は笑顔で向かってくれる。

（だから、ソージのためにも必ず成功させるわ）

　そうすれば、ソージも、彼の妹のフラムも鬼おに化かから完全に解放させることができる。いつも支えて守ってくれている彼のためにもこの研究だけは必ずやり遂げてみせる。

（もしこれが凝結すれば……）

　何度も何度も同じ工程──だが確実に少しずつ素材の量や質を変化させて実験してきた。

　もしこれが成功して、液体が凝結して石を形成すれば、先程言った通りワンランク上の疑似《蒼の秘石フアースト・ブルー》を作れるきっかけを得られるかもしれない。

　そうすればたとえ鬼おに化かレベル３以上の者も、元に戻せる可能性が高まる。

（お願い、凝結して！）

　心の中で祈る。すべての素材を混ぜ合わせた後は、ジッと待つ。

　液体がグニグニと動いたと思ったら、青白く発光し出した。これは成功する時に見せる予兆でもある。期待に胸が膨らむ。しかし次の瞬間────。

「「きゃあぁっ!?」」

　ボウルの中の液体が弾はじけ飛び、ヨヨと輝かが理りの身体にべっとりと付着して濡ぬれてしまった。

　唖あ然ぜんとする二人。そして顔を見合わせクスリと笑い合う。

「失敗のようね」

「ええ、また調合の分量からやり直しです」

　挫くじけはしない。こんなことは何度でもあった。それこそ数えられないほどに。だから失敗は失敗で終わらせはしない。ここから成功への糸口を掴つかむのが今やるべきこと。

（ふぅ、けれどやはり失敗は辛つらいわね……）

　白衣を着ていたが、液体は中の制服にも染み込んでしまい気持ちが悪い。輝理も同様の思考をしていたようで、苦笑交じりに口を開く。












「濡ぬれてしまったわ。予備があるからそれに着替えましょう」

　そう言いながら輝かが理りがロッカーを開けて予備の服を用意してくれた。こうなることがたまにあるので、制服のストックは一応用意している。

　二人が白衣を脱ぎ、その下に着ている制服も脱いだ時────。

「お嬢様っ！　何かござい……まし……た……か……っ!?」

　いきなり登場したソージ・アルカーサに、二人は小さく悲鳴を上げて服で前を隠す。二人とも恥ずかしさで顔を赤く染めてしまう。

　彼もまた大失敗したといったように段々と顔を真っ青にしていく。

「え……えっと……これはその……お嬢様の悲鳴が聞こえましたから急いで駆けつけた次第で、ですから決してやましい気持ちがあったわけではなく……」

「さ、さっさと出て行きなさいっ！」

「はいィィィィッ！」

　後できついお仕置きをしよう──絶対に。





　　　　※






　研究室でまさか正座をさせられるとは思っていなかった。いや、これは当然の報いであることは理解している。だがそれでも────。

「膝の上に石を載せるのはどうかと思われるのですが……お嬢様？」

　そう、地べたに正座して、膝の上にはそこそこ重量感のある石が置かれている。一体この石はどこから持ってきたのだろうか……？

「あらソージ、まだ反省が足りないようね。膝の下に剣山でも追加してあげましょうか？」

「ええっ!?」

「ふふ、それはさすがに可哀相だけれど、石はもう一つ追加ね」

　ゴトッと輝理が膝の上にさらに石を積む。思った以上に力持ちでいらっしゃるようで、逞たくましい…………とか思っている場合じゃない。

（い、痛い……床が固いから特に脛がゴリゴリと……！）

　もぞもぞと楽な姿勢を探そうとするが、ゴトッとまた積まれる。

「お、おふぅ……っ！」

「ソージくん、女の子だけしかいない部屋に入る時は、どんな時もまずはノックよ」

「は、はぃ……輝理先輩……も、申し訳ございませんでしたぁ」

「あらソージ、先輩を名前で呼んでいるなんて、ずいぶん親しくなったのね」

　何な故ぜだろうか、お嬢様はうっすら微笑ほほえんでいるのだが、目だけは非常に冷たい。視線だけで人を凍らせることができるのでは……？

「何か失礼なことを考えてないかしら？」

「い、いいえっ！　滅相もないことでございますっ！　はぅっ!?」

　勢いよく顔を上げて釈明したので、変な力が加わったせいか脛に異様な激痛を感じる。

「……ふぅ、輝かが理り先輩、私の執事がとんだご無礼を致しました。この通りです」

　自分のご主人様が頭を下げる。いや、下げさせてしまったのだ。そんな彼女の姿を見てしまうと自己嫌悪に陥ってしまう。本当に申し訳ないことをしてしまった。

「ふふ、いいわよ。ソージくんは知らない仲でもないし。あ、でも、乙女の肌を見た責任はいつか取ってもらおうかしら？」

「せ、責任……？」

　嫌な予感────。輝理が両手を合わせながら楽しげに微笑ほほえむから尚なお更さらだ。

「うん。今度ソージくんには、料理会の手伝いをしてもらおうかしら」

　実は輝理、この研究会だけではなく、料理会のメンバーでもあり、週に何度かはそちらに顔を見せて料理を嗜たしなんでいるのだ。何な故ぜ嫌な予感がしたのかというと……。

（お嬢様がものすっごく睨にらむからなぁ……）

　今も射抜くように睨んできている。以前も輝理の頼みで料理会に顔を出して他の者たちに料理を教えたことがあったが、その時もヨヨが不機嫌そうに睨んできたことを思い出す。

（い、一体何でそんなに怒るんだろうか……？　う～ん、分からん。オレは料理を教えてるだけなんだけど……）

　普通の部活のような感じ。ただメンバーは女子生徒だけではあるが、皆が楽しそうに料理をしているだけ。

　悩んでいるソージと不機嫌そうなヨヨを見比べた輝理が、フッと頬ほおを緩めて、ソージの膝に載っていた石を取り除き出してくれた。

「もういいわよね、ヨヨさん」

「あ、はい。先輩がいいと仰おつしやるなら」

「ふふ、ソージくんも次からは気をつけるようにね」

「め、面目ありません……」

　本当に気をつけよう。あ、でも着替えを見られて役得だと思ったことは絶対に秘密にしておこう。バレたらさらにきつい仕置きが待っているはずだから。

　彼女たちが再び白衣を着込んで素材をすり鉢に入れてゴリゴリと棒で潰し粉末状にし始める。次の実験の準備をしているようだ。

「お嬢様、では私は引き続き隣の部屋で資料の整理をさせて頂きます」

「それはいいけれど、本当に気をつけなさいね。最高の執事を目指すなら、今の行動は減点よ、ソージ」

「も、申し訳ございません。以後気をつけます」

「まったく、また先輩に借りを作ってしまうなんて。これでまた料理研究会でソージが女子生徒の注目を浴びることになるじゃない……」

「あの、お嬢様。小声では聞こえませんが」

「な、何でもないわ。資料整理頼むわね」

「はい。お任せを」

「あと、今回のことは帰った後でまたゆっくりと……ね」

　拗すねているような、咎とがめているような彼女の顔を、可愛かわいいらしいと思ったのは間違いだろうか。だが背中はゾクリと寒気を感じているが。

「……か、畏かしこまりました」

　どうやら屋敷に帰った後で、また一ひと悶もん着ちやくが起きそうな予感がして肩が落ちた。

　輝理にも一礼をしてから部屋を出る。すると廊下の向こう側から何者かが歩いてくる。

（あの人って……アイヴィス先生？）

　休み時間にアスロンとトイレに行った時にすれ違った先生だ。相変わらずの険しい目つきで一つ一つの部屋を覗のぞいている。まるで何かを探しているかのよう。

　彼女もソージが廊下にいることに気がついたのか、目線を合わせるとプイッと顔を背けて踵きびすを返し去っていく。

（……何なんだ？　確かアスロンが危険だって言ってたけど……。まあ変わった先生ではあるな）

　何を考えているか分からない不思議な先生。相手を値踏みするような視線だけはソージも好きにはなれないなと思いながら、隣の部屋へと入っていった。













　第三章　忍び寄る影









　────【ピースウィル学園】の裏山。

　その山の頂にて、身を隠すように漆黒のローブを纏まとい、凍りつくような視線を学園へと向けている──一人の人物。

「あれが【ピースウィル学園】か……」

　やや低い男の声。

「主あるじさまぁ～」

　空からユラユラユラと小さな物体が男に向かって飛んでくる。男は手の平をそっと上に向けると、チョコンとその物体が手の上に乗った。

　真ん丸に太った桃色の毛に覆われたハムスターに、ウサギのような長い耳がついている奇妙な生物。しかもその耳が先程まで翼の形に変化していた。

　獣族に入る──トビハムという種。名前はプッコロと命名されている。特技は擬ぎ態たいと飛行なのだが、飛行する時はその耳を大きく広げて翼のように変化させて飛ぶのだ。

「首尾はどうだ？」

「主さまの言うとおりですコロ～」

「情報通り奴が潜入しているということか。だがオレも任務がある以上、黙って去ることはできん。様子を見て潜入する」

「プッコロはどうすればいいですコロ？」

「お前はここに残って見張れ。もし軍が近づいてきているのなら知らせろ」

「りょ～かいコロ～」

　プッコロの耳が大きく広がっていき、バサバサッと動き始める。

「んしょ、んしょ、んしょぉ～！」

　必死に耳を動かして飛ぶ姿は癒いやしを覚えるほど可愛かわいらしい。そのままゆったりとした速度のまま上空へと消えていく。

　一人になった男は、眼下に広がっている、笑顔で談笑する者や遊びにしか見えない修練をしている生徒たちを見て眉間にしわが寄っていく。

「……平和過ぎる。それが偽りだとも知らずにな」

　風が吹いたと思ったら、男はその場から一瞬にして消失した。





　　　　※






　昨日は放課後に、淑女の着替えを覗のぞくという愚行を犯してしまったので、今日は失敗しないように努めようという意気込みで通学してきたソージ。

（昨日の夜はその件でフラムにもこってり絞られたしなぁ）

　学園から屋敷へと帰り、夕食を皆で楽しんでいる時に、主あるじであるヨヨが見事に爆弾を落としたのだ。

『そういえば今日、研究室で着替えている時にソージが入って来たのよね』

　その一言で、ソージの妹であるフラム・アルカーサの眉がピクリと動き、冷笑を浮かべたまま彼女に問い詰められることに。

　こんな話になったのは、執事長をしているバルムンクが、ヨヨに何な故ぜ洗うべき制服が二着もあるのかを尋ねてきたことから始まった。

　実験の失敗で、元々ヨヨが着用していた制服は濡ぬれてしまいダメになり、そして研究室に保管されている予備の制服を着て、研究の続きを行っていた。

　予備の方も、汗をかいたので洗おうとしたヨヨなのだが、普段は洗うことがあっても一着なのに、二着あることを不思議に思ったバルムンクが理由を尋ねた結果、研究室で起こった出来事を彼女が話し始め、先程の言葉が出たということ。

　無論大声でもって否定したいところなのだが、まったくもって真実なので反論の余地はなかったのだ。

『お兄ちゃん、ちょっとお部屋でお話────────しよっか？』

　フラムはニッコリと笑っていたのだが、明らかに目の奥の光が闇色に染まっていた。思わずブルッときた。それはもう本当に。断れない雰囲気ビンビンだった。

　それからは部屋の中で再び正座をさせられ、女性の裸がどういった存在なのか延々と注意されるというハメに……。「女の子の裸は神秘なんだよ」と言われてもよく分からないし。

　前にも何度かあったのだが、そのすべては不可抗力……のはず。だがそれでもそういった場面に出くわしたのもまた事実なので言い訳ができないのだ。

　普段はとても優しく穏やかなフラムであるが、こと女性問題に関しては驚くほど厳しい意見を持っている。

　というか考えが古いのか、嫁入り前の女性の裸を見るのは絶対ダメと言い張る。

（けどバカだったよなぁ、オレ……）

　その時、何を思ってそんなことを口走ったのか自分でも分からない。つい研究室にいたのが、お嬢様だけじゃないということを口を滑らかに走らせてしまった。

　完全に余計なことを言ってしまったと思ったがもう遅い。瞬間、フラムの全身からどす黒い負のオーラが立ち昇り、それが般はん若にやのような形に変化し睨にらみつけてきた。い、いつの間にそんな能力を！　とか思ったが突っ込みを入れる元気なんてあるわけがない。

　そこからは大変だ。長々と彼女が納得するまで説教が続いた。

　何とかもう一人の先輩である輝かが理り・徳とく川がわの着替えは覗のぞくような感じにはなったが、目はヨヨの方に向かっていて、輝理が着替えていたことすらほとんど認識できなかったことを正直に話すと、フラムは落ち着きを取り戻してくれた。

（これもフラムがオレの嘘うそを見抜けるからこそ助かったんだよなぁ）

　何な故ぜか彼女にはソージの言葉の真偽を見抜かれるので、その言葉が真実だと判断したのか、何とか罪を赦ゆるしてもらえた。

（でも何であんなに怒るのかねぇ）

　時々妹がデストロイモードに入ることが悩みの一つでもある。

（まあでも、あんなふうに怒ってても可愛かわいいから謎だよな、うん）

　明らかにシスコンの、いや、重度のシスコンを患っているソージなのだが、自分ではそれが普通の家族愛だと思っている。

「うんうん、怒らないよりは、怒って感情を現した方が人間らしいし、うんうん」

「何を言っているの、ソージ？」

「……え？」

　どうやら歩きながら声に出していたようだ。前を歩いていたお嬢様が怪しい人物でも見るような目つきで尋ねてくる。そんな眼まな差ざしが心に突き刺さる。

「あ、い、いいえ！　少し考え事をしてしまっていて、申し訳ございません」

「歩きながらの考え事は危険よ。私の執事なのだから、注意しなさい」

「畏かしこまりました、ヨヨお嬢様」

　一礼をすると、彼女が再び前を向いて歩き始める。前方に何やら人だかりを発見。

（野や次じ馬うまか……？　今日って何かイベントでもあったっけ？）

　近くには掲示板も存在するので、そこに何かイベントでも示すポスターでも張り出されているのかと思い目を細める。

　突然野や次じ馬うまが集まっている場所から聞こえてくる怒声。

（あれ？　この声って……！）

　ヨヨも聞き覚えがある声だと気づいたようだ。二人で顔を見合わせた後、小走りで駆けつけてみると、

（────あっ!?）

　案の定、そこには同じクラスで友人のアスロン・ティーチャーが誰かと言い争っていた。

（アイツは確か……）

　相手は同じ一年生のナイザー・バージニア。前に何度かソージたちの前に現れ、罵声を浴びせてきた過去を持っている茶髪の少年。

　陰険そうな細目が特徴の人物。ちょっと友達にはしたくないなと雰囲気からそう思ってしまう存在だ。陰でこそこそ動くのが得意そうである。見た目的に。

「一体何があったのです？」

　近くの野次馬の一人にこの騒ぎについて聞いてみた。その人物は、ソージたちを見てハッとなって、言い難にくそうな顔を浮かべる。

（何となく今の感じで掴つかめたけど……）

　再度その人物に説明を求めると、渋々「じ、実はさ……」と話してくれた。

　話の内容を聞く限り、どうやらナイザーが、ソージたちの悪口を言ったことを、アスロンが聞きつけて咎とがめているとのこと。思った通りだ。

「ん？　おいおい、来たぜ《罪負いバツツキ》とその執事様がよぉ」

　ナイザーがソージたちに気づき、ニヤニヤと口角を上げている。簡単に苛いら立だちを高めさせる笑みだ。しかし彼の相手はせずに、ソージはアスロンへと近づく。

「アスロン、もういいですから」

「何がいいんだよ！　俺は陰口しか叩たたけねえこんな卑ひ怯きような奴やつが大っ嫌えなんだよっ！」

「何だと!?　魔法も使えない落ちこぼれのくせにほざくな！」

「うるせえ！　ソージとヨヨは俺の友達だ！　友達を悪く言われて気分良い奴なんているわけねえだろうがっ！」

　その言葉だけで嬉うれしくなる。それだけでいい。今は分かってくれる人だけが分かってくれればいいのだ。それは自分だけでなくお嬢様も感じていることだと理解している。

「おやおや、これはどうしたことかな？」

　そこへイケメン教諭であるジェドの登場。女子生徒の顔が、一気に花が咲いたようになる。頬ほおを染めている者もチラホラ。イケメン効果をいかんなく発動中だ。

　あのナイザーも、人気の高い先生が来たことで目を泳がせて明らかに困惑している様子だ。そんな彼に視線を向けたジェドが大げさに両腕を上げる。

「おお、ナイザーくんじゃないですか。ん？　もしかして、この騒ぎは君の仕業ですか？」

「そ、それは……」

「一体何がどうしてこうなったんですか？」

　バツが悪そうに顔を逸そらすナイザーを見つめながらジェドが質問するが、彼が答えないので肩を竦すくめると、近くにいる生徒から事情を聞き出す。

　その生徒から話を聞きながら「ふんふん」と頷うなずきを返している。

「つまりナイザーくんは自分の感じたままの意見を少し大っぴらにし過ぎてしまったということですね。そうですか、ナイザーくん？」

「う……」

　口ごもるナイザーにジェドがゆっくりと近づき、耳打ちするような感じで距離を縮める。

「いいですか、君は間違っていませんよ。ただやり方がいけません。君は大人なんです。そして強い。だから陰口などいけません。やるなら真正面から……分かりますね？」

　できればもっと糾弾してほしい。それに悪口は正義じゃない。間違っているはずだ。

　だが穏やかな彼の口調にやられたのか、他の者もウンウン首を振り賛同している。もしかしたらわざとそういう言い方をして宥なだめようとしているのかもしれない。きつく注意しても反発を招くだけだと考えているのだろう。

「う…………はい」

　ジェドのお蔭かげでナイザーが大人しくなったことで、ジェドの株が一気に急上昇。男子生徒までもが感かん嘆たんしている。だがそこでアスロンが余計なことを言ってしまう。

「ふん、最初から大人しくなってろよな、陰口野郎め」

　その言葉でカチンときたのか、目を吊つり上げたナイザーが、矛先をお嬢様に向けて指を差してくる。

「そいつはあの《大災害》を起こした女の娘だぞっ！　庇かばうなんて頭がおかしいだろっ！」

　……何だと？

「大体この学園にお前のような奴やつが通えること自体がおかしい。学園長もどうかしてるぜ！　どうせ金でも積んで入学してきたんだろ？」

　お嬢様がどういう思いでこの学園に通っているのか知らない分際で……。それに学園長がどうかしてる？　金を積む？　言いたい放題だな、と怒りが込み上げてくる。

「お前なんかいない方が、いいってみ～んな思ってるはずだ！」

　それは誰もが真実を知らないだけだ。知ろうとしない奴らが好き勝手言うな。

「同じ研究をしてるんだ！　当然だよな！　どうせまた暴走させてしまうに決まってるっ！　大罪人の母親みたいにな！」

　大切なご主人様の目が、若干伏せがちになったのを見てもう我慢できなかった。

　……コイツ……言わせておけば……と拳を握り込む。

「さっさとこの学園から出て行け《罪負いバツツキ》めっ！」

「……うるさいですね」

「……何？」

「ソージ？」

　ソージが突然口を開いたので、ヨヨも目を見開いてソージの横顔を見つめている。ジェドもやれやれといった感じで肩を竦すくめた。

「あなたにヨヨお嬢様の何が理解できるというのです？　何もご存知ないくせに。あまりふざけていると────ぶち消しますよ？」

　コイツ如ごときに彼女の苦しさが分かってたまるか。何も知らず、ただ噂うわさに踊らされる者には決して彼女の強さも弱さも理解なんてできない。

　明らかな敵意を持ってナイザーを睨にらみつけた。普段からそんな敵意や覇は気きなどを受けたことがないのであろう彼にとっては、威圧感に身を引いてしまっている。

「くっ！　ふ、ふざけてるのはそっちだろうがっ！　お前らみたいな災いの種なんかさっさといなくなれっ！」

　突如、地面がボコッと盛り上がったと思ったら、その中から土でできているであろう人形のような存在が一体出現し、ソージへと向かってきた。

「こら、止めなさい！」

　ジェドの制止の声も虚むなしく、土人形は真まっ直すぐ突っ込んでくる。

「アスロン、お嬢様を頼みます！」

　ヨヨが巻き込まれないように距離を取ることにする。案の定、相手がこちらをロックオンして向かってきているので作戦成功だ。

（これが彼の魔法……！）

　人間ほどの大きさの土人形。魔力で生み出し操作する力なのだろう。

（ただ見たところ、何の隠し玉もなさそうだ。この程度じゃ────物足りない！）

　相手が素早く攻撃を繰り出してくるが、ソージは見事にかわしていく。どうにも戦闘経験が浅いのか、遮しや二に無む二に拳と蹴りを出しているようにしか見えない。

「……想おもいを像かたどれ、橙トウ炎エン」

　小さく呟つぶやき、橙だいだい色いろの炎を、拳ほどの塊にして向かってくる人形の足元に放つ。すると人形が、まるで小石に躓つまずいたかのように炎に足を取られ無様に転倒する。

「……橙炎はそのような使い方もできるのですよ」

　炎を消してから、挑発するようにナイザーに微笑を向ける。

「いいぞいいぞ、ソージ！　そのままお坊ちゃんなんてぶっ飛ばしちまえー！」

　アスロンの掛け声で、ナイザーの怒りのボルテージが上がっていく。

「ぐっ……くそっ！　さっさと起き上がって、そいつを捕まえろっ！」

　ナイザーの逆げき鱗りんに呼応するかのように、土人形の動きが若干素早くなりソージの腕を掴つかむことに成功する。ナイザーが「よし！」と笑みを浮かべる。

「……止めて頂きたいですね、制服がしわになるではありませんか」

　ソージはそのまま逆に腕をからめ捕り足払いをして転倒させる。

（このままトドメを────）

　拳を入れようとした時、目前にシャボン玉が現れ、弾はじいたと思った瞬間、その爆風によりソージと土人形は吹き飛ばされてしまった。ソージは咄とつ嗟さに身を翻して体勢を整える。

「そこまでですっ！」

　それまでの喧けん噪そうを斬り裂くような凛りんとした声が響き、一瞬場が静寂に包まれる。ゆっくりと、その声がした方向に野や次じ馬うまたちが顔を向けた。

　その野次馬の間を分けて現れたのは──────輝かが理り。

（今のは彼女が？　……ならさっきのシャボン玉は魔法……か？　初めて見たな）

　他の生徒も輝理には一目置いているのか、彼女の登場に一歩下がって息を呑のんでいる。

　彼女は文武両道であり、常に学園でトップクラスの成績を維持している存在。また三年生ということもあり、下級生の憧れの的にもなっている。当然ナイザーも知っているのだろう。彼女の登場にナイザーが頬ほおを引ひき攣つらせ目を泳がせている。

　人気者には態度をコロッと豹ひよう変へんさせる典型的な小物臭漂う人物だ。弾はじかれた土人形も渋々地面へと戻している。

「喧けん嘩か両成敗。もうそこで終わりになさい。それ以上するというのであれば───《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》が出動しますよ？」

　学園の秩序を守る────《学園守護会》。

（日本の学校でいう風紀委員……いや、生徒会かな？　それに近い存在だな）

　ソージとヨヨはあまり信用していない組織でもある。実力主義で人数も少なく、それに何よりあの《裁さい軍ぐん》と直接関わりを持ち仕事までこなしていると聞くと、やはり良い印象は抱けない。

（まあ、それも噂うわさでしかないけど……）

　ただ敵に回せば確実に今後の学園生活に支障が起きる。それをナイザーも理解しているようで、舌打ちをするとその場から離れて行った。







「ありがとうございます、輝理先輩」

　ヨヨが礼を言いながら頭を下げる。ソージもまた同様に。ソージの場合は、少し熱くなっていたので、彼女の登場は素直にありがたいと思っていた。

　彼女も普段通りの優しげな笑みを浮かべると口元に手を当てる。

「ふふ、いいのよ。ソージくんも、ヨヨさんの執事なら、もう少し大人になってね」

「昨日のことといい、重ね重ね本当に申し訳ございませんでした」

「だから別にいいわよ。というか昨日の事件はすぐに忘れなさい！　お姉さん命令です！」

「は、はいぃっ！」

　人差し指を立てて突きつけてくる。その頬が若干赤いので、やはり着替えを見られたことに関しては恥ずかしい思いをしているらしい。こっちはほとんど覚えてないけど。

「ところで、あなた」

「あ、はいっ！　じ、自分はソージと同じクラスで必死こいて勉強をさせて頂いていますアスロン・ティーチャーと申しますっ！　い、以後お見知りおきをっ！」

「ふふ、ずいぶん元気な子ね。でもさっきのあなた、ちょっとカッコ良かったわよ」

「そ、そうですか!?」

「その通りですよアスロン。私も先程の言葉には友人として嬉うれしく思いました。まあ、少しだけですけど」

「少しかよっ!?　褒めるならがっつり褒めろよソージッ！」

「ソージの言う通りよ。アスロンらしい熱血ぶりだったわね。少し暑苦しかったけど」

「お前もかよっ！　最後の一言いらなくね!?」

　ソージとヨヨが、それぞれ感想を述べたが、アスロンには少しばかり不評だったようだ。せっかく褒めたのに贅ぜい沢たくな奴やつである。そこへ輝かが理りがパンと手を叩たたく。

「さあ、授業に遅れないように教室へ向かいましょう」

　三人は彼女の言葉に返事をして校舎へと向かった。

　途中歩いている時に、アスロンが近くに寄ってきて耳打ちしてくる。

「な、なあソージ、お前らってマジで徳とく川がわ先輩と知り合いだったんだな」

「はい？　前にもそう言ったはずですけど？」

「いや～話半分だった」

「何な故ぜです？」

「だって、お前知ってるか？　彼女って学園じゃめっちゃ人気なんだぞ？　《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》にもコネがあるっていうし、下級生からも絶大な支持を集めてるチョー美人」

　確かに人気があるのは知っているし、美人であることも疑いようはない。

「それにだ、見ろよあの胸！　ああ～一度でいいから俺とデートしてくんねえかなぁ～」

「……無理だと思いますが？」

「何でだよっ！」

「先輩の好みは、年上の落ち着いた感じの男性だと、この前お嬢様からお聞きしましたし」

「にゃ、にゃんだとぉ……っ!?」

　信じられないといった感じで、大口を開けて愕がく然ぜんとしている。

「……はぁ……マジかぁ」

「マジです。残念ながら、年下ではっちゃけていて喧やかましいアスロンは、先輩の好みとはビックリするほど正反対ですね」

「お前な……トドメ刺さなくてもいいだろうがよぉ……」

　アスロンはガクッと肩を落としてトボトボ歩いている。

「あ～あ……一度でいいからあ～んな美人と付き合ってみてえよなぁ……けど脈を確かめるどころか、最初から枠外かよぉ」

　彼の気持ちも分かる。いや、ほとんどの年下男性がそういう気持ちを持つだろう。

　実際に輝理は男子生徒に人気があり、ソージも何度か告白されている場面にも出くわしたことがある。まあ、すべて玉砕しているが。まさに高たか嶺ねの花。

（あれってほんの一部なんだろうなぁ）

　輝かが理りほどの美少女なら必然的なことなのだろうが……。

　ソージはチラリと視線をヨヨへと向ける。

（美少女レベルじゃお嬢様だって負けてない。むしろオレは勝ってるとさえ思ってる）

　もし彼女が大罪人の娘──《罪負いバツツキ》と呼ばれていなかったら、それこそ引く手数あま多たで男が放っておかないだろう。

（でもお嬢様に男が群がらないのが、何となく嬉うれしいのは気のせいだろうか……）

　彼女の良さをすべての人に知ってもらいたいと思う反面、彼女の良さを知っているのは自分だけでいいという思いもあるし複ふく雑ざつではある。

（やっぱ自分の主あるじだし、特別なんだろうなぁ）







　授業が終わり昼休憩になると、皆が学食へと詰めかけていく。寮生活をしている者がほとんど利用するので、毎度昼になると食堂は盛大に賑にぎわう。

　しかしソージたちは食堂を利用しない。何な故ぜなら昼食は決まってソージが朝に作った弁当を二人で食べるからだ。場所は屋上か、学園にある噴水広場のベンチがほとんどだ。

「どうぞ、今日も腕によりをかけて作らせて頂きました」

「ええ、堪能させて頂く……わ……っ！」

「あれ？　どうかされましたか？」

　今日は屋上。そこにはカフェテラスのような、オシャレな机と椅子が設置されているので、ヨヨはここを好んでいる。そこでソージが、弁当の蓋を開けて彼女の前に差し出した。

「…………ねえ、ソージ。昨日も言ったと思うのだけれど……」

「どうですか？　今日は昨日よりも自信作なんです。可愛かわいいと思いませんか？」

「う……か、可愛いなんて……っ」

　キャラ弁。しかも動物をデフォルメしたもの。加えて彼女の好きな〝モモチュー〟を模したおにぎりなのだから、彼女にとっては食べ辛づらいことこの上ないかもしれない。

　その証拠に、「うぅ～」と目を潤ませながらも、おにぎりモモチューを凝視している。この仕草がソージにとっては癒いやしになっていたりするのだ。この姿が、彼女の本当の姿ではないかと思っている。だからこんな姿を見るのが好きなのだ。

「あとは、このデザートの桃ですが、今日は《焼き桃》に致しましょうか」

　ソージは串に刺さっている桃を手に取ると、右手から赤く燃える炎を出して、桃を適度に炙あぶっていく。炙ることで桃の香りが高められ、また甘さが増す。

「……あ、結局お召し上がりになったのですね？」

　見れば、おにぎりがいつの間にか一つなくなっていた。

「しょ、しょうがないでしょ。これしかないのだから。というより、こういう時、あなたは結構Ｓっ気が出るわね。昔から悪い癖じゃないかしら？」

「いえいえ、躊躇ためらいながらもお召し上がりになるお嬢様は、とても可愛かわいいと思います」

「っ……、もう！　あなたも早く食べなさい！」

　顔を真っ赤にするヨヨを見るのを楽しみながら、ソージもまた弁当を食べ始めた。

「お味の方はいかがでしょうか？」

「……そうね、外観はともかく、おにぎりに少し塩が効き過ぎているわ。ウィンナーが半ナマに近いわね。あと５・３秒ほど火にかけるべきよ。それと、サラダはいいのだけれど、今度はドレッシングにも違いがほしいわ。いつも同じじゃ、さすがに飽きてしまうわよ。そうね、辛から味と酸味、そして甘味が、見事にコラボして素敵なハーモニーを奏でるようなドレッシングがほしいわね」

「む、難しい……ですね」

「あら、口答えするのかしら？　私の執事なら、私の望んでいる言葉くらい分かるわよね？」

「う……しょ、精進致します、マイロード……」

「ふふ、それでこそ、よ」

　赤面させた仕返しとばかりに要求が細かい。昨日もキャラ弁を作ったが、今回のように注意を受けたので、リベンジとして頑張ってみたつもりだが、まだまだヨヨを満足させる出来栄えには程遠いようだ。

　そしてしばらく弁当を堪能し、デザートの《焼き桃》を食べていた頃、不意にヨヨが立ち上がってどこかに視線を向けた。

「お、お嬢様……？」

　何が起きたのか、彼女の険しい顔つきを見て息を呑のむ。

「ソージ、研究室へ行くわよ」

「あ、ちょっとお待ちを！　お嬢様！」

　ソージは慌ててその場を片付けて、先に向かって行ったヨヨを追う。

　ヨヨの急な行動に困惑するが、きっと研究室についたら教えてくれるとは思い、ソージは黙って後ろをついていく。真まっ直すぐ校舎を突き抜け二階にある研究室へ向かう時に階段を上っていると、上からアイヴィス教諭が下りてきて擦れ違った。

（あれ……アイヴィス先生？　こんなところに何か用なのか？）

　二階には幾つかの部屋が存在するが、別段先生が利用するようなものはなかったはず。普段は鍵もかけられているし、昼に生徒がここへ来ることはあまりないので、見回りもそれほど重要だとは思えない。

（いや、もしかしたらああやって見回って学園の安全を保っているのかもしれないしな。まさかアスロンの言ってたように、攫さらう生徒を物色してるわけでもないはずだし）

　自分の休憩時間を削り、校舎を見回り安全確認などを行う。教師の鑑かがみだと思う。

（ちょっととっつきにくい先生だけど、そう考えれば真面目でストイックな先生だよな）

　自己解釈ではあるが、ソージの中でアイヴィスの評価が上がっていく。その時、ヨヨが小さい声で「え……？」と呟つぶやいたと思ったら、足早に動き出したのでソージも「え!?」となって追いかけていく。

　研究室の扉の前に立つヨヨ────。

「ど、どうかされたのですか……って……開いてますね」

　基本的に生徒に渡されるのは一つの鍵だけ。予備は教師が保管することになっている。

　鍵はヨヨと輝かが理りが一日交代で所持しておくことになっており、昨日部屋を出た後、輝理からヨヨへと手渡されていて、今も彼女が持っているはずなので、彼女が開けていないのなら、中に教師の誰かがいるのかとソージは思った。しかし……。

「……壊されているわ」

「……え？」

「鍵が壊されているわ」

「…………本当ですね」

　確認してみれば彼女の言う通り鍵が破壊されていた。そこでヨヨがハッとなって勢いよく扉を開けると中に入り室内を調べ始める。そしてピタリと動きを止めると、

「……やられたわね」

　大きく溜ため息いき混じりに彼女が言葉を吐き出す。

「どういうことですか？」

「……《蒼そう樹じゆ液えき》が入った瓶がないわ」

「え……それって……？」

「ええ、恐らく盗まれた可能性が高いわね」

　言葉を失う。平和であるはずの学園で窃盗事件が勃ぼつ発ぱつしてしまった。失踪事件に次いで今度は窃盗事件。一体この学園はどうなっているのだろうか。

「こんなことなら屋敷へ持って帰れば良かったわね……。何だか嫌な予感がして来てみれば案の定……ね」

　ヨヨが悔しげに下唇を噛かみ締めている。どうやら彼女がここへやって来たのは予感がしていたからということらしい。昔から彼女のこういう予感は外れた試しがない。

（そういう勘も、お嬢様が『鬼おに堕おち』した者たちの声を聴けることに起因しているのかもなぁ）

　実際はどうか分からないが、何となくそんなふうに思った。

「えっと、盗まれたものはそれだけですか？」

「……研究の過程を書いた資料を挟んでいたファイルもないわね。まあ、それくらいなら頭の中にデータとして残っているからいいのだけれど……」

　彼女は記憶力が良い。今まで行った研究の手順や、その際に使用した素材などもすべて把握している。一応忘れることも念頭に入れて、情報を紙に書き資料として保管していた。

　もしなくなっても彼女の記憶から再び引っ張り出せば資料に関しては大丈夫だろう。

　しかし素材が盗まれたとあってはどうしようもない。

「立て続けに学園での事件。まさかお嬢様、これも生徒失踪事件と関係があるのでは？」

「そう考えるのは時期尚早ね。ただ、その可能性も少なからずあるわ」

「ですが一体誰がどのような目的でこのような……？」

　その時、ふと脳裏に浮かんだ人物。それは先程擦れ違ったアイヴィス。彼女なら教師なので予備の鍵を使って────。

（彼女ならわざわざ鍵を壊さなくても予備の鍵で開ければいいだけ……ん？　ちょっと待てよ。もし彼女が生徒の仕業に見せかけるためにわざと鍵を壊しておいたとしたら……？）

　そう考えれば彼女も十分怪しく思えてくる。しかし無論証拠などない。それに言いたくはないが、ヨヨには敵が多い。

（他の生徒だって可能性としてはある。いや、それどころかこんな子供じみたことをするのは生徒の方が可能性としては高いよな……）

　考えているソージをよそに、ヨヨは室内を歩き観察を始めていた。床に落ちているものをジッと見つめて何か思案を続けている。

「お嬢様、とにかく私は犯人を見つけたいと思います」

「……別にいいわよ」

「……いいのですか？」

「だって盗まれたのは代えが効くものばかりよ。確かに作業の速度は遅くなるし、またあなたにも頼らなければならないのは申し訳ないと思うけれど……」

「いいえ、せっかく研究が捗はかどってきたのです。時間を無駄にはしたくない、いつもそう仰おつしやっているではありませんか」

「ソージ……」

「任せてください！　必ず私が取り返してきますので！」

　そう宣言してソージはヨヨを教室へ送り届けた後、昼休みの間中、生徒たちに昼に研究室がある校舎へと向かった人物がいないか確認して回った。







　ソージが盗まれた研究資料などを探すために、生徒たちから聞いて回るものの、誰もが口を堅く閉ざす。まるで誰かに言わないように口止めされているかのよう。

　口止め……ではないだろう。ただ単に、ヨヨに協力したくはないと考えている者が多いだけ。忌まわしき研究を再び実行しているという噂うわさが立てば、皆の態度がこうなっても仕方ないとは思う。

（けど、お嬢様の研究は、いつかみんなのためになることなんだ！　絶対諦めない！）

　ソージの様子が心配で気になったのか、アスロンが尋ねてきたので理由を話すと、「俺も手伝うぜ！」と探してくれることになった。

　本当に彼には感謝の気持ちでいっぱいだ。これは合コンの件、少し考え直す必要が出てきたかもしれない。あくまでも彼のために……だ。

　休み時間を利用して聞き回るが、良い情報は手に入らなかった。アイヴィスが研究室のある校舎へと向かったという声は幾つか聞いたのだが。

（やっぱり彼女……なんだろうか……？）

　そこで思い切って彼女にアタックを仕掛けることにした。

「……私が昼に研究室のあるＦ校舎にいた理由？　何な故ぜそんなことを知りたいのです？」

　軍人のような立ち振る舞い通り、筋の通ったブレない声音をしているアイヴィス。

「実は、研究室であるものが盗まれました」

「！　……それは本当ですか？」

「はい。恐らくは昼前か昼休憩時に」

「何が盗まれたのです？」

「私が仕えさせて頂いております主あるじの研究資料です。黒いファイルに挟んであります」

「そう、クロウテイルの」

「とても大切な資料なのです。それが何者かによって盗まれました」

「……なるほど。昼に私があそこにいたから理由を聞きにきたというわけですね」

「その通りです」

　焦りを見せている様子はない。だがこちらが言いたいことは伝わったはずだ。

「つまりあなたは、教師である私が犯人かもしれないと考えている、ということですね」

　沈黙は肯定とばかりにソージは何も言わずジッと彼女の目を見つめる。

「……私があの場にいたのは職務を全うしていたからです」

「ではその職務とは何か、お聞かせ願えますでしょうか？」

「無論、学園の安全です」

　その瞳に一切の揺らぎがない。嘘うそをついている様子はない……と思う。

（何だ？　本当にこの人じゃない……？）

　判断ができかねる。ソージは嘘を見破れる才能があるわけでもないのだ。こんな風にポーカーフェイスを保たれればどうしようもない。

「あと一つ、生徒失踪事件について何かご存知ですか？」

「失踪事件？　最近生徒が東地区の倉庫群で行方不明になったという件ですか？」

「はい。失踪事件に盗難事件、最近事件が多いですね」

「……学園長からは失踪事件については解決したと聞きましたが？」

　まあ、解決というより生徒が死んだのだが……。

（学園長は犯人が内部にいると考えているんだろうな。お嬢様だってそうだ。だから他の者には頼らずに、身の潔白が証明されてるオレとお嬢様だけに引き続き依頼をしたのかも。それにしても、失踪事件について話しても彼女は動揺を見せない）

　やはりアイヴィスは無関係なのか……。

「盗難に関しても気になります。是非詳しい話を────」

「申し訳ありませんが、これは私たちの問題でございます。わざわざお時間を頂いたのに申し訳ございませんでした。では」

「待っ……」

　ソージは彼女の声を背中で受けながらも速やかにその場から去った。

（次の休み時間も探さないと……明日になれば、素材を持ち帰られる危険性が高い）

　そうなれば回収が不可能になるかもしれない。処分などされてしまえば永久に……だ。

（アイヴィス先生については保留だ。怪しいけど証拠がない）

　次第に焦りが押し寄せてくる。アスロンの方もあれから連絡がないので、きっと見つかってはいないのだろう。犯人の見当がつかない。何な故ぜならお嬢様の研究を良く思っていない者たちが多過ぎるからだ。誰にも盗む動機がある。

　ソージは誰もいないベンチに腰をかけて大きく溜ため息いきを吐き出す。

「一体誰なんだ……誰がお嬢様の研究を………………分からない」

　先行きが不安になり項うな垂だれていると、

「バカねソージ、その中で実際に行動を起こす奴やつに的を絞ればいいだけじゃない」

　フェム・Ｄ・ドレスオージェが呆あきれながら声をかけてきた。

「フェムさん……!?」

　彼女の接近にまったく気づけていなかった。普段ならこれほどの距離に誰かが近づけば気配を察知できるはずなのに……。どうやら予想以上に現況に対し困惑し過ぎて注意が散漫になっていたようだ。見れば、彼女の隣にアスロンもいる。

「まったく、ホントに見てらんないわね。だから調べてあげたわよ」

「し、調べた？」

「か、勘違いするんじゃないわよ！　こんな非道なことをする奴が気に入らないからだし、それに何となく暇だったから探してみてあげただけだしね！」

「素直じゃねえなフェム嬢は……まさにツンデレ！」

「黙りなさい、殺すわよ？」

「キャ、キャイン……」

　フェムの殺気に、闘犬に睨にらまれたチワワの如ごとく大人しくなるアスロン。

「……か、感謝しなさいよ、ソージ」

　フェムが何を言いたいのか、まだちゃんと整理ができていない。

　困っていると、アスロンが教えてくれた。

「ソージ、フェム嬢は犯人を捜し当ててくれたんだよ」

「…………え？」

　彼女から話を聞いて、ソージは即座にある人物のもとへと向かった。







「はあ？　何を根拠に言ってやがんだ？」

　ソージがフェムたちと会いにきたのは──────ナイザー・バージニアだった。

「調べはついております。それに隠している場所もＤ校舎二階、突き当たりの部屋の中ですよね？」

「なっ!?」

「その顔だけで証拠としては十分ですが、ある方があなたを尾行してくれたのですよ」

「び、尾行？　だ、誰だよ！」

「このアタシよ！」

　そう、フェムが彼を尾行して突き止めてくれたのだ。

「あなたが休み時間を利用して、誰もいないＤ校舎の二階へ行き、今は使われていない突き当たりの部屋に《蒼そう樹じゆ液えき》を隠したことを突き止めてくださいました」

　これもすべてはアスロンがフェムを探して手助けを願い出てくれたお蔭かげ。フェムは話を聞くと、すぐに自分の人脈を使って調べ上げてくれたらしい。

　そして午前中に、研究室がある校舎に向かった人物をピックアップしてくれた。ただ数が多かった。授業で使う資料などを保管している部屋もあるので、休み時間に生徒たちが向かうこともあるのだ。

　しかしその中でフェムが今日、ナイザーともめた話などを考慮して、実際に行動を起こしそうだと判断し、彼を尾行して突き止めたという。凄すごい行動力で感心するほどだ。

　今、ナイザーを校舎裏に呼び出して問い詰めているところなのだ。

「慎重に行動してたみたいだけど、アタシの魔法にかかれば尾行なんてチョロイのよ！」

「ああ、反則だもんな、お前の魔法」

「うっさいわね！」

「ぐほぉっ!?　だ、だからそんな簡単に殴るなって言ってんだろ！」

「静かにしなさい。今取り込んでんだから」

「お、お前な……」

　理不尽な対応にアスロンに対して同情を覚えるが、コメディはまた後にしてほしい。

　ソージはジリジリとナイザーとの距離を詰めていく。

「ちょっと待てよ！　尾行したって、そいつ一人が言ってるだけだろ！　もっとハッキリした証拠見せてみろよ！」

　この期に及んで認めないつもりか。

「ほらどうした！　証拠なんてないんだろ！」

「……そうですね、ですが私はフェムさんを信じております。彼女が嘘うそをつく理由もございませんし、何より状況的にあなたが犯人ですから」

「ふ、ふざけるなっ！　俺は《蒼樹液》が入った瓶なんて知らないっ！」

「……おやおや、自ら墓穴を掘ってどうするのですか？」

「は？　な、何言ってるんだよ？」

「私がいつ、《蒼樹液》が入っている器が瓶だと言いましたか？」

「──っ!?　い、いや、それはだってさっきお前が……」

「私は一度も瓶などという言葉を口にしておりませんが？」

　ビンゴ。これで言い逃れはできない。明らかに目が泳いで自分の失敗に気づいている。

「どうやらあなたには、きついお仕置きが必要なようですね」

「くっ！　舐なめるなよ《罪負いバツツキ》の執事めっ！」

「……その名ではもう呼ばない方が良いですよ？」

「あ？」

「それ以上言えば、本当に感情に任せて暴れてしまいそうですから」

　どうやら本当に一度痛い目を見ないと懲りない性質のようだ。

「や、やれるもんならやってみやがれっ！」

　と言いながら、身体から青白い魔力を放出して地面へと流していく。

「来ぉい！　〝大地人形グラン・ドール〟ッ！」

　地面がボコボコボコッと盛り上がり、土をかき分けて人間大くらいの土人形が三体現れる。手足がヒョロリと長い人型の人形が、ソージに向かって突進してくる。

「今度は朝の時とは違って三体だ！　一気に潰してやるぞ、《罪負いバツツキ》の執事っ！」

　朝に彼ともめた時に対たい峙じした土人形だ。それが三体。

「お二人とも、下がっていてください。ここは私が始末をつけます」

「オッケ～だぜ、ソージ！」

「とっとと片付けなさいよね」

　二人から了承を得、ソージはハンマーのように振り下ろしてくる人形の腕を紙一重でかわすと、その腕を両手で掴つかみジャイアントスイングで投げ飛ばし、他の人形にぶち当てる。

「な、何してるんだよっ！　アイツはただの執事だぞ！　さっさと行けっ！」

　焦燥感を漂わせながら叫ぶナイザー。ギギギギギと油の切れたロボットのような感じで、投げ飛ばされた人形がのっそりと動く。

（一発でアレか。どうやら防御力はそんなでもないみたいだな）

　それに魔力のコントロールがなっていない。人形に込められている魔力も少ないので、複ふく雑ざつな動きもできないようだ。

（一体だけの時よりも、動きが緩かん慢まん過ぎる。いい能力なのにもったいないな）

　もし彼が緻ち密みつな魔力コントロールができるのであれば、同じ魔力量でも、もっと多くの人形を作り出すこともできるし、動きも洗練されたものになるだろう。

　明らかな修練不足に呆あきれを覚える。使い勝手の良い能力なだけに尚なお更さらだ。

　しかしまだピンピンしている人形が真まっ直すぐ向かってきて蹴りを繰り出してくる。

（攻撃パターンが少ない。非常に読みやすい）

　蹴りをあっさりと回避すると、懐へと攻め入り水面蹴りを放つ。足払いされた人形が仰あお向むけに倒れると、今度は人形の両足を持って、再びジャイアントスイングで、残り二体がいる場所へと放り投げる。すると一気に三体が砕けてしまった。

「ぐぐぐ……ま、まだまだぁっ！　俺はこんなもんじゃないっ！　あんな《罪負いバツツキ》の執事なんかに負けてたまるかよぉぉぉっ！」

　ナイザーがほぼすべての魔力を大地に注ぎ込み始める。地面が大きく盛り上がると、先程の三体よりも巨大な人形が出現。

（デカいな……パワーはありそうだけど……）

　思った通り、巨大化しただけはあって、その剛腕から生み出される力は相当なもので大地を凹くぼませるほどはある。

　今度は一体に魔力を集中させているお蔭かげで、先程の人形たちより格は上だ。

（けどやっぱり、魔力コントロールが雑だ）

　そのせいで動きがチグハグだし、鈍重な感じ。

「つ、潰れてしまえっ！」

　ナイザーの言葉に反応して、人形が大きな足を上げて踏み潰そうとしてくる。

「────遅いですよ」

　巨体のせいもあり、スピードはまったくもって鈍い。

「くそっ！　またちょこまかと！　ええい！　さっさと捕まえろっ！」

　人形が手を広げて捕まえようとしてくる。

「甘いですね、足元がお留守ですよ！」

　素早く相手の足元へ近づき水面蹴りを放つ。足払いを受けて盛大に仰あお向むけに転倒する人形。さっきの人形にも同じことをやったのにかわせないとは、学習能力がないようだ。

「な、何をやってるんだっ、さっさと立てっ！」

　足元が弱いのは、ナイザーが魔力を十分に注げていないせいでバランスが悪いためだ。

「だからこうして簡単に──」

　起き上がった人形の腕を取り、力任せに地面へと叩たたきつける。その衝撃で人形の左腕がもげる。何とも脆もろい。

「バ、バカなっ！　その人形の重さがどれくらいあると思ってるんだ！」

「それはあれです。執事として鍛えていますから。それなりに」

「そ、それなりにって……！　ああもうっ！　さっさとそいつをぶっ潰せっ！」

　人形が近くにある木を引っこ抜き、ハンマーのように頭上から振り下ろしてくる。

「────燃え散らせ、赤セキ炎エン」

　右手から噴出する灼しやく熱ねつの炎が、大木ごと人形の両腕を包み込み、一瞬でボロボロに崩壊させた。この赤く燃える炎は、凄すさまじい熱量で対象を燃え散らすことができる。

「なっ、なななななななっ!?」

「では、終わりに致しましょうか」

　人形が肘から先を失った腕を、全速力で何度も突き出してくるが、空に舞う木の葉のようにヒラリとかわし、風のような動きで懐へ入ると、相手の腹部を目一杯蹴り抜く。

「そのまま潰されて少しは反省することですね！」

　蹴りの威力に負けて吹き飛ぶ人形の行く先は────ナイザーである。

「う、うわぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　見事に人形と激突して下敷きになってしまい意識を失うナイザー。ソージはパンパンと服についた埃ほこりを落とす仕草をしてから、

「次はないと思ってください。分かりましたか？」

　ニッコリと微笑ほほえんで宣告しておいた。







　ナイザーを倒した後、騒ぎを聞きつけた生徒たちが集まり収拾するのは大変だったが、そこへ都合良くジェド教諭も様子を見に来ていたので、フェムが中心になって事情を説明してくれた。

　ジェドはナイザーを信じていたのか、彼が魔法を使って生徒を襲った事実に困った悲しそうな表情を浮かべていたので、何となくだが彼に悪いことをしたなと思ってしまった。

　それからはジェドが「後は任せてください」と言って、他の生徒たちにナイザーを救護室へ運ぶように指示をし始める。

　ソージたちは現場を彼に預けて噴水のある広場へと来ていた。

「ありがとうございました、お二人とも。何とお礼を申し上げればいいか」

　ソージはアスロンとフェムのお蔭かげで盗まれたものが帰ってくることに喜んでいた。

「別にいいっての。友達が困ってたら助けるのは当然だろ？　なあフェム嬢？」

「そ、そうね。べ、別に友達なのかはおいといて、人として当然のことをしたまでよ」

　でもしどろもどろ状態で言う彼女を見ると、明らかに照れ隠しのように見える。いや、実際彼女は何だかんだいってもソージたちを友達だと思ってくれているはず。

「このお礼はいつか必ずさせて頂きますね」

「おっ！　だったらよ、今度の合コンだけどぶへんっ!?」

　骨、折れてない？　と思われるような音が彼の腹から響く。……大丈夫だろうか？

「だ～か～ら～、何で叩たたくんだよっ！」

「合コンなら一人で行けばいいでしょ？　ソージを巻き込まないでよ！」

「……はっはぁ～ん……つ・ま・り・だ、フェム嬢はソージ以外の男なら誘ってもいいってことだよな？」

「な、何よ？　何が言いたいわけ？」

「いんやぁ～、ただな～んで、ソージだけなのかなぁ～って思ってさぁ～。不思議だよなぁ～、ねえフェム嬢？」

　ボフッとフェムの顔から湯気が立ち上ったと思ったら、よく見れば彼女の顔が真っ赤に染まっていた。顔を俯かせて小刻みに震えているのだが……何な故ぜ？

　対照的にアスロンはニヤニヤと意地悪そうな笑みを浮かべてフェムに詰め寄っている。その光景は明らかに女性を苛いじめて喜んでいる最低男の図。

「アスロン、何だか分かりませんが、女性を困らせるような言動は慎んでください。そうでなくとも、あなたは最近女性受けが悪いのですから」

「マジかよっ！　だ、誰々!?　それって誰情報なの!?」

「そのようなこと、普段のあなたの周囲を観察していれば自おのずと分かりますよ」

「マ、マジでか……うぅ……何で俺ばっかり……顔はイケメンのはずなのにィ……」

　それは否定しない。だが残念ながら、世の女性が顔だけで判断するとは限らない。悲しくもアスロンがそれを証明してくれている。

　落ち込むアスロンをよそ目に、ソージはフェムに再度頭を下げた。

「フェムさん、この度は本当にありがとうございました」

「え……あ……う、うん」

　まだ頬ほおが赤いままだ。

（まったく、アスロンは女性を苛いじめて何が楽しいのやら……）

　涙を流しているわけではないのでそこはホッとする。

「そ、それじゃアタシは用事があるから行くわねっ！」

　慌てた様子で去っていく。やはりアスロンのせいで居心地を悪くしたのかもしれない。

「アスロン、今度しっかり謝罪しましょうね」

「はぁ……何も分かってねえお前の方が罪が重いと思うんだけどなぁ」

「何か仰おつしやいましたか？」

　小声だったので聞き辛づらかった。するとアスロンが肩を竦すくめて手を振る。

「いんや、何でもねえよ。けど、ホントーにフェム嬢には感謝しろよ。女の子が一生懸命頑張ってくれたんだ。できりゃ、何かで返してやれよ。それが男ってもんだしな」

　いつも女性にだらしない印象を受けるアスロンだが、こういう礼儀に関しては案外しっかりしているのだ。特に女性に関してのみなのが残念だが。

「……もちろんですよ。こう見えてもフェミニストですから」

「それならいいんだよ。んじゃ、さっさとＤ校舎に行こうぜ。そこに盗まれたもんがあんだろ？」

　それもそうだと思い、フェムが探し当ててくれた場所へと二人で向かった。

「確かＤ校舎の二階、突き当たりの部屋……でしたよね？」

「おう。あ、けどよ、どうせならフェム嬢が取ってきてくれたら良かったのになぁ」

「何でも一度は部屋に入ったらしいですよ」

「は？　んじゃ何で探さなかったんだ？」

「部屋に入ったら分かるわよと仰ってましたね。あと、あそこは女子が入る場所ではないとも」

「ふぅん…………どういうこと？」

「さあ、それは入ってみれば分かるのではないでしょうか？」

「ま、それもそっか。んじゃさっさと……ん？」

　アスロンが何かに気づいたようで目を凝らす。ソージも同様に彼の見ている景色を追う。

　目的の教室の近くで、妙な光景が──。

　何な故ぜか窓際に詰め寄られたジェド教諭が、困った様子でアイヴィス教諭に何かを弁明している様子が視界に入ってきた。

「わ、悪いソージ！　俺行きたくねえわ！」

　アスロンが例の如ごとく、アイヴィスの姿を見て逃げるように校舎から出ていく。ただアスロンのことよりも気になったのは目の前の二人だ。

（何で二人が……しかも険悪そうな感じ……？）

　アイヴィスが鋭い視線をジェドに突きつけている。それをジェドが困惑気味に受け止めているといった様子。彼女の方がソージの存在に気づき、慌ててジェドから距離を取り、こちらへ向かってくる。そしてピタリと足を止めると、

「……ソージ・アルカーサ」

「は、はい？」

「盗まれたものは戻ってきましたか？」

「は、はい」

　まだ手元には戻ってきていないが、どこにあるかは分かっているので返事をする。

「……本当に？」

「え、まあもうすぐというか……その件につきましては問題ございません」

「…………………………そうですか」

　長い間だった。睨にらみつけるようにソージを一いち瞥べつした後、彼女はそこから去っていった。

（……やっぱり怪しいなあの人）

　まるで周囲の者がすべて敵だと決めつけているような雰囲気を感じる。

「いや～助かりましたよ」

「ジェド先生……一体どうされたのですか？」

　頭をかきながらバツが悪そうな感じで近づいてきたジェド。

「ん～実はあれからナイザーくんを生徒たちに任せた後、すぐにこの校舎に入っていくアイヴィス先生を見かけたもんだから、一応ナイザーくんの件を話しておこうと思って追いかけてみたんですけど……何だか虫の居所が悪かったらしくてね……」

「それで詰め寄られていたのですか？」

　そこまで気難しいのか……。何とも付き合い難がたそうな人物だ。

「女性は難しいですね。君も気をつけてください」

「あ、はぁ……ご忠告痛み入ります」

　一礼すると苦笑を浮かべたままジェドも階段を下りていく。

（何だかあの人は苦労人って感じだな）

　ソージは突き当たりの教室に入る。教室とはいっても、今は使われていない部屋。黒板や教卓などの置き場所として使用されている。

「う……こ、これは……！」

　部屋の扉を開けた時、フェムが何な故ぜ足を踏み入れるのを躊ちゆう躇ちよしたのか理解できた。

　あちこちに張りついている蜘く蛛もの巣。目に見えるほどに盛られた埃ほこりの塊。窓から射さす光によって、尋常ではない埃が漂っているのが目に映る。

（なるほど、確かに女の子は嫌がるよな、こんなトコに入るのは）

　男でも嫌だ。絶対に身体に悪い。

（あ～マスクほしいけど、しょうがないかなぁ。ここのどこかに盗まれたものが隠されてるってわけか）

　ソージは意を決すると息を止めながら歩を進める。動く度に汚れた空気がどんよりと動いているのが分かる。長時間こんなトコにいたくない。

　探していると、案の定、一つの教卓の中に盗まれた《蒼そう樹じゆ液えき》が入った瓶が見つかった。しかしいくら探しても資料が見つからない。一度部屋の外に出て息を吐き出す。

「ぷはぁ～！　おかしいなぁ～、もう隠せるところはないのに……いちいち資料だけを別の場所に隠す？　そんな面倒なことはしないと思うしなぁ」

　それにナイザーが一人でこの部屋に来たことをフェムが見ている。だからここが隠し場所だと推測できたのだ。

「もう少し探してみるか……」

　だが結局、資料を見つけることはできなかった。





　　　　※






　──────学園の救護室。

　六つのベッドが部屋の左右に設置されているが、今、その一つだけが使用されていた。

　ソージに打ちのめされたナイザーが救護室のベッドで寝息を立てている。

「……う」

　呻うめき声のような音を喉から出して目を覚ましたナイザーは、自分がどこにいるのか周囲を確認して悟った後、ギリッと歯は噛がみをして全身を震わせる。

「くそぉ……！」

　その怒りが向けられているのは決まっている。ソージ・アルカーサとヨヨ・八や継つぎ・クロウテイルに対して。

「俺は間違ってなんか……だってアイツは大罪人の娘なんだぞ！　何でそんな奴やつが自由に研究することを許されてんだよ！　おかしいだろ！　そもそも学園に通えていることが変なんだ！　それをさも当然のように振る舞いやがって……！」

　毅き然ぜんとした態度で、まるで自分の言うことなど歯牙にもかけない。それに苛いら立だち、ヨヨが放課後に利用する研究室に赴き、鍵を壊して中から研究素材を盗み出してやった。

　慌てる素振りでも見せてくれれば最高だと思い行動を起こした。だが何故かバレた。

「アイツら……」

　脳裏に浮かぶは、アスロン・ティーチャーとフェム・Ｄ・ドレスオージェ。二人は明らかにソージたちを擁よう護ごする立場にいる。

「気に入らない……。何だよ……何であんな奴やつらを庇かばうんだよ……」

　だが一番気に入らないのは、ソージがあれほどの強さを持っていることだ。

「成績なら、まだ俺の方が上なのに……」

　実力テストなどを比べると、確かにナイザーの方が若干成績は上である。

「なのに、何であんな奴が、強いんだよ……」

　何もできないほどの強さ。ヨヨの執事で、いつも傍そばにいる程度の情報しか持ってはいなかった。ただ魔法を使えたとしても、自分よりも弱いだろうと何となく解釈していただけ。

　それが蓋を開けてみれば圧倒的な実力の前に成す術もなく倒されてしまった。それが悔しくて仕方がない。

「強く……なりたいな……」

　小さな呟つぶやきは室内に響き渡る。しばらくベッドに横になっていると、そこへ一人の人物が近づいてくる。

「……ジェド……先生……？」

　ナイザーの横に立って、にこやかな表情で見下ろしていたのはジェドだった。彼は椅子に腰を下ろすと、悔しそうに拳を震わせていたナイザーを見つめる。

「悔しいかい？」

「……放っておいてください」

　憮ぶ然ぜんとした感じで言い返す。ジェドはそんなナイザーに優しげな笑みを浮かべると、ポンと肩に手を置きながら喋しやべってくる。

「そんなに強くなりたいのですか？」

「……え？」

「もし、君が本当に強くなりたいと思うのなら、きっとまだまだ強くなれるはずですよ？」

「…………」

「このまま負けたままでいいのですか？　君は間違ったことをしているのかな？」

「違うっ！　間違ってるのはアイツらだ！　それにアイツらがここにいることを許してる学園もおかしいんだっ！」

　思いのたけを叫び、息を乱すナイザーの肩にジェドは再びそっと手を置く。

「なら諦めてはダメだ。強くなるためには諦めないことが大切ですよ？」

「せ、先生……」

「私もね、昔は弱い存在だった。反発したくても、より大きな力に問答無用で跳ね返されてしまっていましたよ」

「先生も……ですか？」

「ええ、だが諦めなかった。そして────願いが叶かなった」

「……その大きな力に勝てたんですか？」

「はい。負けたままでは我慢できない性質ですからね」

「…………」

「強くなりたいという気持ちを持ち続けることができるのなら、君はきっと強くなれる」

「そう……ですか？」

「そうだとも。何な故ぜなら君には《魔ま核かく》が存在するのだから」

「…………分かりました先生。アイツらに間違っていることを証明してやりますっ！」

「その意気ですよ。それでこそ……です」

　だがその時、救護室の扉の向こうに人影があったのにナイザーたちは気づかなかった。

　少し開いた扉の向こう────。

　ナイザーたちを厳しい目つきで覗のぞいていたのは────アイヴィスだった。

　彼女は感情の見えない無機質な表情のままジッと見つめている。その手には数枚の紙が握られている。

　その紙にはところどころに疑似《蒼の秘石フアースト・ブルー》について書かれてある。間違いなかった。




　それは────────盗まれたヨヨの資料だった。













　第四章　鬼おに堕おち









　黒い影が校舎裏を歩いていると、ガサッと左側の茂みの中から何者かが姿を現す。

「……ほう、アヴァルか、何用だ？」

　黒い影の方が問う。

「無駄話はいい。オレが潜入してきた理由は理解しているな？　ここで仲間を増やす」

「はぁ、何な故ぜあのお方は私一人に任せて頂けないのか……このような若造がシャシャリ出てくるとは……」

　黒い影と話しているのは、学園の裏山にて現れたローブの男だった。どうやら名をアヴァルというらしい。

「お前の気に入る気に入らないは関係ない。ただ任務をこなすだけだ。オレの邪魔をするな。それだけを言いにきた」

「……ずいぶんな言い草だ。私が何のためにこの学園に潜入していたのか知っているのか？」

「そのようなことを知る必要はない」

「ここには未来を担う若者たちが集っている。その若者たちが全員死ねば人間どもはどう思う？」

「…………」

「まあ、あのお方のためにも優秀な人材だけは目をつけている。それ以外の者は全員殺せばいい。まあせっかく数日前に『鬼おに堕おち』させた手駒を失ったのは失敗だったがな。《下げ鬼おに》どもも役立たず極まりなかった。やはり《中ちゆう鬼おに》以上でなければ役に立たないな」

「考えなしに生徒を誘拐しようとするから失敗するんだ」

「フン、若造にとやかく言われる筋合いはない。ところでだ」

　黒い影が懐から一枚の紙を取り出すと、アヴァルへと向けて微かすかに力を入れて投げ落とす。アヴァルはそれを一いち瞥べつすると、

「何だこれは？」

「読んでみれば分かる」

　アヴァルが紙を拾い上げ目を通していく。

「────これは……！」

「疑似《蒼の秘石フアースト・ブルー》の精製法が書かれた資料。それが何を意味するか理解しているか？」

「……これはどこで手に入れた？」

「そのようなことはどうでもいい。問題なのは、この研究を行っている何者かがいるということだ。これが完成すればあのお方の障害にもなる」

「研究をしている者の名は？」

「ヨヨ・八や継つぎ・クロウテイル」

「やつぎ……八継……か？　おい、確かその名は……」

「そう、あの女の娘がこの学園に通っている」

「それを知っていて、始末はしていないのか？」

「私もすべての生徒を把握しているわけではない。名を聞いて、あの女と同じ研究をしていることを知ったのもつい最近だ。その時は驚いたがな」

　沈黙。お互いに何を思案しているのかは分からない。

「とにかく、このまま放置はできん。最優先で奴やつを殺すとしよう。君も手を貸せ」

「それは勝手にお前がやれ」

「何？」

「オレはオレで動く」

「アヴァル……」

「お前の考えなどどうでもいい。だがオレの邪魔だけはするな」

　アヴァルがその場から消失。

　黒い影は忌いま々いましげに舌打ちをすると、同時に歩みを進め物陰に消えていく。





　　　　※






「そう、資料はなかったのね」

「申し訳ございません。ナイザーが目を覚ましたら、もう一度問とい質ただしてみようとは思っておりますが……」

　フェムとアスロンのお蔭かげで、ナイザーという同じ一年の生徒が、ヨヨの研究資料や素材を盗んだことが分かり、隠し場所も突き止めたのだが、探しても見つかったのは素材だけ。

　隠し場所をいくら探しても資料は見当たらなかった。休み時間が終わり、すぐに教室にいるヨヨのもとへソージは戻って、その旨を伝えた。

「別にいいわよ。データに関しては前にも言った通り、頭の中に入っているし、素材が戻ってきたのだったら、研究もすぐに進められるし問題はないわ」

「ですが、資料作りも時間がかかるはずです」

「本当にいいのよ。それに一から資料を作りながら再度研究過程も確かめられるし、それほど重要な資料でもないのよ。だからナイザーに関してはもう放っておきなさい」

「お嬢様がそう仰おつしやるのであれば」

　彼女が問題ないと本気で思っているのなら今回のことはこれで終わることにする。ナイザーに関しては、正直まだ憤りはあるが、どうやら学園でも彼が盗みを働いたことが大っぴらになっているようなので、これ以上下手なことはできないだろう。

（まあ、次に何かをするようなら、今度こそ容赦しなければいいだけだ）

　まだ盗み程度なら可愛かわいいもの。しかし直接お嬢様に手を上げようとしてきたら、今度は本気で力を揮ふるおうと決めた。

「ソージ、顔が怖いわ」

「む……すみません」

「あなたがいつも私のためを思って行動してくれているのは分かっているわ。だけれど、やり過ぎなのは頂けないわよ。私の執事なら、いつも毅き然ぜんとしていなさい」

「ヨヨお嬢様……」

「私の期待に応えてくれるのかしら？」

「もちろんです。私はヨヨお嬢様の執事ですから」

　ずっと一緒。今までも、これからも。それがあの時────自分に誓った決意。

　互いに微笑ほほえみ合い、穏やかな空気が周囲に漂う。しかしそれを傍はた目めでじ～っと見ていた存在がいる。

「おいコラ、お前らもしかして俺にお嬢様と執事のラブっぷりを見せつけてえのか？」

「ラ、ラブっぷりって！　冗談はよしてください。私とお嬢様が、そのような関係であるわけがないではありませんか！　お嬢様と執事。そんな純朴な絆きずなと、あなたの下心満載なピンクな関係とを一緒にしないで頂きたいです。そうでございますよね、お嬢様」

　だが何な故ぜか、お嬢様が不機嫌そうに睨にらんできているのだが……何故だ？

「……お前さぁ、いつか女に後ろから刺されるんじゃね？」

「何故ですか!?　私は正直な気持ちを言葉にしているだけですのに！」

　本当に意味が分からない。どのような女性も大切に扱っているはずなのに。

　だが彼女も擁よう護ごしてくれるわけではなく、溜ため息いき混じりにアスロンに向き直る。

「アスロン、私からもお礼を言うわ。ありがとう」

「はっはーっ！　気にすんな気にすんな！　だって友達だろ！」

　驚くほど彼は良い奴やつだ。本当に何な故ぜ女性にモテないのか不思議で仕方がない。いや、その理由はひとえに彼の明らか過ぎる下心のせいなのだが……。







　ナイザーの件でフェムに何かお礼をしたいと思ったソージは、放課後にヨヨを研究室に送ると、フェムを探して校舎を見て回ることにした。彼女と離れるのは些いささか不安ではあるが、傍そばには輝かが理り・徳とく川がわもいるので安心ではあったのだ。

　彼女と一緒にいれば、他の生徒が研究室に入ってきたとしても、彼女を敵に回してまでヨヨに何かをするということはそうそうないだろう。

（あ、でも一応ヨヨお嬢様に一言だけ言っておいた方がいいかな？）

　そう思い研究室を覗のぞくが、二人は真剣な表情で作業をしていて、とても声をかけることを憚はばかられたので、仕方なく何も言わずにフェムを探すことにした。

（まあ、すぐに戻って来られると思うし、大丈夫だろう）

　フェムと会い、「何かお礼をしたいのですが」と一言話すと、これから彼女が放課後にいつも利用している研究室に行くので、そこの掃除を手伝ってほしいとのこと。

　もちろんソージは否定しなかった。フェムと二人で校舎の廊下を歩きながら会話をする。

「そういえば、昨日の朝のお礼もまだでした」

「え？　昨日の朝……何のこと？」

「クラスメイトの方が、お嬢様の教材を踏んだ件です」

「ああ……」

「フェムさんのお蔭かげで、丸く収まりました。ありがとうございました」

「い、いいわよ別に！　あ、あれだって、人として当然のことをしただけだし……」

「そんなことありません。少なくともお嬢様も、私も、フェムさんのその優しさには救われています。とても、嬉うれしいです」

　ニコッと笑うと、彼女は照れ臭そうに視線を泳がせるが、おほんと一つ咳せき払ばらいをすると、

「う、うん……そ、そっか。分かったわ。なら感謝の気持ち、受け取っといてあげる！」

　彼女の砕けた笑みを見てキュンと心臓が鳴る。どちらかというとツンツンイメージの強い彼女が、ふと見せるこの笑顔は破壊力抜群だ。

（ヨヨお嬢様もこんな感じに笑う時あるけど、超ど級の破壊力あるからなぁ）

　ギャップって怖いね、と思うソージだった。

「でもソージも大変ね。ヨヨにはいつもいつも執事としてちゃんとしろって言われて。厳し過ぎだよなぁ～とか思わない？」

「そうですね。執事になりたての頃は、さすがにそう思ったりもしましたよ」

「やっぱりね。完璧を求め過ぎてると思うわ、さすがに」

「ええ。ですがそのお蔭かげで、執事として、そして人としても成長できていると思っていますから」

「アナタねぇ…………やっぱり変よ、ソージは」

　ヨヨが普段から厳しく執事の振る舞いを注意するのは、ソージならできると信じてくれているからとソージは思っているのだ。この話をすると大抵の人には呆あきれられるが。

　研究室の前までやって来た二人。

「この中を掃除すればよろしいんですね？」

「うん。えっと掃除用具は隣の部屋に……あれ？」

「どうされたのです？」

　フェムが反対側の窓の方を見つめてキョトンとしたのでソージもそちらに視線を送る。そこには三年生担当のアイヴィスが周りをキョロキョロしながら歩いている。

「そういえばさ、あの先生ってよく分かんないわよね」

「そうなのですか？」

「うん。アタシね、アスロンにあの先生には気をつけろって言われたんだけど」

「あ、それ私にも仰おつしやいましたよ」

「そうなの？　ん～何でだと思う？」

「何でも物もの凄すごく厳しくて危険な先生らしいです」

「危険？　そうなの？　確かにいつもしかめっ面で学園を一人でキョロキョロしながら見回ってるもんね。見ようによっちゃ不審者よねあれ」

　言われてみれば、確かにあの鋭い目つきで周囲を観察している様子だけを見ると怪しさが際立つ。それに──Ｄ校舎の件もある。

　でもアスロンが何な故ぜああもアイヴィスのことを苦手としているのかは分からない。前に理由を尋ねたら、「変なことを言ったら殺される」と穏やかでない言葉が返ってきた。

　また三年生担当なのであまり接する機会もないということで、益ます々ますアイヴィスへの印象が悪くなる一方。

「ま、あの先生のことはどうでもいいわよ。そんなことより、ソージに手伝ってもらいたいのは────どうしたのソージ？」

　フェムが眉をひそめて尋ねてきたのも無理はない。ソージがジッと窓の外を凝視していたのだから。

「フェムさん、あの人に見覚えありますか？」

「え？　どれ？」

　先程いたアイヴィスはもういない。代わりに木の陰に黒くてところどころ破れているローブを着用して辺りを見回す人物を発見する。フードまで被って怪しい。

「汚いローブね。ここに通ってる生徒があんなもん羽織るわけないわ。何なのかしら？」

　するとその人物がこちらを見た。正確にはソージと目が合った。その瞬間、ゾワッと背筋が凍る感覚を覚える。本能的に相手が危険な存在だと感じた。

「フェムさん、申し訳ございません」

「え？　な、何？」

　ソージが突然頭を下げたので困惑している。

「少し用事ができました。この埋め合わせは倍にして返させて頂きますので」

「あ、ちょっとソージッ！」

　ソージは素早く部屋から出ていく。

「も、もう！　何なのよぉぉぉっ！」

　室内にフェムの声が悲しく響き渡った。







　ソージは外へ出ると、早速先程窓から見た場所へと急ぐ。しかしそこにはもう誰の姿も見当たらなかった。

（どこだ……？）

　正直、何な故ぜこんなにも胸がざわつくのか分からない。ただあの時、目が合った瞬間、

（オレの中の《魔ま核かく》が反応した……！　しかも寒気も走った）

　ソージは右手で胸を掴つかむ。嫌な予感。このままあの人物を放置することは絶対できないと直感的に思った。

（とにかく、相手が何者かだけでも確かめなきゃ）

　放課後なので生徒数は少ない。しかしもし賊であるなら、生徒たちにも危険が及ぶかもしれない。その被害がヨヨに伸びないとも限らないのだ。この学園で好き勝手させるわけにはいかない。ソージはキョロキョロと顔を動かして周囲を観察する。

　視界の端に黒いものが────それは探していた人物だ。

（見つけた！）

　建物の陰に身を潜ませてスパイ活動のようなことをしている。その人物の目線の先にあったのは、数人の生徒たち。楽しそうに談笑しながら歩いているところだ。

（何をしてるんだ？）

　ソージが意識を向けた時、黒ローブの人物がこちらの視線に気づいたのか後ろを振り返ると、逃げるように学園の中にある林の中に入っていった。

（あっ!?）

　ソージも勢いよく大地を蹴り出し追いすがる。林の中に入り、徐々に相手との距離も縮まっていく。ソージの存在に気づいたのか、素早い動きでソージを撒まこうとしてきた。

「逃がしませんよっ！」

　上う手まく木々を避よけながら相手は速度を落とさずに走る。だがそれをさらに上回る速度で追いかけるソージに対し、相手も諦めたのかピタリと足を止めた。

　ザワザワと風が木の葉を揺らす音が耳に入ってくる。ザッ、ザッ、ザッと大地を踏みしめるソージの足音が、黒ローブの人物へと近づく。

　対面する両者──。

「……あなた、何者ですか？」

「答える義務はないな」

　何やら生徒たちを観察している様子だったが、手を出すような動きはなかった。

（けど生徒失踪事件に何か関わってる可能性は大いにある）

　それに本能が叫んでいる。彼は危険人物だと。

「とにかく、捕縛させて頂き、学園長のところまで同行してもらいますよ」

「フッ、お前程度にそれができると？」

　完全に舐なめられてるな。なら思う存分後悔させてやる。

　互いに大地を蹴り出し、一呼吸の間隙を縫って交差する。

　ピッ、ピッと両者の頬ほおに赤い筋が走る。

「ほう、オレに傷を……！」

「ずいぶん自信がおありのようですが、あまり舐めてほしくはないですね」

　これでも地獄のような訓練を、執事長のバルムンクから受けて身体を鍛えてきているのだ。たかが賊などに遅れを取るわけにはいかない。

（けど驚いたな）

　正直今の動きだけでも相手の実力の高さが分かる。すぐに彼を無力化させるつもりで攻撃を仕掛けたのだが、相手の攻撃も速くて、結局は相討ちのような形に収まってしまった。












（どうやら、ただの賊……というわけじゃないな）

　珍しげに手で掬すくい取った血を眺めている黒ローブの男。ペロリと血を舐なめとった後、フードをゆっくり脱いでいく。

　青紫色の髪に細く鋭い白銀の瞳。獰どう猛もうさが見て取れ、とても友好を深められるとは思わせないオーラを醸し出している。男が腰に携帯している二つのダガーを両手に持つ。

（双刀使い……？）

　そのスタイルで、彼が素早さを活用した攻撃を得意としていることを推察。

　先程の交差も、かなり本気で動いたが結局は決定打を与えることができなかった。相手が強者だということはその一瞬で理解できたので、改めて身を引き締める。

「お前、ただの学生じゃないな？」

「さあ、どうでしょうか？」

「これで確かめてやろう」

　刹那────相手の姿を見失う。それほどの動き。

　しかしソージもまた戦いの経験では負けないと自負している。相手の気配は掴つかんでいる。右手を左側に向けると、

「燃え散らせ、赤セキ炎エン！」

　視界を覆うような紅ぐ蓮れんの炎を出す。赤く燃え盛る炎を創り出すこの赤炎で相手を焼き尽くすことができる。しかし男は逃げようと試みる。右手の死角へと入っていく男。

　ダガーを構えてそのままソージの左側から突っ込んでくる。

「そう来ると思っていました！」

　ソージは左手をかざし、同じ赤炎を放出する。

「左手からも撃てるのかっ!?」

　さすがに驚きを見せて飛とび退のく男。しかし放った炎は男に向かって真まっ直すぐ噴出していく。もらったっ──と思ったが、その表情に焦りがまったく見えない。

　突然男が、ソージと同じように前方へ手をかざした瞬間、空間に亀裂が走り、その奥には暗闇が覗のぞき出す。そしてその暗闇へと炎が吸い込まれて消えていく。

「なっ!?」

　驚いている暇もなく、一気に懐へと男が迫ってきた。身体を回転させて遠心力を味方につけてダガー攻撃を繰り出してくる。

「想おもいを像かたどれ、橙トウ炎エン！」

　咄とつ嗟さに橙炎で剣を創り上げて彼の攻撃を防ぐ。

「ちっ！」

　男がグルンッと右回りに回転すると、烈火の如ごとき勢いで、ダガーで斬りつけてくる。

（手数が多いっ！　ならっ！）

　ソージが持っている橙だいだい色いろの炎で形作られた剣が形を変えて、ソージの目前に壁のような存在として顕現する。

　男の連撃も、壁によって阻まれ勢いが止まり、男は即座に後ろへと一歩距離を取った後、ジッと壁を観察してきた。

　ソージはすぐさま橙トウ炎エンを動かして、再び剣状に変化させて右手に持つ。

「……ほう、興味深い魔法を使うな、お前」

「あなたこそ、驚かせてくれますね」

　互いに弾はじかれたように一歩後ろへ下がると、今度は全力で大地を蹴り前方へと突っ込む。

　小気味の良い刃やいば同士が衝突する音が鳴り、火花が散る。まさに一進一退。どちらも有効打が一つもなく、一旦距離を取り睨にらみ合う。

「炎を実体化……しかもさっきのとは色が違う。他にもあるということか？」

「さあ、それをお答えするとでも思っておられるのですか？」

　こちらの手の内をわざわざ知らせるわけがない。それは相手も分かっているだろう。今の会話はただの通過儀礼みたいなものだ。それにしても想像以上に奴やつは──強い。

「……お前、名前は？」

「お調べになればよろしいのでは？　何やら陰でこそこそと動くのが得意そうですから」

「なるほど、答えるつもりはないということか」

「不審者にわざわざ名乗りたくないだけですよ」

「……まあいい。だがお前には興味を持った。故に名乗っておこう」

　いや、別に知りたくはないがとも思ったが、賊の名前を聞いておけば、何かと都合が良いと判断し黙ることにした。

「オレの名は──アヴァル。アヴァル・ゼットだ」

「アヴァル・ゼット……」

　彼が名乗ったすぐ後、どこからか甲高い誰かの悲鳴が轟とどろいた。

（何かあったのかっ!?　しかもあっちの方角は研究室の!?）

　お嬢様に危険が迫っているのかもしれない。

　その声に意識を取られアヴァルから視線を切ってしまう。彼が即座にダガーを放り投げてきたので咄とつ嗟さに屈かがむと、驚くべきスピードで、自分で投げたダガーを手に取り、背後から襲いかかろうとしてくる。

　しかしソージも橙炎で創った剣を横薙なぎに一いつ閃せんして反撃。相手がダガーで防御しながら後方へと移動したので、今度はこちらが剣を投げつける。

　アヴァルはフッと息を吐くと再び空間に亀裂を走らせ、赤セキ炎エンの時と同じように剣を呑のみ込んでいく。

「なるほど、面白い逸材だ。観察対象としては及第点だな」

　それだけ言うと、彼はあろうことかその空間の亀裂に身を沈ませていく。

「あっ！　待っ──っ！」

　その場から消失したアヴァル。彼を探し回るのも重要なのかもしれないが、先程の悲鳴がやはり気になる。もしかしたらヨヨが関わっているかもしれないのだ。

　ソージの優先事項はヨヨ。アヴァルのことは一旦諦めて悲鳴のもとへと急いだ。







　悲鳴を辿たどると案の定、ヨヨの研究室があるＦ校舎の近くの広場だ。そこには見たことのある人物が暴れている光景が視界に飛び込んできた。傍そばにヨヨと輝かが理りの姿を発見する。

「お嬢様っ！」

「ソージ？　どこへ行っていたのかしら？」

　少し咎とがめるような言い方。フェムのところへ行くということを黙っていたのだ。

「申し訳ございません」

　言い訳などせずにただ謝ることがベストだ。しかし彼女も追及してきてはいるが、それどころではないと理解しているようで暴れている人物に視線を戻す。

「何な故ぜ彼が────ナイザーですよね？」

「そのようね」

　ナイザーが近くにある木々や岩などに腕を叩たたきつけて砕いていた。

　周囲にいる生徒たちは巻き込まれそうになり逃げ惑っている。何故ならナイザーは──

「何故『鬼おに堕おち』しているのでしょうか……？」

　暴走──つまり彼は心に多大な負荷をかけてしまい、《魔ま核かく》を暴走させてしまったということ。その理由は、ソージには一つしか思いつかない。

「私に負けたのがそれほど許せないことだったのでしょうか？」

「いいえ、さすがにその程度の負の感情では《魔核》は暴走したりしないわ。何か外部からの力が強く働いているわね」

　そこにいたのはソージたちだけではなく、建物の陰には先程ソージを撒まいたはずのアヴァルの姿もある。しかしソージは彼の存在には気づいていない。

「外部……というのは？」

「それは分からないわね」

　お嬢様の力でも詳しいことは分からないということか……。しかし彼女がそう言うのであれば正しいのだろう。魔法を使って彼の声を聴いただろうから。

「どうして彼がここに？」

「それも分からないわね。研究室にいたら、いきなり窓を突き破って入ってきたのだからビックリよ」

「え？　ま、窓からですか？」

　研究室があるのは二階。驚くべき跳躍力だ。いや、『鬼堕ち』すれば身体能力が飛躍的に向上するので不思議ではないが。

「何とか先輩と一緒に外へ出てきたのだけれど追ってきてね……」

　校舎の二階──研究室がある場所を見ると……なるほど、確かに窓が割られている。

「……もっと深く彼の声を聴けますか？」

「やってみるわ……」

　膨大ともいえる魔力がヨヨの全身から放出され、青白い光となってナイザーに迫っていき、魔力に触れると、まるで共鳴するように彼の身体も淡く光る。

　ヨヨが目を開くと同時に、ナイザーを纏まとっていた光が柱のように突き昇り、そのまま彼女の身体へと、一気に注がれる。まるで彼から何かを奪い取ったかのように。

「あの魔力量に、あの力……まさか……ッ!?」

　その光景を隠れて見ていたアヴァルの目が驚きよう愕がくに開かれ、思わず何かを口走っていた。

　ソージはふと背後に視線を感じ振り向くが、そこには誰もいない。

（気のせいか……？　誰かこっちを見ていた気がしたけど……）

　首を傾かしげつつ、視線をヨヨへと戻す。

「……彼はこんな力など望んでいないわ。《魔ま核かく》の近くに何か花びらみたいなものがあるわね。恐らくあれが原因で彼の心を暴走させているみたい」

「ではお嬢様、戻りたいと願っているのなら」

「ええ、コレを使いなさい、ソージ」

　ヨヨが懐から取り出したのは一つの袋。その中から疑似《蒼の秘石フアースト・ブルー》を手に取る。

　ソージは彼女から《蒼の秘石フアースト・ブルー》を受け取ると、ふぅっと一息吐き出す。

（ナイザーはまだ完全には自我を失っていないはず。それならまだ！）

　ナイザーが明確な殺意を持って、ソージに掴つかみかかってくる。

「お嬢様、お下がりください！」

　ヨヨが素直に後ろへと下がる。向かってくるナイザーに対し、伸ばしてきた腕を、石を持っていない左手で掴むと、そのまま一本背負いの要領で投げた。

　大地に叩たたきつけられたナイザーは「がはぁっ」と肺から一気に空気を吐く。だがすぐに掴まれていない腕を伸ばしてきて掴もうとしてくるので、すかさずそこから離れる。

　しかし次に、彼がターゲットを変えてヨヨへと向かって行った。

「──っ!?」

　何な故ぜ戦っているソージを敵として見ないのか分からない。いや、もしかしたら最初からヨヨが目的だったのかもしれない。研究室に入ってきたのも、そう考えれば納得できる。

（だけど何でお嬢様を？）

　彼を叩きのめしたのはソージだ。ソージに復ふく讐しゆうしたいと考えたとしたら、ソージにその力でもって挑んでくるのが普通……だと思う。

（いや、もしかしたらお嬢様を傷つけることで、間接的にオレに復讐するつもりだった？）

　そうであるなら説明がつく。

（お嬢様は勝負に負けたくらいで『鬼おに堕おち』なんてしないって言うけど……やっぱり男にとっちゃ、勝負で負けるってことは結構大きいもんなんだよな）

　お嬢様だって完璧じゃない。相手の心根の深い部分までは把握することはできないはず。今回のことだって、本当にナイザーは負けたことが悔しくて闇に堕おちた可能性だってある。

（まあ、花びらがどうのっていうのは分からないけどな）

　俊敏な動きでナイザーの前へ出ると、彼の腹を蹴り前方へと吹き飛ばしてヨヨから距離を取らせた。すでに彼の髪が全部白髪へと変わろうとしている。指の先には鋭い爪が伸び、瞳も紅あかく爬は虫ちゆう類るい特有の瞳へと変化済みだ。

（まだレベル的には低い。今ならまだ間に合うかもしれない！）

　相手は我がご主人様の敵とも言える人物だが、それとこれとは別問題。助けられる命なら助けてみせる。それが彼女と二人で決めた自分たちの誇りでもあるのだから。

　獣のように喉を鳴らし、ナイザーが先程よりも鋭い動きで突っ込んでくる。しかしソージは今度は避よけない。その態度もあってか、彼はソージの首をギュッと絞める形で握る。

「ぐっ……苦しい……ですねっ！」

　ナイザーの胸に突き刺すように、右手に持っていた疑似《蒼の秘石フアースト・ブルー》を接触させる。石から放たれた蒼あおい輝きが彼を包み込む。

（光は流れた。あとは結果を待つのみだ！）

　先日の失敗が思い返されて少し不安を覚えてしまう。頭を抱え苦しむナイザーを包む光がさらに輝きを増す。石が粒子状に変化して、彼の身体にスーッと吸い込まれた。すると徐々に、ナイザーの白かった髪色が元の状態へと戻っていく。

（戻った……か。良かった……）

　どうだ、これがお嬢様の作った疑似《蒼の秘石フアースト・ブルー》だ、と叫びたい衝動にかられる。こうして彼女は奇跡を体現することができるのだ。

　ヨヨと顔を合わせると、彼女もホッとした笑顔を見せてくれた。

　そしてそのままナイザーは力なくソージの胸に倒れ込むが、しっかりと彼の両肩を掴つかみ、これ以上倒れてこないように努める。男に抱きつかれるのは勘弁してほしい。

「う……」

　見たところ後遺症などは見当たらない。まだ『鬼おに堕おち』して間もないレベル１だったために彼は救われたということ。一ひと先まずは安心だ。

　戦いが終わった時に、騒ぎを聞きつけたアスロンとフェムも駆けつけてきた。ちょうどいいと思い、アスロンに彼を運ぶのを手伝うように頼んだ。

　彼を救護室へと運んだ後、すぐに目を覚ました。

　しかしソージたちがいると話してくれるものも話してくれないだろうと思い、その場は救護医の先生に任せて、ソージたちは隠れて話を聞くことにする。隠れる場所は扉の近くにあるカーテンで覆い、中が見えないように施してある隣のベッドの中。

「…………こ……ここは……？」

「あら、お目覚めかしら？　ここは救護室。少～し前まで君が寝ていた場所。でもすぐに舞い戻って来た場所でもあるかな？」

　救護医が調子の良いトーンで喋しやべると、ナイザーが恥ずかしそうに顔を逸そらす。

「さて、何があったのか教えてもらえるかしら？」

「…………」

「もしかして言いたくない？　でも君は『鬼おに堕おち』した」

　ビクッと彼の身体が跳ねる。

「もし君自身だけの落ち度で『鬼堕ち』したというのなら、これは厳重に罰せられるわ。もしかしたら軍が動くかも？」

「そ、そんなっ!?」

　顔を真っ青にしながら必死に声を張る。すると救護医はクスッと笑う。

「冗談よ」

「え……あ……」

「けどね、『鬼堕ち』して君が暴れたのは確か。校舎も傷ついたし、あなたに恐怖し逃げ惑う生徒も転倒などをして怪け我がを負ったわ。もう一度言うわ。君は『鬼堕ち』したの」

「…………はい」

「素直でよろしい。なら話してくれるかしら？」

「……俺は……悔しかった」

　その一言からナイザーが語り出す。何な故ぜ『鬼堕ち』まで至ったかの経緯を。

　そして彼から紡つむぎ出されていく言葉から、近くで耳を欹そばだてていたソージたちは驚きよう愕がくの真実を知ることになった。

　ソージ、アスロン、フェムがそれぞれの顔を見合わせて息を呑のんでいると、

「────────やはりそうだったのね」

　ほんの微かすかな呟つぶやきがお嬢様から漏れた。

（え？　今のどういう……？）

　他の二人は気づいていないようだが、ヨヨの真横にいたソージには届いていた。問とい質ただしたいが、ここで会話するわけにはいかないと思い黙っていた。

　するとその時、ふとソージが扉の方を見ると、室内を覗のぞいていた人物と目が合う。その人物はすぐに目線を逸そらしそこから去っていく。

　間違いない。今の人物は────────。




（────────アイヴィス先生？）













　第五章　創ソウ炎エンと神シン羅ラ万バン象シヨウ









　救護室の扉から部屋の様子を覗のぞき込むアイヴィスの姿を発見し、どこかへ向かおうとする彼女を追おうと思ったソージは、ヨヨに外へ向かう合図をする。

　彼女もナイザーから聞いた真実を確かめなければならないわと小声で言うと、傍そばにいるナイザーに気づかれないように忍び足で部屋から出ていく。アスロンとフェムも一緒だ。

　部屋を出ると、ソージが先導して外へ。そこへヨヨがソージに質問を投げかけてくる。

「ところでソージ、例の人物の居所は分かるのかしら？」

「……見当はつきませんが、手掛かりならもしかして……ですね」

「そうなの？」

「はい。とりあえず私についてきてください」

　ソージは瞬まばたき一つせずに顔を動かし周囲を観察しつつ歩く。その後ろにはヨヨたちがついてくる。

（まだそんなに遠く離れてないはず。ナイザーの話が真実だとしたら、多分あの人は……）

　その時、建物の陰から物もの凄すごい勢いで吹き飛んできた人物を目にした。その人物は地面を転がりながら花壇に突っ込んでしまう。

　唖あ然ぜんとするソージたちだが、すぐに我に返って声を発した者がいた。

「か、母さんっ!?」

　とんでもないことを口走って駆け寄るアスロン。一同はさらに困惑を覚える。何な故ぜなら目の前にいる人物は────。

「あれって────アイヴィス先生っ!?」

　フェムが叫ぶ。

　花壇に突っ込んでいったのは、間違いなくアイヴィス教諭。それに……。

（オレが探してた人物でもある。いや、それにしても母さんって……）

　一瞬時が凍ったかのような雰囲気が場を支配した。

　ソージたちをよそにアスロンは彼女を抱き上げて頬ほおをパチパチと叩たたきながら、再び「母さん」という単語を口にしている。どうやら聞き間違いではないようだ。

「フェ、フェム、他の救護医の先生を呼んできてくれるかしら？」

「わ、分かったわ！」

　ヨヨも彼の発言には驚いているらしく言葉に混乱が見えるが、フェムが彼女に頷うなずきその場から離脱したところを見て、大きく息を吐いている。落ち着こうと努めているようだ。

　ソージも彼の言葉には驚くが、それよりも真っ先に聞くべきことがある。

「ア、アスロン、アイヴィス先生はご無事ですか？」

　かなりの勢いで吹き飛ばされてきたので、打ち所が悪かったら最悪……と考えてしまう。だがアスロンはホッと息を吐くと、

「お、おう。どうやら気を失ってるだけみてえだよ……良かったぁ」

「そ、それは良かったですね」

　ソージだけでなくヨヨも安あん堵どの溜ため息いきを漏らす。ソージは彼女と顔を見合わせて張りつめていた肩から緊張を解いた。

「ですが驚きましたよ、アスロン。まさか先生があなたのお母上だったとは」

「あれ？　言ってなかったっけ？」

「言っていませんよ。そもそもあなたが先生は危険だから近づかないようにしろと言ったのではありませんか。それに無理矢理攫さらわれるかもしれないと誤解を招きそうなことも」

　そのせいで必要以上にアイヴィスが怪しく見えてずっと警戒してしまっていた。

「だ、だってよ！　何か恥ずかしいじゃねえか！　同じ学園で母親が働いているなんて言うのはよ！　友達なら尚なお更さらな！」

　確かに思春期の少年が、近くに母親がいることを友達に知られるのは気まずいのかもしれない。しかも先生で、顔を合わせる度に注意されるのだとしたらもっと嫌だろう。

　だからこそ親から友達であるソージを遠ざけたかったのかもしれない。

（そう言われてみれば、アスロンとアイヴィス先生って、どことなく似てるかもな）

　もっと早くに気づければ良かったと悔いる。よく見れば髪色も一緒だし。

（少し調べれば、ファミリーネームでも分かったかもしれないのに……）

　そんな単純なことに気が回らなかった自分がバカらしい。

「しかし攫さらわれるというのは些いささか表現がおかしいのでは？」

「おかしくねえよ！　前に俺、成績が悪いからって無理矢理補習授業だっていって、指導室まで攫われたんだし！」

「……そういうことでしたか」

　とんだ誤解を生んでいたものだと、思わずガックリと肩が落ちる。

「でも何な故ぜアイヴィス先生がいきなり吹き飛んで……」

　ヨヨが疑問を口にすると、アイヴィスが目を覚ました。

「母さんっ!?」

「…………アス……ロン？」

「一体何があったってんだよ母さん！」

　突然アイヴィスが彼の鼻先を指でピンと弾はじいた。「痛っ!?」とアスロンは鼻を押さえる。

「な、何すんだよぉ!?」

「学園では先生と呼びなさい。うっ!?」

「母さんっ!?」

　再度母と呼んだアスロンをギロリと睨にらみつけるアイヴィス。物もの凄すごい威圧感だ。アスロンも言葉を呑のみこんで結局「ごめん」とだけ言う。

　しかし一つ気になることがあった。それは彼女の手に握られている数枚の紙。

（アレは……お嬢様の!?）

　それはお嬢様の盗まれたはずの研究資料だった。何故彼女が……？

　そのことにお嬢様も気づいたようで、彼女が先に口を開く。

「……アイヴィス先生」

「む？　……クロウテイルですね」

「ご存知なのですね」

「当然です。私は全生徒の顔と名前を覚えていますから」

「教師の鑑かがみですね。アイヴィス先生、あなたにお聞きしたいことがあります」

「何です？」

「先生は先程何者かに攻撃された、違いますか？」

「……その通りです」

「そしてその相手は────彼ですね？」

　ヨヨの追及。アイヴィスの眉がピクリと動く。

「……あなたたち、もしかして彼を追っているのですか？」

「はい。放置することはできませんから」

「危険です。私はずっと彼が怪しいと思い動向を探っていました」

「やはり、私の研究資料を盗み出したのは、ナイザーではなく彼──────ジェド先生なのですね？」

「やはり？　お嬢様、お気づきだったのですか？」

　彼女の発言には聞き逃すことができない言葉が含まれていた。

「ええ、確証はなかったけれど、研究室にあるものが落ちていたのよ。それでもしかしたらとは考えていたわ」

「そ、そうだったのですか……。そのあるものとは？」

「髪の毛よ」

「髪の毛？」

「ええ、長くて銀色の髪。あの研究室に入るような人に、そんな髪色をした人はいないもの」

　確かにいない。それで銀髪で長髪なら、真っ先に思いつくのはジェドである。

「先程も言ったけど、確証はなかったわ。銀の髪を持つ生徒もいるからね」

　そう言えば、盗まれた時に、お嬢様がジッと床を眺めていたことを思い出す。あの仕草は髪の毛を確認していたのだ。

（さすがはお嬢様、目の付け所が違う）

　思わずこの人が自分のお嬢様だと大声で叫びたくなる。

「ところで先生、何な故ぜ私の研究資料を？」

「……アルカーサに盗難事件のことを聞きました。それは由ゆ々ゆしき事態です。もし生徒が起こしていることなのだとしたら、あまり公にはせずに内々で事を収めたかったので、密ひそかに私も探っていたのです」

「そうだったのですか……」

　ソージは少しでも彼女を疑っていた自分が恥ずかしくなる。

「ある時、ジェド先生が見慣れないファイルを見ながら険しい顔つきをしていたところを見ました」

「ファイル？　……色は黒ですか？」

「クロウテイルの言う通りです」

　ヨヨの研究資料は黒いファイルに収められていたはず。

「そのファイルを持ちながら、普段は使用しない部屋へと入って、出て来たらそのファイルを持ってはいませんでした。気になり部屋の中に入って探ってみると、その黒いファイルが隠すように置かれてありました。中を見てクロウテイルが研究しているという《蒼の秘石フアースト・ブルー》の精製法が書かれていたので驚きました」

　だがその時、部屋に再び近づいてくる何者かの気配を感じて、アイヴィスは咄とつ嗟さに数枚の資料をファイルから引き千切ると、ファイルを元あった場所へと戻して、室内にあるロッカーに隠れたということらしい。

　近づいてきた人物は、やはりジェドであり、ファイルを手に取ると、




『やはりここでは不安だな。しばらく手元に置いておく……か』




　と、その場で少し悩んだ末、結局はファイルを持ち去ったという。

「それではあの時、ジェド先生に詰め寄っていたのは、そのことを追及していたのですか？」

　ソージが思い出すのは、Ｄ校舎の二階に行った時のことだ。

「ああ、あの時、母さんとジェド先生が何だかもめてた時だよな？」

　アスロンは思い出すように言うが、彼はアイヴィスと鉢合わせするのが嫌ですぐに逃げて行った。

「そうですね。あの時、彼がＤ校舎へと一人で入っていったのでちょうどいいと思い、後をつけて問とい質ただしました。無論資料の件です。しかし彼は再びどこかにファイルを隠したようで、手元にはなくずっと白しらを切きっていました」

　ジェドも同じようなことを言っていたが、彼のは嘘うそだったということだ。まんまとあの態度に騙だまされてしまっていた。悔しい。

「あの時、仰おつしやって頂ければよろしかったのですが……」

　そうすればすぐにジェドを捕まえることもできたかもしれない。しかしアイヴィスは首を左右に振る。

「アルカーサの言うことも尤もつともですが、あの時、資料を持っていたのは私。あなたは何な故ぜか私を警戒していたので、もしジェド先生が、盗んだのは私だと言えば余計に事態が拗こじれると思い何も言いませんでした」

　確かにジェド先生には疑いの一ひと欠片かけらも持っていなかった。教師としても人気で、人格者とされている彼が、もしアイヴィスが盗んだと言い、彼女の懐から資料が出てくれば、ソージもジェドのことを信じただろう。

「ですが、その……アイヴィス先生を警戒してしまっていたのは、先生がそのですね……」

「もしかして私が一人で校舎などを見て回っていることが怪しいと思って……ですか？」

「……その通りです。疑ってしまい申し訳ございませんでした」

「おいおいソージ、母さんはホントにただの仕事人間なんだぜ？　確かに見た目じゃどこぞの軍人みたいに、いっつも険しい顔つきで徘はい徊かいしてるから怪しさ爆発だろうけどよって痛いィィッ!?」

　アスロンの頬ほおを引き千切らんばかりに引っ張るアイヴィス。

「い、いひゃいいひゃいっ！　ひゃにしゅんやよぉ！」

「軍人とは何ですか？　仕事に忠実なのは当然でしょう。それに徘徊ではなくせめて巡回と言いなさい。教師として生徒の安全を守るために学園を見回るのは当然の義務です」

「うへぇ～、ほらな、こんな正義の塊のような母さんが盗みを働くわけねえって」

　頭が下がる思いである。本当に盛大な勘違いをしてしまっていたのだ。

「本当に申し訳ございませんでした先生。疑ってしまっていて」

「私からも謝罪致します。私の執事が、大変申し訳ありませんでした」

　ヨヨの頭をまた自分のせいで下げさせてしまった。猛省しなければならない。

「いいのです。私も言葉足らずですみません。ですが、これからのことについては許可することはできませんよ？」

　鋭い目つきでもってソージたちを見つめるアイヴィス。

「彼は危険です。何を考えているか分かりません。先程も彼を発見してバージニアのことを問い詰めようとしたらいきなり攻撃を受けました。咄とつ嗟さにガードはしたつもりですが、驚くほど強い一撃……でした」

　彼女は一撃をもらった場所であろう腹部を擦さすっている。だがやはり救護室の近くで彼女が耳を欹そばだてていたのは、ナイザーの件でジェドが関わっていると思っていたからのようだ。

「彼が執しつ拗ようにバージニアに接していたので、観察していると、突然彼の胸に何かを押し付けていました」

「押し付けていた？　それはもしかして花びらのような形をしていませんでしたか？」

「知っているのですか？」

　ヨヨの顔が強こわ張ばり、ソージに視線を向けてくる。彼女の言いたいことが分かり頷うなずきを返す。ナイザーが『鬼おに堕おち』したのは、外部からの刺激によって強制的に促された可能性が高い。それが、お嬢様が感じ取った花びらのような物体なのだろうか……。

「バージニアはすぐに意識を失いベッドに倒れ込みました。そしてジェド先生が救護室から出てこようとしたので、咄嗟にその場から離れました。その後すぐに救護室へ戻り、バージニアの様子を確認しようとしましたが……」

「彼の姿はすでになかった……ですか」

　アイヴィスがヨヨの問いかけに対して黙って頷く。やはり『鬼堕ち』した原因は、その花びらによるものだと想像がついた。

「とにかく、あなたたちはすぐに《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》を呼んで────っ!?」

　アイヴィスが脇腹を押さえて顔を歪ゆがめた。吹き飛ばされた時に脇腹を強打したのかもしれない。アスロンが「母さん！」と呼んで彼女の身体を支えている。

「ソージ、行くわよ」

「畏かしこまりました」

「ま、待ちなさいっ！」

「いいえ、待てません」

「っ!?」

　ヨヨがアイヴィスの顔を見下ろしながらスパッと言い放つ。

「鬼に関することで、私が関わらないことなど存在しません」

　それだけ言うと、ヨヨと一緒にソージは走り出した。





　　　　※






　その頃、ソージたちが探しているジェドはというと、建物の陰から一人の女子生徒を視界に捉えていた。女子生徒は花に水をやっている。

　周囲を見回し確認すると、舌舐なめずりをしながらゆっくりと彼女へと近づく。

「あ、ジェド先生！」

　女子生徒はジェドの存在に気づくと顔を綻ばせる。彼女もまた、ジェドの人気の支えになっている一人なのだろう。

「やあ、綺き麗れいな花ですね」

「あはは、ありがとうございます。この子たちも先生に褒められて凄すごく嬉うれしいと思います」

「ところで一人で水やりを？」

「当番制なんです。今日は私が放課後に水やりする番で」

「なるほど、それは都合が良い」

「え、何が良いんですか？」

「いやいや、それはですね……」

　ジェドの手が両肩に置かれてドキッとする女子生徒。

「え、あ、その……先生？」

　彼女も満更でもないのか少し恥ずかしげだが、それほど抵抗感は見当たらない。

　だが視線をジェドの瞳へと移した時、その瞳が紅あかく輝き、蛇のような縦目になったことで異変を感じたのか、つい「ひっ!?」と悲鳴を上げて拒絶してしまう。

「おや？　どうしたのですか？」

「あ、えっと……な、何か先生怖い……ですよ？」

「ハハハ、面白いことを言いますね。ですが怖がることはありませんよ」

「え？」

「だって、君はもうすぐ我々と同じ存在に生まれ変わるのですから」

「せ……先生……？」

　ジェドの雰囲気からただならぬものを感じたのか、女子生徒はジョウロを拾い上げると、

「わ、私ちょっと用事を思い出したので！」

　そのまま逃げようとするが、逃がさないようにガシッと腕を掴つかまれる女子生徒。

「は、放してくださいっ！」

「何な故ぜそんなに怖がるんですか？　これから君には新たな世界が待っているというのに」

「い、嫌……っ！」

「君には優秀な《魔ま核かく》がある。つまり私たちは同志になれるということです。さあ、受け入れなさい」

　もう恐怖しか感じていないのか、女子生徒は涙を浮かべながら、

「嫌ぁぁぁぁぁっ!?」

　と、助けを求めるように叫んだ。





　　　　※






「今の叫び声は!?　お嬢様！」

「ええソージ、急ぐわよ！」

　ソージとヨヨは女子生徒の悲鳴を聞き、それが近くだと判断し声を追う。するとそこに、意識を失った女子生徒に何かをしようとしているジェドの姿を発見する。

「待ちなさいっ！」

　ヨヨが一喝。

　ゆっくりとソージたちに顔を向けるジェド。だが彼は何事もなかったかのようにニコッと笑みを浮かべる。

「やあ、どうしたんですか二人とも？」

「……ジェド先生、その子に何をしたのですか？」

　ヨヨが突き抜けるような視線を彼に向ける。

「そんな怖い目で見ないでください。どうやら花壇に虫がいたようで、驚いて失神したようなんです」

　白々しいまでに胡う散さん臭くさい言い訳と作り笑いだ。

「なら、その右手に持っているものは何ですか？」

　ヨヨの問いを受け、すぐさま右手をポケットへと突っ込むジェド。

「何のことですか？　あ、それよりもナイザーくんは無事ですか？　何やら『鬼おに堕おち』をしたと聞いたんですが」

「ええ、ご無事ですよ。お嬢様が元に戻されましたから」

　そうソージが言うと、明らかな敵意が目の奥から零こぼれ出たのを感じた。

「元に……ね。ああ、それは良かった。彼は優秀な生徒ですから、このようなところで処罰されてほしくはありませんからね」

「よく仰おつしやいますね」

「はい？」

「もうすべては分かっているのですよ。盗難事件の真相、ナイザーの『鬼堕ち』」

「何がですか？」

　惚とぼけられるのも今の内だ。

「すべてはアイヴィス先生が話してくださいましたよ」

　一切の動揺は見えない。しかし表情を少しも変化させずに笑みを崩さないということ自体がすでに怪しい。

「あなたがお嬢様の資料を盗み出したのも、ナイザーに奇妙な道具を使って『鬼堕ち』を促したのも。そして今、その女子生徒まで『鬼堕ち』させようとしていることもすべて」

　沈黙。それは数秒ほどだっただろう。

　いつも笑顔を絶やさずに頼れる人気のある先生だった、彼の表情が一気に氷のように冷たいものへと変化していく。まるでソージたちをゴミだと見下しているかのように。

（これがコイツの本当の顔か）

　恐ろしいまでの敵意が滲にじみ出ている。変わり身振りが極端過ぎて、一瞬ゾクッとうすら寒いものを感じた。

　ジェドが大きく溜ため息いきをつくと、ボリボリと頭をかく。

「ふぅ、まったくもって予想外だ。ああ、まったくね」

「認めるのですね？」

「まあ、構わないよ。はぁ、こうなるならアイヴィス先生をさっさと始末しておいたら良かったな」

「それは残念でしたね。ただ情報は彼女からだけではないのですよ」

「……まさかナイザーくんも？」

　ソージは肯定も否定もしない。しかし沈黙を是ぜととったジェドは、再び大きな溜め息を吐き出すと大げさに肩を竦すくめる。

「結局、彼は捨て駒にもならなかったというわけか」

　ジェドは諦めたように頭を振って睨にらみつけてくる。

「しかし本当に驚かされたよ。まさか君のような危険な人物がいるなんて……しかもだ、《蒼の秘石フアースト・ブルー》まで作っているなんてね」

　ジェドの敵意は真まっ直すぐヨヨへと向けられている。彼が抱えていた女子生徒は、彼の手から放れてそのまま地面へ倒れ込む。見たところ何かされる前だったようで安心した。

　ただ何な故ぜ彼が《蒼の秘石フアースト・ブルー》について話を持ち出したのかは分からない。そんなソージの考えを見透かしたかのように、ジェドはクスッと笑みを浮かべると喋しやべり出す。

「あのナイザーくんが、君の研究室へ忍び込むところを見てね。それまではそんな研究室があることなど知らなかった。私もまだこの任務に就いて半年ほどだったのでね」

　任務……？　気になるワードが飛び込んできた。

「どうやらナイザーくんは盗みを働いていたようだ。面白そうなので放置することにしたが、研究室に入り、何となく見ていると一つのファイルに目が留まった」

　それがヨヨの研究資料が挟まれている黒いファイルだ。

「その中を見てまさに息を呑のんだよ。まさかあの忌まわしき研究を行っている者が、こんな近くにいたということを知ってね」

　先程から彼の発言にはちょくちょく気になる言葉が出てくる。

（任務やら、忌まわしき研究ってどういうことだ？）

　疑問は次々と浮かぶが、ジェドは続ける。

「《蒼の秘石フアースト・ブルー》など絶対完成させてはならないのさ」

　何故彼がそんなことを言うのか。もしそれが完成すれば多くの人が助かるというのに。

「だからナイザーくんを利用して君を殺そうとしたのに……なあ、希き姫き・八や継つぎの娘」

「──っ!?」

　その言葉で推測できることがある。それは彼が他の生徒たちと同じようにヨヨを敵視しているということ。そしてその敵意が殺意と同格だということ。

（つまりアイツは希き姫き様に恨みを持ってる？　それともお嬢様自身に？）

　殺したいと思っているということは、そういうことなのだろうと解釈する。

「まあ、あの鬱うつ陶とうしい女教師に見つかっていたのは予想外だった。お蔭かげで計画が台無しだ」

「ジェド先生、あなたは一体……？」

　ヨヨも彼の正体が気になっているようだ。ソージも同じ。ただ何な故ぜわざわざ人間が人間を『鬼おに堕おち』させようとしているのか理由が分からない。

（ん？　ちょっと待て、人間が人間を『鬼堕ち』……させる？　まさか!?）

　あることを思いつきヨヨを見つめると、彼女もこちらと視線を合わせ頷うなずきを見せた。どうやら思いついたことが同じだったようだ。

「ジェド先生、あなたは先日起こった生徒失踪事件についても関わりを持っているのではないですか？」

「おや？　それも見抜いたのかヨヨくん。さすがは学園トップクラスの頭脳の持ち主だ。本当に驚きだよまったく」

「ではあなたが生徒を攫さらい『鬼堕ち』させていたんですね」

　ヨヨの声が怒りで震えていくのを感じる。

「ククク、だったらどうだというんだ？」

「あ、あなたは……！」

　クズのような開き直りである。同じ人間を結果的に殺しておいて何も感じていない。

　そこへアスロンとフェムも駆けつけてきた。

「おいソージ、やっぱジェド先生が？」

「ホントなの？」

　二人はいまだに信じられないといった感じだ。彼らもナイザーの話を聞いていたので、今回の事件の黒幕を知っている。普段の彼とのギャップがあり過ぎて、まだ現実味がないようだ。

「ええ、本当ですよ。もう少し遅かったら、そこに倒れている方が『鬼堕ち』していた可能性が高いです。ギリギリ止められて本当に良かったです」

「そ、そんな……何でこんなことすんだよっ！」

「そうよ！　みんなだって先生のこと信じてたのにっ！」

　二人の叫びに背中がゾクリとするような冷笑を浮かべるジェド。

「私の目的を知りたい……ということか？」

　全員がゴクリと唾を嚥えん下げする。

「簡単だ。ただ私は、人間が憎い人間ということだ」

「人間が……憎い？」

「そうだ、ソージ・アルカーサくん。君には分からないかもしれないがね。いや、君たちなら少しは分かるかもしれないな。人間の醜さというものが」

　探るような目つきが気に喰くわない。ベタつくようなその目線に怖おぞ気けが走る。

「話が見えませんね。何が仰おつしやりたいのですか？」

「なぁに、人間に絶望して、あるお方に救われたという話さ」

　あるお方？　コイツは何を言ってるんだ……と眉をひそめるソージ。

「ソージ・アルカーサくん、そしてヨヨ・八や継つぎ・クロウテイルくん、君たちは鬼についてどう思っている？」

「鬼について？」

「人よりも優れ、人よりも強く、人よりも高い存在。鬼は崇拝すべき種族だと思わないか？」

「寝言は寝て言いなさいよね！」

　フェムが口を挟む。しかしギロリと睨にらみを利かされフェムは気け圧おされる。

「この世に人間など必要ない。鬼の楽園を築く。それがあのお方の……そして我が野望」

「ずいぶん壊れた思想をお持ちのようですが、あのお方というのは一体どのような方なのでしょうか？」

「ククク、知りたいか？　なら教えて──」




「それ以上余計なことを喋しやべるつもりなら、ここで潰すことになるぞ────ジェド」




　建物の上から黒ローブを纏まとった男が、急に表情を引き締めたジェドの背後へと降り立つ。

（アイツは──っ!?）

　現れたのはアヴァル・ゼット。ソージは彼の出現に警戒心を最大限に高める。

（仲間だったのか……）

　だとしたら厄介だ。彼の強さは少し手合せした程度だが並ではないことを知っている。それに友好関係を結べそうにないことも。

「アヴァル……私の邪魔をするつもりか？」

「何を言っている？　お前があのような凡才を暴走させて騒ぎを大きくしたのだろうが。邪魔をしているのはお前だ。これでは警戒を与えるだけで、任務に支障が起こる」

「どのみちもう正体を見破られてる。ここにいる者たちは皆殺しで構わないだろう。特にそこの女は確実に消しておかなければならないのは、君だって知っているはずだ」

　ジェドの指差す方向にいるのはヨヨである。ソージは咄とつ嗟さに彼女の前に立ち身構える。

「待て。そこの二人、赤髪と金髪だけは仲間に引き入れる」

「はあ？　何を言っているんだ君は？」

　そのセリフはソージも浮かんだこと。突然仲間に引き入れると言われても意味が不明だ。

　ソージなどは彼と先程殺し合いにも似た戦いをしたばかりなのだから。

　仲間らしき関係に見える彼らの間にも険悪なムードが流れる。

「もう一度聞く。どういうつもりだ？」

「その二人は使える。『鬼おに堕おち』させれば、レベル５の扉を開けられるかもしれない」

　アヴァルの言葉にソージは引っ掛かりを覚える。

（レベル……５？　何のレベルだ？）

　相手の二人にしか分からない隠語……だろうか。

（いや、『鬼堕ち』って言ってたな。けど、レベルは４までのはずだ）

　規定で決められているのはレベル４まで。だからアヴァルの言葉の真意を読み取れない。

「させないぞ。あ、そうだ。ここで君ごと討ち滅ぼすことにしようか。そうすれば……《九く鬼き衆しゆう》昇格へのライバルが減る」

　ジェドの瞳が元の色を失い、不気味に光る紅あかき瞳へと変化した。それと同時に、銀髪だった彼の髪がフワリと浮き上がり、徐々に白髪化していき、頭からは鋭い角が三本生える。

「お、『鬼堕ち』したぁぁっ!?」

「違います。あれは──────鬼おに化かです」

　アスロンの叫びにソージが答える。

（状態的にレベル２……厄介だな）

　変化したジェドが、背後にいるアヴァルに向かって拳を突き出す────が、アヴァルは即座に大地を蹴り上げて建物の上へと逃げる。












「ちっ、逃したか。まあいい、あのガキは後で殺すことにしよう」

　二人がやり合っている今の内に、ソージはアスロンたちにここから離れるように指示をする。だが気づけばジェドが距離を詰めてきていた。ソージはすかさずヨヨを抱えてその場から脱出する。

　逃げ遅れたアスロンがターゲットになってしまう。

「うわぁぁぁっ!?」

　明らかに人間の面相ではなくなったジェドが迫ってくることに恐怖を覚えているのか、拳を遮しや二に無む二に振り回すアスロン。しかし素手でガシッと呆あつ気けなく掴つかまれてしまい、

「がふっ!?」

　腹に強烈な蹴りを受けたアスロンは、そのまま勢いよく地面を転がっていく。さらにジェドの不気味な紅あかき瞳がフェムを射抜く。腰を抜かしたように尻餅をつく彼女。

「ひっ!?」

　ジェドが彼女を捕まえようとした手を、寸前でソージが握って止める。

「女の子に乱暴はダメですよ」

「ほほう、ならお前から殺すとしよう」

（コイツ、やっぱりしっかり理性が残ってる──っ！）

　相手が流りゆう暢ちように言葉を話すので、暴走しているわけではないことを知る。

「ソージ、手を見なさいっ！」

　ヨヨの忠告で、掴んでいる自分の手に視線を落とす。

　掴んでいる手がパキパキッと凍り始めていることに驚く。すかさず手を放して、フェムを抱えて距離を取る。

「ソ、ソージッ!?」

　フェムは抱えられていることで恥ずかしいのか頬ほおを染めているが、ソージはサッと彼女を下ろすと離れるように言う。彼女も小さく頷うなずくと言う通りにしてくれた。

（氷……アイツの魔法か）

　恐らくは彼の魔法による攻撃。

「氷の彫刻になってみるか？　私の〝凍結の双手アイシクル・バイト〟でな！」

　距離を詰めてきて身体に触れようとしてくる。ブンブンと殴るように動かしてくる彼の攻撃を紙一重で回避していく。

　背後に建物の壁があり、これ以上後ろへ行くことができない。

「もらったぁっ！」

　身を屈かがめて前方へと跳び込んで避よける。相手の右手が壁に触れると徐々に凍結していく。

（あの手に触れられると凍ってしまうのか……！）

　体勢を整えてすぐにジェドと対たい峙じする。

「よく避ける。ならばこれでっ！」

　ジェドが地面に両手を添えながら魔法を発動。周囲の地面を一気に凍らせ、その上に立っているソージも氷に触れることになる。氷に触れている靴が凍り始め、徐々にソージの身体も氷で覆われていく。

「ククク、まずは一人」

　ソージは憮ぶ然ぜんとした態度のまま、彼に視線を置いた状態で全身を氷に覆われてしまった。

「ソ、ソージィッ!?」

　フェムが叫ぶ。しかしヨヨが「大丈夫よ」と一言。

「な、何言ってるのよ！　ソージが凍っちゃったじゃない！　早く助けなきゃ！」

「放っておいてもいいのよ」

「ヨヨッ！　アンタそれでもソージの──」

「いいから見ていなさい。ソージはこの程度で負ける人ではないわ。私の──執事だもの」

「！　……ヨヨ……」

　だがジェドはソージを倒した達成感に笑みを浮かべている。そのまま今度はヨヨへと身体を向けて近づこうとするが────突然凄すさまじい炎の渦が、氷で覆われているソージごと包み込む。大地まで焦がすほどの熱量。

「な、何だっ!?」

　ジェドの目が大きく開かれる。その炎の中から静かに響く声。

「燃え散らせ、赤セキ炎エン」

　炎の渦が、意志を持つかのように弧を描きながらジェドへと迫る。

「ぐぎゃぁぁぁぁぁっ!?」

　炎の中で暴れ回るジェド。

　地面を転がり大おお火傷やけどを負いながらも脱出には成功する────が、大ダメージは必至。

「やれやれ、服が汚れたではないですか、ジェド先生？」

　ほぼ無傷のソージが冷笑を浮かべながら、地面に伏せるジェドを見下ろす。

「申し上げておきますが、その程度の鬼おに化かでは、私は倒せませんよ」







「ぐ……ぐぐっ……！」

　身体から焼けたニオイを漂わせながら、ゆっくりと立ち上がるジェドが、殺意に満ち満ちた視線をソージへぶつけてくる。

「ガキィィ……！」

「鬼化して理性が保たれているのはお見事です。ですが鬼の力をまったく使えていません」

「はあ？　ガキが何を偉そうにほざいてるっ！　この私はあのお方に選ばれた存在だぞっ！　いずれ《九く鬼き衆しゆう》に入り、憎い人間どもを滅ぼすんだっ！」

　尋常ではない憎しみと怒りを彼から感じる。

「……何な故ぜそこまで人間を憎むのですか？　あなたも人間でしょう？」

「……フッ、醜いからさ！　ああそうさ、私だって人間だ。だが今では人間を超越した存在でもある！」

「超越？　ずいぶんな自うぬ惚ぼれですね」

「この力がそうなのだ！　鬼の力……何て素晴らしいっ！　これをあのお方が授けて下さった！　だからこそ、私を陥れた人間どもに復ふく讐しゆうすることができたのだよっ！」

「復讐……ですか」

「そうだ。お前、いや、お前とそこの八や継つぎの娘なら少しは人間の醜さを理解できるだろ？」

　そう言えば、先程もそのようなことを彼は言っていた。

「どういうことです？」

「人間はすぐに同じ人間を傷つける」

「…………」

「同じ人間であるはずなのに、少し自分たちと違うだけで異端呼ばわりだ。魔物、化け物、怪物……人間はその者の本質を悟ろうともせずに、噂うわさに流され、見た目で決めつけ、判断する。そしてそれが自分の中の人間像と少しでも食い違いがあれば拒絶する。それが人間だ。それはお前たちも分かるだろ…………なあ、《罪負いバツツキ》のヨヨ？」

　彼の言うことに反論は出ない。少なくともソージとヨヨからは。何な故ぜならそういう経験を今もし続けているのだから。

　ほとんどの者がヨヨの母親である希き姫き・八継の真実を知らない。教えたところで信じはしない。皇帝が決定したのだから、それが真実だとされている現実。

　希姫にもヨヨにも罪はない。それを知っているのは僅わずか。しかし世間では希姫は大罪人として、ヨヨはその娘だから《罪負いバツツキ》とされて『贖しよく罪ざい紋もん』まで背負わされている。

　この学園の生徒たちも、彼女のことを深く知ろうともせずに、世間の評価が絶対的に正しいと思い込み、楽しそうに《罪負いバツツキ》と叫ぶ。それが────人。

「私は幼い頃、『鬼おに堕おち』を経験した。だが幸か不幸か、レベル２のまま症状が止まった」

　そういうことも稀まれにある。運が良ければ、元の人間の姿に戻ることもあるが、ほとんどはそのままか、再び鬼おに化かが進み理性を失うか────死ぬかだ。

「だが鬼化したままの私を、同じ町に住んでいた者はどう扱ったと思う？」

　誰も何も答えない。特にソージとヨヨには見当がついている。

「それまで一緒に毎日遊んでいた友は恐怖に怯おびえて近寄らなくなった。昨日までは笑い合っていた仲だったくせに。そして守ってくれるはずの家族は、どうしたと思う？」

　大げさに腕を広げて話している自分に悦を感じているように口を動かしている。

「私を置いて夜にこっそりと町を出たんだよ」

「ひ、酷ひどい……！」

　フェムが悲しげに手で口を覆う。

「ククククク、酷い……か。そう、それが人間だ。だがまだ終わってない。一人になった私は拷問とも呼べるような日々を過ごした。化け物と蔑まれ、石を投げつけられ、腐ったものまで食わされた。…………まさに地獄だったよ」

　フェムの言う通り酷ひどい話である。

「だがその時、あのお方が現れた！　そして、力の使い方を教えてくれた！　そしてぇ、本来あるべき世界の形を教えてくれたぁっ！　目覚めたのだよっ！　私は間違っていたのだっ！　化け物なのは！　魔物なのは！　怪物なのは私じゃない！　人そのものなのだっ！　だから私はこの手ですべてを清算したっ！」

「せ、清算ってまさか……!?」

　フェムが身体を震わせながら言葉を絞り出す。ジェドはニヤリと口角を上げる。

「そう、町の連中を皆殺しにしてやった」

「そんな──っ!?」

「楽しかったなぁ……あ、特に私を捨てた家族を探し出し殺した時は、すべてが浄化されていくような気分だった」

　この男は、どうやらもう戻ることができないところまで来てしまっているのだと、ソージは今の言葉で理解した。

　フェムは苦しそうな表情をしている。優しい彼女のことだから、ジェドにも、殺された人間たちにも感情移入し悲しんでいるのだろう。

　家族を殺したいほど憎む。その感情がどれほどのものか、想像することなどできない。

（そうだよな、オレは『鬼おに堕おち』したけど、幸いにもそこまで堕ちなかったからな）

　ソージは一歩、二歩と足を動かしてピタリと止まる。真まっ直すぐジェドと対面する。

「それでも、あなたの行いを見て見ぬフリなどできるわけがありません」

　疾風の如ごとく相手の懐へ入ると、右拳を腹に突き刺し、下がった顎を膝で蹴り上げる。しかしジェドが、膝を右腕でガードしていた。防御されたのは少し意外だった。

「ぐ……調子に乗るなよ、小僧が！」

　ソージは咄とつ嗟さに彼との距離を開けるために、後方へと跳ぶ。

「あなたはヨヨお嬢様を殺すと口になさいました。そんな危険人物を許容することなど、私にはできないのですよ」

　どれだけ過去に重い経験をしていたとしても、たとえ同情できることだとしても、相手がお嬢様を傷つけようとするのなら……。

（オレは絶対に許さないっ！）





　　　　※






　ソージの全身から青白い光が溢あふれ出てくる。これは魔力。すべての魔力を右手に集束していくと、彼が静かに口を動かすのをヨヨは確認した。

「想おもいを像かたどれ、橙トウ炎エン」

　橙だいだい色いろの炎が出現しウネウネと形を変えて剣状に変わっていく。

「オ、オレンジ色の炎？　さっきとは違う……だと？」

　ジェドは先程ソージが使用した赤セキ炎エンとは違うことに警戒を高めている。

　ヨヨの隣に立っているフェムが、微かすかに目を見開きながら唇を震わせる。

「いつ見ても奇妙な魔法よね、ソージのは」

「〝創ソウ炎エン〟────様々な力を宿した炎を創り出すことができるソージの魔法」

　フェムの隣にいるヨヨが、ジェドに聞こえないトーンで言葉を口にする。

「赤色の炎は普通の炎と同じなのよね？」

「ええ、そしてあの橙だいだい色いろの炎は、実体化させソージのイメージした通りの形状に変化させることができるわ。剣でも盾でもね。まあ普段は洗濯籠や包丁に変化させて家事に使用しているけれど」

「そ、それって何か無駄遣いしてるっぽくない？」

「そう？　本人はこれで執事スキルがまた上がるといって喜んでいたけれど？」

「……はぁ、アイツはあれね。骨の髄まで執事なのね」

「ええ、でもまだまだ最高には程遠いけれどね」

　それでも、ヨ自ヨ分の誇りでもある少年だ。

　二人の背後から「いてて……」と言いつつ頭を擦さすりながら近寄ってくる人物がいた。

「あ、忘れてた」

「お前なぁフェム嬢、こっちは死ぬかと思ったんだからな。少しは気にしろよ～」

　アスロンだった。最初にジェドに吹き飛ばされていたが、どうやら無事だったらしい。

「ソージは……って、優勢みてえだな、良かった」

「あなたも無事なの？」

　ヨヨが聞くと、アスロンはグーサインを繰り出す。

「おうよ！　打たれ強さは任せろぃ！」

「それなら良かったわ」

「加勢はしなくてもいいのか？」

「相手は鬼おに化かしているし、下手に横よこ槍やり入れない方が良いわ」

「そ、そういや鬼化って何だ？　『鬼おに堕おち』とは違うのか？」

　フェムも詳しいことは知らないらしく、説明を求めるようにヨヨの顔を見つめてくる。

「そうね、似ているけれど決定的に違うことがあるわ。それは自らの意志で鬼の力を顕現させること。それが鬼化よ」

「そんなことが可能なのか？　普通は理性が保てねえんじゃ……」

「アスロンの言う通り、ほとんどの者はそうね。けれど中には、強烈な破壊衝動を抑え、鬼の力をコントロールできる者が存在するのよ」

「それがあの先生ってわけね……」

「けどそれってすっげえ反則くせえ……。だってよ、ただでさえ『鬼堕ち』すりゃ、身体能力とか飛躍的に上がるんだろ？　それを自由自在に扱えるって最強じゃね？」

「いいえ。もちろんリスクは存在するわ。もし本能に負けて、鬼に精神を乗っ取られれば、身も心も完全に鬼になってしまうの。そうなれば、もう元には戻れないでしょうね」

　さすがのアスロンも、自分の考えが浅かったことに気づいたようで押し黙る。

「けれど先生は自由に扱ってるのよね？　ソージは勝てるの？」

「心配いらないわフェム。あの程度の使い手なら、ソージは今までにも相手にしたことはあるもの」

「ふぅん、大切な執事のことは何でも知ってるってわけね」

「た、大切って……と、当然でしょ？　だってソージは私の執事……なのだから」

「……何か見せつけちゃってくれるわね」

「べ、別にそういうことではないわ。ソージはその……か、家族よ。ええ、家族だから」

「むぅ、それは知ってるけどさぁ」

　何やらフェムは釈然としない様子を見せている。

「だ、大体この前だって、ヨヨってばソージに可愛かわいらしい猫みたいな耳がついた帽子をプレゼントされて喜んでたし」

「ど、どうしてあなたがそれを知っているの！」

「ソージが嬉々として語ってたからよ」

「……ソージのバカ……よりにもよってフェムに話さなくても……」

「ん？　何か言った？」

「べ、別に何でもないわ。というか、私が可愛いものをもらって喜ぶわけがないじゃない。に、似合わないし……け、決して喜んでなどいないわ。……ありがたくは思ったけれど」

「……それ一緒じゃない」

「あのぉ～、お二人さん、和やかに話されてますけどぉ。今、その件のソージくんは戦闘中なんですが……」

　アスロンが堪たまらず二人の仲裁に入る。

「そ、そうね。この話はまた今度決着をつけるとしましょうか、ヨヨ。特にソージのエコヒイキぶりについてね」

「決着も何もないとは思うのだけれど……。それにソージにとって、あなたたちも守るべき対象よ。だから多分、いざとなったら──」

　ヨヨが続きを話そうとした時、ソージとジェドに動きがあった。

　手に持った橙トウ炎エンで創り上げた剣で、ソージは彼の左腕を斬り落としたのだ。

「ぐがあぁぁぁぁぁっ!?」

　痛みに顔を歪ゆがめて膝をつくジェド。

「これ以上、まだやりますか？　大人しく軍に投降したらどうです？」

　ソージが剣の切っ先を突きつけていると、突然ジェドが狂ったように笑い始めた。

「……クククククククク…………アーッハッハッハッハッハッ！」

　そして何を思ったのか、残っている右腕をポケットに突っ込み何かを取り出す。それは先程女子生徒に突きつけようとしていた花びらだった。

「私は、このようなところで終わる存在ではないのだっ！」

　追い詰められた獣が獰どう猛もうな笑みを浮かべた。





　　　　※






　突然ジェドがナイザーにも使用した花びらを、自らの胸へと埋め込むのを目にする。

　どす黒いオーラが、胸から噴出し、次いで全身へと滲にじんでいく。ボコボコッと筋肉が数倍に膨らみ、身体が異様なまでに巨大化し凶暴さを増す。

　ヨヨが彼の様子を観察しながら顔をしかめつつ言葉を吐く。

「やはりあの花びらは、負の感情を増幅させるような効果を持っているようね」

「そのようですね。こうなれば、あの方はもう人間に戻ることはできないでしょう」

　見た目は完全にレベル４に相当する暴走。彼女が作った疑似《蒼の秘石フアースト・ブルー》では元には戻せない。残念なことではあるが。

「お二人とも、危険ですからここから離れてください！」

　ソージはアスロンとフェムにそう言うが、

「何言ってんだよ！　お前らを置いて逃げることなんてできっかよ！」

「そうよ！　アタシだって何かできるんだから！」

　彼らは友達であるソージたちを放置して逃げるような者たちではないようで、せっかくの言葉をはねのけてくる。

「それにこのまま放っておきゃ、学園が潰されちまうじゃねえか！」

「せめて《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》が来るまで持たせればいいのよ！」

　二人の覚悟を聞いて、これ以上何を言っても無駄だと知る。だが実力的に、レベル４で暴走した相手を何とかできる二人ではない。ここは自分が状況を変えるしかない。

（最悪、あの力を……使って）

　その力を使えば、きっとアスロンたちを恐怖に陥れることになるだろう。だがそれでも彼らが死ぬよりは良い。

（今までお嬢様と一緒に友達でいてくれたんだから────いざという時は迷わない！）

　だがそう決断した時、ジェドの魔力が一気に膨れ上がり、辺り一面を凍結していく。

「さ、寒ぃぃぃぃぃぃっ!?」

　アスロンが身体を両手で擦さすりながら叫んでいるが、確かに一気に気温が下がった。まるで冬に薄着で外に出ているような寒さ。突然、凍結した地面がボコッと盛り上がると、《下げ鬼おに》の形をした氷人形が次々と生まれて襲ってくる。

　ソージは橙トウ炎エンの剣で斬り裂いていくが、氷人形はアスロンたちにも襲い掛かる。

「こ、こなくそぉぉぉっ！」

　アスロンが向かってくる氷人形に右拳を突き出すと乾いた音を立てて人形が粉砕する。ただ、アスロンの表情は優れない。

「いってぇぇぇぇぇっ!?」

　見れば拳が真っ赤に腫れている。

（まあ、氷を素手で砕いたらそうなるよな普通は……）

　やはり残念なアスロンである。

「せめて剣でもありゃ、俺の超絶カッコ良い剣術を見せてやれるのにぃぃぃぃっ！」

　確かにアスロンは剣に関しては非凡な才能を有している。だが今、彼の手元には剣に代わるようなものは一切ない。

「後ろです、アスロンッ！」

　彼の背後から襲いかかろうとする人形に気づきソージは叫ぶが、すぐにパッと彼の姿が消えた。人形も攻撃を止めて周囲を見回している。

　ソージも一瞬だけだが呆ほうけてしまったが、すぐにその理由を思い浮かべてホッとした。

「アスロンは大丈夫よ、ソージ！」

　どこからかフェムの声が聞こえる。

「そうか！　フェムさんの魔法ですね!?」

　ソージは背後にヨヨを立たせて周囲を警戒しながら、アスロンが消失した原因を突き止める。これは彼女の魔法。

「アスロンのことは任せておいて！」

　フェムの頼もしい言葉がどこかから耳に入ってくる。

（はは、結構反則なんだよなぁ。彼女の〝無色透明クリア・フレンズ〟は）

　自身を含めて、触れた者を一人までなら透明化させることができるという極めて強力な魔法。まだ彼女は長時間使用し続けることはできないようだが、それでも便利で応用力の高い力だと思う。

　氷人形がソージだけでなく学園に次々と散らばっていく。他の生徒まで襲うつもりだ。

　その精巧さは、同じ人形を使っていたナイザーとは比べるべくもない。これだけの数を生み出し、自己判断で行動させているのだから大したものである。

　すべての人形を倒したところで、また復活させられては元も子もない。

（だったら、元を断つということで）

　元凶であるジェドを倒してしまいさえすれば、この魔法は解けるはず。幸いアスロンたちは襲われていないようなので、ヨヨだけに気を配ればいい。

「ソージ、くるわよっ！」

　ヨヨの言葉に反応して前を見据える。ジェドが近づいて真まっ直すぐ腕を伸ばしてきた。ただ狙いは彼女のように思える。暴走しても、彼女を殺すというのは意識上にあるようだ。

「させませんよ！　燃え散らせ、赤セキ炎エン！」

　左手を前へと押し出し、そこから紅ぐ蓮れんの炎を放ち、ジェドの身体を包み込む。大地をも焦がすほどの猛火にジェドの動きがピタリと止まる。

「よし！」

　と思ったが、一瞬にして炎がすべて弾はじかれてしまう。

「なっ!?」

　巨体に似合わず素早い動きでソージとの距離を潰し、剛腕を横薙なぎに振り回してきた。

　回避しようとしたが、下が氷のせいで力を入れた右足が滑ってしまい、体勢が崩される。

「ぐうぅっ!?」

　避よけることができずにソージはその身で受けてしまう。衝撃はかなりのもの。もしガードをしていなかったら意識が飛ばされていたかもしれない。

　咄とつ嗟さに力を受け流すように跳んで受けたが、それでもガードした左腕が痺しびれている。

（さすがはレベル４……か）

　莫ばく大だいに膨れ上がった膂りよ力りよくは、ただの一撃だけで相手を粉砕せしめる力を持つ。しかも厄介なのは力だけに非あらず、その速度だ。

　ジェドの不気味に光る紅あかき瞳がソージを捉えると、凄すさまじい咆ほう哮こうを浴びせかけ、転倒しているソージに向かって鋭い動きで詰め寄ってくる。

　すぐに立ち上がったソージは、カウンター狙いで右手に持っている刃やいば状にした橙トウ炎エンで斬り裂いてやろうと思った。────確かに刃は相手の身体に通った。

　しかし数センチほどしか斬ることができていない。

（筋肉で止められた──っ!?）

　ジェドは狡こう猾かつそうにニヤッと笑みを浮かべると、ソージの身体を掴つかみ上げ、そのまま大地へと叩たたきつけた。

　背中から落ちたためか、頭が地面に激突して瞬間的に意識がブラックアウトした。

「ソージッ!?」

　主ヨ人ヨの声が意識を覚醒させる。しかし目の前に映ったのは、ジェドが太い足で踏み潰そうとしてくるところだった。ソージは身体を転がして何とかその場から脱出することに成功。即座に立ち上がり微かすかに乱れている息を整える。

「ふぅ……やはり普通の状態では厳しいですね」

　ズキズキと痛む頭と背中に顔を歪ゆがめながら、ジェドの次なる攻撃に備えていると、何を思ったのかジェドは、クルリと踵きびすを返すと、狙いをソージからヨヨへと変更した。

「しまっ!?」

　ヨヨも逃げようとするが、身体能力が高くない彼女は、簡単に身体を掴まれてしまう。

　そしてジェドが、そのまま力任せにヨヨを地面に叩きつけようとしてきた。

「お嬢様っ!?　させないっ！」

　咄嗟に地面に向けて橙炎のマットを創り出す。ギリギリだったが、衝撃を吸収し、何とか彼女が大地へ叩きつけられるのを防ぐことができた。

　するとジェドが鬱うつ陶とうしそうにヨヨを、ゴミを捨てるかの如ごとく投げ捨てる。フェムたちのヨヨを呼ぶ声も聞こえるが、どうやら彼女を庇かばえるような場所にはいないようだ。

　ソージは慌てて彼女に駆け寄る。そこに姿を現したアスロンたちも来た。

「お嬢様っ！」

「ヨヨ…………酷ひどいわ」

「あの野郎っ！」

　転がっている時に頭でも打ったのか、血を流し意識を飛ばしている。そんな体中が傷だらけになっているお嬢様を見て、ソージの内に秘めている何かが音を立てて切れた。

　ふつふつと湧き上がる怒りが黒い感情となって、ソージの心に広がっていく。

　コイツは、やってはいけないことをした。大切なお嬢様を傷つけた。報いを受けさせなければならない。怒りと憎しみが混ざり合い、力となる。




　……貴様だけは────────必ずぶち消すっ！




　その言葉とともに、ソージの髪が一気に逆立ち、根元から徐々に赤だった髪色が白へと変化する。

　穏やかだった瞳も、紅玉ルビーのように真っ赤に染まり、獰どう猛もうさを増し吊つり上がる。獣のような荒々しさを感じさせる容貌だ。その変わり様に、アスロンたちも言葉を失っている。

「ジェド……」

　コイツだけは絶対に許さない。お嬢様を傷つけた報いは必ず受けさせる。

　蛇のように鋭い目でジェドを睨にらみつけてやると、殺気に気け圧おされるように一歩退く。

「……ソ、ソージ……お、お前……っ!?」

「う、嘘うそ……っ!?」

　背後ではアスロンとフェムの愕がく然ぜんとしている声音が聞こえる。胸が痛む。しかし今は、その痛みは呑のみ込んでするべきことを成す。

「お前だけは許さないっ！」

　ビクッと身体を反応させたジェドが、声を上げ虚勢を張りながら腕を突き出してくる。今度はソージを捕らえるつもりのようだ。

　ソージは両腕で相手の腕を掴つかむと、力任せに一本背負いで大地に突き刺してやった。

　激痛に顔を歪ゆがめているジェドが、大口を開けてソージに向かって吹雪のような冷気を吐いてきた。次第に身体が凍っていくソージだが──。

「はぁっ！」

　全身から魔力を放出させ一気に氷を弾はじき飛ばす。ジェドの驚きよう愕がく。

　ソージは拳を相手の腹に一つ突き刺すと、その衝撃が貫通して地面にもヒビが走る。ジェドは苦しそうに大口を開けて一気に息と唾を吐き出すが、間を開けずに彼の腕を掴んで今度は空へと放り投げた。

　ゆっくりと、空に浮かんでいる彼に向かって右手をかざす。

「喰くらい尽くせ────────白ハク炎エン」

　見るも不思議な真っ白な炎。これは鬼おに化かして初めて使用できる〝創ソウ炎エン〟の能力の一つ。炎が蛇の顔のような形に変化していき、大きな口を形成していく。

　白ハク炎エンが円を描きながらジェドへと疾走し、巨大な蛇が獲物を丸まる呑のみにするかの如ごとくパカッと炎が大きく広がる。

　しかしジェドもまた必死に身体を動かして白炎から逃れようとする──が、完全には逃れられずに左腕を引き千切……、いや、喰くい千切られた。

　そのまま地面に落ちたが、白炎は彼を追う。

　あまりの恐怖からか、ジェドが本能的に逃げようと背を向ける。

「……逃がすかよ」

　先回りしたソージが、彼の顔面を蹴ると、ピンポン玉のように吹き飛んでいく。痛みを感じているだろうが、それよりもここから逃げ出したいのか、必死に動き出すジェド。

「だから言ったろ、逃がさないって」

「ウ、ウ、ウガァァァァァッ！」

　刹那、ジェドが目の前に現れたソージの腕を咄とつ嗟さに右腕で掴つかみ、氷漬けにしてしまう。

「………………これで終わりか？」

　ギロリと氷の中で彼を睨にらみつけ喋しやべるソージ。ソージは力を込めると、氷が一気に粉砕する。ジェドは、氷人形を作り壁役にして、その隙に背中を向けて逃げ出す。

「…………喰らい尽くせ、白炎っ！」

　壁役の人形ごと白炎は喰らい、無情にもジェドの背後から────。












「グギャァァァァァァァァァァァァッ!?」

　その存在を跡形もなく消滅させた。ただ残ったのは、ジェドの断だん末まつ魔まの響きだけ。

　あまりにも呆あつ気けなくソージがジェドを倒したことで、アスロンたちは唖あ然ぜんとしつつソージに視線を送っている。その視線に微かすかな胸の痛みを感じながらも、とりあえずは脅威が去ったことにホッとすると、元の姿へと戻った。





　　　　※






　ソージたちの戦いを校舎の上から高みの見物をしていたアヴァル。最中、一番目を惹ひいたのはやはりソージの豹ひよう変へんだった。

「ほう、只ただ者ものじゃないと感じてはいたが、まさか鬼おに化かを扱えたなんてな」

　そう簡単にはあの境地には至れない。何な故ぜなら基本的に『鬼おに堕おち』すれば、症状は時間が経たつごとに進んでいき、徐々に理性を失い鬼と化す。そうなればもう二度と戻ることなどできはしない。少なくとも過去の歴史がそれを証明している。

「それに、ジェドと違って鬼化を使いこなしている。ずいぶんと修練を積んでいる証拠だ。なるほど、あのジェド程度では相手にならないな」

　ジェドも確かに鬼化を扱える領域にいた。しかしながら鬼の力を十全に引き出すまでには至っていなかった。だがソージはその力を自由に扱う術を身に付けている。

（誰かに扱い方を教えてもらってでもいるのか……？）

　微かな疑問。一人で鬼化をコントロールすることはできなくもないが難しい。まず失敗すればそのまま鬼となって二度と元に戻らないからだ。ただ傍そばに同じような者や、力のコントロールを教えてくれる者がいれば、失敗のリスクは格段に減る。

「しかもまだ《角つの無なし》……レベル１程度。それでジェドをやったとなれば、奴やつの持つ潜在能力は凄すさまじいものがあるかもしれんな」

　無意識にアヴァルは口角を上げていた。久しく見なかった武の達人に好奇心が湧く。

（それに……あの女）

　チラリと視線をヨヨへと移す。思い出すのは『鬼堕ち』したナイザーとの戦い。あの時、一部始終を観察していた。その時に見せたヨヨの奇妙な力。

（あの魔力量はただ事じゃない。すでにオレ以上だ。しかも……花びらとも口にしていた。見えていたのか？　身体に潜む《負業の蕾マイナス・バド》の欠片かけらが……。ならあの力はやはり……！）

　魔力をナイザーに流しただけで、相手の状態を把握したということ。似たような力を、前に一度だけ見たことがある。

（さらに気になるのは……）

　彼女がソージに手渡して使わせたもの。

（あれは間違いなく疑似《蒼の秘石フアースト・ブルー》……）

　正直に言って、ジェドの暴走で、仲間を増やす任務は中断せざるを得なさそうだが、それ以上の収穫を得られたようだ。

「鬼おに化かを使う執事と、あの八や継つぎの血を引く娘か……なるほど、面白い。奴やつらを手中に収めれば、よりあのお方の望みが近づく……か」

　アヴァルはその場から跳び降り、ソージたちのもとに姿を現すことに決めた。





　　　　※






　ジェドを倒した直後、その一部始終を見ていたアヴァルが姿を現す。ソージは咄とつ嗟さに警戒心を高める。アヴァルは気絶しているヨヨを一いち瞥べつすると口を開いた。

「安心しろ。もう何もするつもりなどない」

「信じられるとお思いですか？」

「別にどうだっていい。ただ……お前とその女には興味が湧いた」

「……？」

「ジェドに仕事を潰されて不快だったが、案外これで良かったのかもな」

「何を仰おつしやっているのですか？」

　彼の言動から敵意が感じられない。本当に戦おうとは思っていない様子だ。

（一体何者なんだ……？　ジェドといい、コイツといい……）

　不気味な存在。鬼を崇拝しているような発言もあった。容易に安心できる相手ではない。

「そう睨にらむな。だが覚えておけ。いずれ鬼は、必ず世界を覆う」

「世界を……覆う？」

「それにだ、お前とそこの女はオレが手に入れてやる」

「何な故ぜお嬢様も？」

「それはお前が一番知っているのではないか？　まさかその女が──神の代理人──〝神シン羅ラ万バン象シヨウ〟の使い手だったとはな。まあ、まだ可能性の話ではあるが」

「シンラ……バンショウ……？」

　初めて聞く言葉。使い手ということは、ヨヨの能力に関係しているということなのか。

（お嬢様の魔法か？）

　確かに彼女の魔法は稀き少しようなものではあるらしい。しかし普通は魔法に目覚めた時に直感的に名前が浮かぶのだが、彼女の場合は浮かぶものがなかったという。

　別に名前などなくても困らないということで、彼女は今まで過ごしてきた。その内名前も分かる時が来るだろうと言って。

「使い手が現れたということは、あの本も目覚めるという話らしいが、どこまで本当かは分からんな」

「先程から何を仰っているのか分かりませんが？」

　本？　目覚めるとはどういうことだろうか……。

「それにお前の力も……だ」

「はい？」

「鬼おに化かではないお前自身のその魔法の力。一度本気で戦やり合ってみたいものだな」

「なら今ここで……どうですか？」

　再び殺気を膨らませる。しかしアヴァルは喉を微かすかに鳴らすと微笑を浮かべる。

「それもいいが、どうせなら互いに万全な状態がベストだ。次を待つことにしよう」

　その時、上空から小さな生物がアヴァルの肩へと降り立つ。真ん丸い小動物だが、耳が翼のようになっている可愛かわいらしい存在である。

「軍が来たコロ～」

「そうか、なら消えるか」

「コロッコロ～」

「また会おう、赤髪の執事。せいぜいそこの女が他の鬼に奪われないようにすることだな」

　彼の左側の空間に亀裂が走ると、亀裂の中に見える闇へと身体を沈ませ消えていく。

（アヴァル・ゼット……ジェドとも繋つながりがあったみたいだし、鬼が世界を覆うってどういうことだ？　それにシンラバンショウ……？　本が目覚める？　くそ、分からないことだらけだ）

　溜ため息いきが出る思いを感じていると、

「あ、ヨヨッ!?」

　フェムの声で、ヨヨが目を覚ましたことを知る。すぐにソージも駆けつけて、

「お嬢様、お身体は……!?」

「う……だ、大丈夫よ……。少し頭を打ったようだけれど、意識もハッキリしているわ」

　彼女の言う通り、意識はハッキリしているようだ。本当に安心した。ソージは懐からハンカチを出して、彼女の頭から頬ほおへと流れ出している血液を拭きながら言う。

「そうですか、良かった……。ですが一応お医者様に診みて頂き──」

　そこへ招かざる者の気配を感じて、ソージはゴクリと喉を鳴らして顔を上げる。

「また、お前らか」

　そこに立っていたのは、金色のマントと銀の軽けい鎧がいが目立つ《裁さい軍ぐん》だった。しかもつい最近会ったばかりの兵士が目の前にいることで、ソージの心臓は早鐘を鳴らしたかのように動いている。

（マズイ……この状況はマズイぞっ!?）

　先程アヴァルと一緒にいた生物が軍と言っていたが、《裁軍》のことだったようだ。

　冷酷な瞳。兵士から感じるのは明らかな侮ぶ蔑べつ。

「どうやら先日、私が忠告したことを理解できていないようだな」

「お、お待ちください！　これは決してお嬢様のおやりになったことではなくっ！」

「黙れ子飼い。何度も言わせるな。お前とは話していない」

　ソージは言葉を呑のむしかできない。反発するのは簡単。しかしそんなことをすればお嬢様の立場が益ます々ます悪くなる。どうすれば……いい。どうすればいいんだ！

　アスロンもフェムも、《裁さい軍ぐん》のソージへの扱いを見て言葉を失っているようだ。

「騒ぎがあって駆けつけてみれば、またも八や継つぎか。疫病神なのではないか、八継の血は」

　ギリッと歯を食い縛る。言い返したい……だけど……。

　震える拳に温かいものがそっと触れる。それは────ヨヨの手。

「お嬢……様……？」

「下がっていなさい、ソージ」

「ですが……、いえ……畏かしこまりました」

　一歩下がると、交代するように立ち上がった彼女が兵士と対面し、即座に頭を下げる。

「申し訳ございません。ですが、私は何一つ恥じぬ行動をいつも心がけております」

「何だと？」

「学園での騒ぎが収まったのも、ここにいる私の執事であるソージが奮闘してくれたお蔭かげでもあります。ですから、私の執事を二度と子飼いなどと呼ばないでくださいませんか」

「お嬢様……！」

　心が打ち震えるとはまさにこのことなのだろう。感動で言葉が出ないとはまさにこのことだろう。彼女の言葉で、先程までの怒りが嘘うそのように霧散していく。

　しかし逆に逆げき鱗りんに触れてしまったようで、怒りを露あらわにする兵士。

「どうやら、全然反省などしていないようだな」

　彼が懐から出した羅ら針しん盤ばんのような道具を見てソージは顔を真っ青にしてしまうが、お嬢様は表情一つ変えずに立ったまま。

「いざ、『贖しよく罪ざい紋もん』に裁きを────」

　刹那、ヨヨの首に刻まれている赤いバツ印が、黒いチョーカー越しに光る。だが最初に驚いて声を出したのは兵士の方だ。

「な……何な故ぜ立っていられる……っ!?」

　ヨヨは毅き然ぜんとした態度のまま、ジッと大地をその足で掴つかんでいるのだ。

（『贖罪紋』から伝わる痛みは激痛のはず。お嬢様は何故そこまで……！）

　大人でも、その痛みは凄すさまじいもので立っていられないほどの苦痛を強いられる。お嬢様曰いわく、焼けつくような痛みと苦しみが際限なく襲い掛かってくるらしい。

　以前もそのせいで倒れてしまった。それなのに、今は兵士を睨にらみつけたまま立っている。

「……さあ、私の執事に謝罪を……お願い致します」

　何て強く、何て優しい女の子なのだろう。今、彼女が痛みに耐えて立っているのは、自身のためではなくソージが侮辱されたから。

　涙が出てくるほど胸に熱い思いが込み上げてくる。

（オレは、こんなお嬢様だからこそ、支えたいって思えたんだ）

　ヨヨの気迫にたじろいだ兵士の背後から、大きな身体をした男性が現れて、その頭を小突いた。

「お前ら、さっさと状況整理に動け。何をちんたらしてやがんだ？」

「あ、そ、そそそそ総隊長殿っ!?　ど、どうしてこのような場所にっ!?」

　今の言葉と兵士が慌てる様で、相手がどれほどの人物かは何となく推測できる。四十代半ばほどだろうか、琥こ珀はく色いろの髪を短く逆立てた、彫の深い顔立ちをしたナイスミドル。持つだけでも一苦労しそうなほどの大剣を背に持ち、兵士たちを鋭い目つきで睨にらんでいる。

「うちの参謀野郎に後始末を任されたんだよ。最近お前らの仕事が遅いからってな。来てみれば、ぼ～っと突っ立って何をしてやがんだ？」

「い、いえ！　私たちはやるべきことを──」

「事情も何も知らねえくせに、子供を苛いじめることが《裁さい軍ぐん》のやるべきことだってか？」

「で、ですがこの者はですねっ！」

「いいからさっさと仕事しやがれ！　陛下に言って首にすんぞ首に！」

「そ、それだけはぁぁっ！」

　その場にいた兵士全員が、蜘く蛛もの子を散らすかの如ごとく散っていく。男は溜ため息いきを一つついて兵士たちを見送ると、顔をソージたちへと向ける。

「……悪かったな、うちのバカどもがよ。それと、子飼いってのは取り消すぜ」

　男からその言葉が放たれた瞬間、フッとお嬢様が力を失ったかのように倒れ込む。

「お嬢様っ!?」

　ソージは咄とつ嗟さに彼女を抱えると、

「ありがとうございます…………ヨヨお嬢様」

　慈しみの心をもって感謝をした。男は二人の様子を見て頬ほおを緩めると踵きびすを返す。

「大事にしなよその子を、執事くん」

「え、あ、はい。その、ありがとうございました」

　豪快に「カッカッカ」と笑いながら去っていく。

（凄すごい存在感を放つ人だな。とても大きい）

　まるで包み込むような穏やかなオーラを感じた。その密度の濃さは目を見張ってしまうほどである。巨大な岩、あるいは山のような印象を伝えてくる。

（あんな人もいるんだな……）

　軍に対していい思いは一つもないし、本当なら感謝などしたくはないが、あの人は素直に感謝してしまえる不思議な魅力を持っている人物だった。

「あ、あの……ソージ？」

　フェムの少し怯おびえたような声音が聞こえる。ソージはそのままヨヨを抱えて立ち上がると、彼女たちに背中を向けたまま、

「も、申し訳ございません。お嬢様をお医者様にお診みせしたいので。……今日は、ご迷惑をおかけ致しました」

　後ろ向きに一礼をしてから早足でその場を去る。今、アスロンとフェムの顔を見る勇気が湧かない。鬼おに化かしたことで怯えさせてしまったはず。

　きっともう人としては見てくれないだろう。そんな思いが胸中に込み上げる。

　もし今、アスロンたちの恐怖に怯おびえた顔を見てしまったら、さすがに辛つらいと思ったので逃げるように去ってしまった。







　学園へやって来た《裁さい軍ぐん》によって『贖しよく罪ざい紋もん』を発動させられ、ヨヨが意識を失ってしまった。

　慌てて学園を出て屋敷へと運び看病をすることになったが、なかなか彼女が目を覚まさないので、屋敷の者たちも、皆が心配で仕事も手につかないといった状況。

　執事長のバルムンク・グリッドが手配した医者に、今回は長時間激痛に耐えていた反動で、しばらく寝込むかもしれないと言われて益ます々ます屋敷に陰りが出る。

　ソージはヨヨが目を覚ますまで介抱することにした。

（それにしてもいつ見ても思うけど、相変わらず、可愛かわいらしい部屋だよな）

　彼女のベッドの周りには様々なぬいぐるみがたくさんある。これは全部ヨヨが手作りしたものだ。

　ソージの執事服と学園の制服についている赤い羽根をモチーフにしたアクセサリーも、彼女が初めてソージのために作って、誕生日にプレゼントしてくれたものなのだ。

　本人は大人っぽい自分が、可愛いもの好きなのが似合わないと思っているのか、他人に隠そうとしているが、全然隠し切れていない。可愛いものを見ると、無意識に頬ほおが緩んでいるのに気づいていないのだろう。フェムやアスロンも気づいている。

　そういうところもまた可愛いご主人様の魅力の一つなのだが。

　棚には獣耳がついた帽子が大切に置かれている。これは以前、ソージが街で見かけた服屋で見つけたもので、彼女が喜んでくれると思って、プレゼントしたものだ。ちなみに彼女の好きな〝モモチュー〟という獣族の頭部分を模かたどった帽子である。

　彼女も気に入って、寝る前に被ってくれているようだが、一度その姿を写真に収めたい。そして部屋に飾っておきたい。きっと癒いやしになるだろう。

「う……」

「お嬢様っ!?」

　ベッドの上で呻うめき声を上げる彼女の手を握る。とても細く柔らかい手。この手に、多くの『鬼おに堕おち』してしまった者たちや、鬼おに化かに苦しめられている者たちの運命がかかっていると思うと、切なくなってくる。

　コンコンとノックの音がする。返事をすると、ソージの妹であるフラム・アルカーサが部屋へと入って来た。

「お兄ちゃん、ヨヨ様は……大丈夫？」

　いつもは穏やかな微笑ほほえみを絶やさない彼女も、今はヨヨが心配で笑顔が消えている。

「心配をかけてすみません。ですが、お嬢様もじきにお目覚めになるはずです」

「そう。良かったぁ。あ、洗面器の水、新しいのに替えて持ってくるね」

　彼女の気遣いに「ありがとうございます」と言うと、フラムはニッコリ笑ってくれた。

　ヨヨの顔色が、先程より少し良くなってきている。ソージは視線を彼女の顔から首元へと移す。そこには赤いバツ印が刻まれている。

（お嬢様……）

　ソージは彼女に近づくと、その手を取る。

（本当に細い手だよな……でも、この手のお蔭かげでオレは……オレとフラムは助かったんだ）

　あの時のことを思い出す。この世界で生まれて、お嬢様と出会い────。

　そして彼女をずっと支えて行こうと思った過去を────。







　前世の記憶を持って生まれたソージには、前にはいなかった妹という存在が傍そばにいた。とても可愛かわいくて、目に入れても痛くないほどの少女。

　そのフラムだけでなく幼おさな馴な染じみというものも同時にいた。それがヨヨお嬢様だ。

　彼女の母親と自分の母親のカイナが学園の同級生で親友同士だった。その関係もあり、よく家族ぐるみで【日ひノの国くに】へ出かけたり、食事を楽しんだりした。

　幼い頃の彼女は、今と同じ理知的ではあったが、年相応によく笑う女の子だった。フラムとも仲が良くて、いつもおままごとでは、何な故ぜか二人で夫役であるソージの妻役をやっていたのは不思議だったが。

　三人で川に入って遊んだり、森を散策したりと、いろんなことを経験した。

　ソージは、前の人生の時、自分が死んでしまったせいで幼馴染に迷惑をかけた分、第二の人生での幼馴染には迷惑をかけないようにしようと心がけていたのだ。

　だけど、ヨヨは聡さとい子。結局いつも何か失敗するのはソージの方で、フォローをしてくれるのは彼女の方だ。

　不ふ甲が斐いなさを感じながらも、ソージはそういう間柄を心ここ地ち好よく感じていた。三人で一緒に成長して、もっともっと面白い体験ができればいいと思っていたのだ。

　一度失ってしまった家族。ソージは温かい家族ができたことに本当に感謝していた。

　父親は残念ながら、ソージが三歳の頃に死んでしまったらしくよく覚えていないが、それでも彼女の父親であるジャスティンや、執事長のバルムンクが父親のような接し方をしてくれていたので不満などない。

　ヨヨの母親である希き姫きも、まるで息子のように可愛がってくれる。それがとても嬉うれしい。家族ぐるみで楽しいことをいっぱいした。だから信じていた。

　今後もずっとこういう幸せが続くのだろうと────。

　しかしある日、その【日ノ国】に災いが降りかかることになる。

《大災害》──希姫が研究していた《蒼の秘石フアースト・ブルー》の暴走により起こったとされている近年で最も大きな人工的な災害。

　その結果、【日ノ国】に住む者たちが、全員『鬼おに堕おち』してしまう事態が起きた。

　最初は何が起きたか分からなかった。カイナの仕事の都合で、ソージとフラムは、しばらくの間、希き姫きに預けられていたのだ。

　こういうことは結構あったので、いつも通り【日ひノの国くに】の街でヨヨとフラムを含めて三人で遊んでいた日のこと。

　晴れ晴れとしていたはずの空が曇天に変わり始めた。

（雨でも降るのかな？）

　それにしてはあまりにも急な天気の変化だったが、別段気には止めていなかった。しかし突然、まるで幾つもの雷が一斉に落ちたような轟ごう音おんが鳴り響く。

　思わずソージたちは身体を縮こませ、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

「……おかあさん？」

　不意に傍そばにいたヨヨが、何かを感じたかのように呟つぶやくと同時に走り出した。

「え、あ、ええ!?」

　いきなり走り出した彼女に面食らったが、フラムの手を引き追いかける。どうやら彼女が向かいたかったのは希姫の研究施設のようだ。

　研究施設といっても、自宅を改造して作りあげたこぢんまりとしたもの。

「な、何かこわいよぉ、おにいちゃん」

　フラムの言う通り、何な故ぜか研究室が不気味に感じて足を踏み入れたくないと思った。

　ヨヨもそうなのか、強こわ張ばった表情のまま固まっている。

（何だよ、あの研究室の屋根から出てる黒い靄もやは……）

　不気味な靄が天へと昇っている。その靄を見ると、心がざわつく。見続けてはならないと本能が教えてくる。

「ソージ……」

「おにいちゃん……」

　キュッと服を掴つかんでくるヨヨとフラム。ヨヨは前だけを見据えている。

（怖い。怖いけど……）

　男としてはここで引き下がるわけにはいかない。意を決して進むんだ。

　室内の灯りが消えていることがすでにおかしかったが、それでも希姫がいる部屋へと向かう。すると部屋の中には驚くべき光景が広がっていた。

　室内は台風でも通り過ぎたかのようにグチャグチャにされており、バルムンクが何者かと対たい峙じしている様子が目に映る。

（虎……柄の……ローブ？）

　全身を虎柄のローブで覆い隠した何者かがいた。初めて見る存在。

　また部屋の中心では、柱状になった黒い靄が天井を突き破っている。

（何か……ある？）

　その靄の中に、蒼あおい光を放つ物体を発見。それが何なのか、ソージにもすぐに理解できた。それは希姫が人生を懸けて作ろうとしている《蒼の秘石フアースト・ブルー》の複製品だ。

　この前も一つ作り、それを娘ヨヨへお守りとして持たせているのを知っている。

（な、何でアレが宙に浮いてんだろ……？）

　分からないことだらけ。前に見た室内の雰囲気と違い過ぎて呆ほうけてしまう。

「おかあさんっ!?」

　ヨヨの叫び。意識は声によって動かされ、彼女の視線を辿たどる。そこには苦しそうに蹲うずくまる希き姫きの姿があった。バルムンクも「ヨ、ヨヨ様!?」とソージたちが来ていたことに気づいたようで驚いている。

（何で、希姫さんが倒れて……！）

　他にも希姫の研究を手伝っている者たちも倒れている様子が確認できる。

（何なんだよ……これ？　一体何が起きてんだよ！）

　どうしてこのような事態が起きているのか理解が及ばない。すると虎柄ローブの人物がゆっくり歩を進める。だがその足を希姫が掴つかむ。

「に、逃げなさいっ！」

　必死の形ぎよう相そうで彼女が叫ぶ。

「バルッ！　もうすぐ暴走してしまうわっ！　早くその子たちをっ！」

「し、しかしっ！」

「早くしなさいっ！　バルゥッ！」

　バルムンクはギリッと悔しげに歯を噛かみ鳴らすと、キョロキョロと顔を動かし、小さなバッグを懐へと収めると、ヨヨを右脇に、フラムを左脇に抱えた。

「ソージ殿、背中に！」

「え……で、でも──」

「お早くっ！」

「あ、は、はいっ！」

　彼の剣けん幕まくに反抗することなどできず、背中におぶられる形になる。そのまま部屋を出ていくバルムンク。

「おかあさぁぁぁぁぁんっ！」

　ヨヨがバルムンクの腕の中で叫んでいる。ソージも彼の背中に張りつき、フラムも彼女と同じくバルムンクの腕の中。外へ出ても彼の動きが止まらない。

　空を見れば黒い靄もやが空を覆い、そこから見たこともない黒い稲妻となって降り注ぎ始めた。周囲からは悲鳴が轟とどろく。

「バルッ！　おかあさんが！　おかあさんがっ!?」

「申し訳ございませんヨヨ様！　ですが今はこの国から脱出しなければならないのです！」

　ソージたちを抱えて彼は【日ひノの国くに】から脱出しようとしているのだ。それはきっとあの黒い稲妻から逃げているのだろうと思い、漠然とソージは空を見上げていた。

　普通の雷ではなく、この世の負のエネルギーを凝縮させたような真っ黒い雷。そしてその雷の発信地が、希き姫きの研究所だということも知っている。

　何か良くないことが起きていることは理解していたが、あまりにも想像とかけ離れた現象に思考が止まってしまっていた。

　フラムも怯おびえた様子で押し黙っており、ヨヨはずっと叫び続けている。

「もうすぐ船ですぞ！」

　バルムンクが用意していた船が見え始めた頃、空から何かが降り注ぐ。気づくと黒い雷がソージの右肩とフラムの左足を貫いていた。凄すさまじい放電が襲い掛かってくる。

（く……苦しい……っ!?）

　息ができなかった。目の前がスパークし、視界が暗転。

　衝撃によりバルムンクが転倒し、ソージたちも大地に転がる。

　雷に貫かれた時、全身に走った激痛は一生忘れられないだろう。まるで身体の中が燃やされているかのような感覚。それはきっとフラムも同様だったはず。

　熱くて、痛くて、気が狂いそうだ。

　またその痛みによって理性が消し飛び始めているのを感じる。同様に地面に横たわり苦しんでいるフラムに手を伸ばすが、その手を見てソージは愕がく然ぜんとした。

　赤黒い肌。鋭い爪。明らかにそれまで自分が持っていた手ではない。

（な……何だこれ──っ!?）

　叫びたいが、喉が焼かれているみたいで声が出せない。

　ただ自分はこれで死ぬのだと直感で分かった。せめて傍そばにいるヨヨだけでも、こんな辛つらい思いはさせたくない。一刻も早くここから逃げてほしい。

　彼女は泣きそうな顔でソージを見つめている。

「にげ……で…………っ」

　必死に絞り出した後、意識が闇に沈んだ。







（けど、目が覚めた時、オレの手は元に戻ってた）

　ソージはベッドの上で静かに寝息を立てているヨヨを一いち瞥べつすると、自分の右手を見る。

（最初は夢なのかって思ったんだよな）

　目覚めてみるとベッドの上だったが、フラムも隣で可愛かわいらしい寝顔を見せていたから。

（だからあれは夢なんだって思ってた……？）

　だがその後、見舞いにきたバルムンクに尋ねてみた。そしてヨヨが、唯一残されていた希姫の形見とも言える疑似《蒼の秘石フアースト・ブルー》を使って戻してくれたことを知る。

　彼女は涙を流して自分たちの生還を喜んでくれた。無意識にソージも涙を流していた。

（そん時からだろうなぁ……）

　ヨヨという一人の女の子を、生涯かけて支えようと思ったのは。

　彼女の夢である《蒼の秘石フアースト・ブルー》の完成を支えようと思ったのは。

　前世から得意だったお世話スキルを生かした執事として──。

　そうすればずっと傍そばで仕えることができる。彼女の隣でずっと。

（感謝してもし切れないくらいの恩があるんだ。いや、それだけじゃない。オレだって、希き姫き様を救いたい）

　偽りのない想おもい。もう一人の母親とでも呼ぶべき存在の彼女を──【鬼灯ほおずき島じま】のどこかにいるはずの彼女の心を取り戻してあげたい。

　そしてまたいつか、家族全員でピクニックでもしたいんだ。

（そうですよね、お嬢様）

　ピクリと動く彼女の手を優しく両手で包む。

　ゆっくりと彼女の瞼まぶたが上がっていく。

　ソージは心からの笑顔を浮かべてこう言う。

「おはようございます、ヨヨお嬢様」

　すると彼女は優しげに笑みを浮かべながらこう返してくれた。

「ふふ、まだ朝じゃないでしょ、ソージ」

「そうですね。……ところでお嬢様」

「……どうしたのかしら、そんな真剣な顔をして」

「お嬢様、できればもう二度と、今回のようなことをなさらないでください」

「え……」

「お嬢様が私のために、《裁さい軍ぐん》に物申したこと、凄すごく嬉うれしく思いました。ですが、お嬢様がお倒れになって、肝が冷える思いをしました。あんな危険な行為は二度としないでください」

　少し言葉尻を強めて突きつけるように言う。執事としては失礼な物言いだろうが、彼女の幼おさな馴な染じみとして注意をした。

「ソージ…………ごめんなさい」

　自分が迷惑をかけたなら、こうしてしっかり謝る。それが彼女の美徳だ。

「こちらこそ、出過ぎたことを申しました。申し訳ございません。ですがどうか、私を不安にさせないでください」

　ソージは持ってきていた桃を、橙トウ炎エンで創ったナイフで皮を剥むき、食べやすいように一口サイズに切り分け、今度は橙炎を爪つま楊よう枝じの形にして桃に刺してからヨヨへ手渡す。

　ヨヨがそれを受け取り一口食べてから、クスリと笑う。

「ふふ……でも少し驚いたわ」

「え？　何がですか？」

「だって、いつもあなたに注意するのは私の役目だったもの」

「あ……すみません」

「ううん。……ねえ、ソージ」

「は、はい」

「……いつもありがとう」

「お礼など仰おつしやらなくとも大丈夫です。私は、ヨヨお嬢様の執事ですから」

　今までも、そしてこれからもずっと────。







　ヨヨが目を覚ましてくれて本当に良かった。怪け我がも大したことはない。

　しかし今日は大事をとって、そのまま眠ってもらうことにした。彼女も素直に言うことを聞いてくれて、今はベッドの中で休んでいるだろう。

（今日はいろんなことがあったからな。特に《裁さい軍ぐん》に会ってしまったのが、一番お嬢様にとっては負担になってしまった……）

　ソージは最後に屋敷の見回りをしながら、今日の出来事を振り返っている。

（いつになったら、『贖しよく罪ざい紋もん』からお嬢様を解放することができるんだろうか……。そもそも皇帝の命令ってのが腹立つよなぁ。テッペンにいる奴やつの命令なんて、そいつ自身をどうにかしなきゃ無理に決まってんじゃないか……）

　この世を支配している存在が一度決めたことを覆くつがえすのは容易なことじゃない。

（やっぱり、まずは希き姫き様の無実の罪を晴らす方が先なのかなぁ。それとも、お嬢様が皇帝をも納得させるほどの大業を成す方が良いのか……。どっちにしろ、どっちも険し過ぎる道には違いないよなぁ）

　厨ちゆう房ぼうに入り、鍵の閉め忘れがないかチェックする。

「よし、ここもＯＫと」

　これで全部確認して回った。今日はソージも疲れた。

（連戦だったもんなぁ。まさか鬼おに化かまでするとは思わなかったけど）

　思い出すのはアスロンとフェムのこと。幸いなことに、その場には彼らしかいなかったので、鬼化できることを知っているのは、学園の中では彼らと学園長のオルジットだけ。

　ただもしアスロンたちがソージのことを恐怖の対象と捉えて、周りに言い触らせば瞬く間にソージは追い詰められてしまうだろう。そのせいでヨヨにまであらぬ誤解が及ぶかもしれない。

（その時は、学園を去るしかない……か。いや、そんなことをすればお嬢様が一人になってしまうし……）

　……ジレンマである。結局のところ、アスロンたちを信じるしかできることはない。だけどやはり怖いものは怖い。友達と言ってくれてはいたが、鬼になったソージを、それでも変わらない目で見てくれるか…………それは謎だ。

（今は考えても仕方ないか……答えは明日、学園に行ったら分かる）

　自室へと戻り、着用している燕えん尾び服をハンガーにかけると、ラフな格好になってからボキボキと肩を回しながら窓へと向かう。

　外はもうすっかり暗くなっている。天を仰げば、日本にいた時に、当たり前に見ていた時の数倍も大きな月が、大地を優しく照らしている。

「日本……かぁ」

　最近よく前世のことを思い出す。いや、正しく言えば、朝あさ倉くら想そう二じだった自分の傍そばにいつもいた一人の女の子のことだ。

「やっぱりヨヨお嬢様が幼おさな馴な染じみだからかなぁ」

　思い出すのは、そういう共通点があるからかもしれないと何となく思う。

「向こうじゃ、オレの墓とかあるんだろうなぁ。はは、まったく想像できないな。アイツ……真ま雪ゆきの奴やつ、墓参りとかしてくれてるのかな」

　正義感が強く、誰にでも優しく、太陽のような笑顔が特徴の女の子。お嬢様とはまた違った魅力を持つ幼馴染────天あま川かわ真雪。

「もう会うことはできないけど……。もし会うことができるなら、やっぱ……謝りたいよなぁ」

　きっと泣きながらも、「想くんのバカ」って言って許してくれる気がする。

　ソージは窓を開け、しばらく前世の記憶に思いを馳はせて、ジッと空を見つめていた。












　突然だった──。

（こ、ここは……どこ？　さっきまで想くんのお墓参りをしてたのに……！）

　死んだ幼おさな馴な染じみの墓参りを友達と一緒にしている時に、急に現れた魔法陣。光に包まれ、気づけばそこは知らない場所だった。

　床には巨大な魔法陣があり、その上に自分と友達はちょこんと腰を下ろしたまま、現況を理解できずに呆あつ気けに取られて固まっていた。

「突然のことで混乱していると思うが、まずは名前を聞かせてもらえないか？」

　明らかに日本人ではない風貌。紫色の髪をしている人なんて初めて見た。その人が近づいてきて質問を投げかけてくる。

　丁寧な口調で相手が喋しやべったので、親友は少し落ち着いたのか先に口を開く。

「セイ……わ、私はその……ほ、ほ、星ほし守もりセイラ……で……す」

　彼女は茶髪でウェーブがかかった髪を肩まで伸ばしている。透き通るような碧へき眼がんと、小動物のような弱々しい雰囲気が特徴的だ。

　セイラとは想そう二じが眠る墓の前で出会った。想二が命を懸けて救った少女である。出会った頃は戸惑うことも多かったが、今では一番仲の良い無二の親友という間柄だ。

「ふむ。して、お主の名は？」

　今度は自分の黒い瞳へと視線を合わせてくる。よく周りから美しいと言われる黒髪が、肩からハラリと落ちると同時に、静かに口を動かした。

「あ……ま……き……」

「は？　すまないが、もう一度、言ってくれるか？」

　どうやら思った以上に声が出ていなかったようだ。再度大きな声で名乗る。

「────天あま川かわ……真ま雪ゆき」

　今度は聞こえただろう。目の前にいる男性も頷うなずきを見せた。

「あ、あの……ここは……？」

　真雪は夢なのかもしれないと思いつつも、少し冷たさを感じさせる相手に尋ねる。

「ここは……いや、この世界は────」

「……え？」

　彼の言った言葉を正確に頭の中で処理できたわけではない。あまりにも理解不明なことが起きて整理できない真雪は、何とか心を落ち着かせるために男性が口にした言葉をそのまま呟つぶやいた。

「────ニューブルー……？」




　この時が、想二……いや、ソージと同じ世界に、天川真雪が降り立った瞬間であった。






　エピローグ









　翌日、ヨヨの体調も良くなっており、一緒に【ピースウィル学園】へと向かった。

　学園に入ると、ソージは僅わずかに息を呑のむ。それはやはり昨日の夜に考えていたことに起因する。それはアスロンたちが、ソージの鬼おに化かをどう扱っているか──だ。

　仮に話が広がっていれば、生徒たちから恐怖の目で見られるだろう。だが視線はいつものように、ヨヨへと向けられるものばかり。ソージに対してはほとんど感じない。

（これは……オレの鬼化の話は広がってない？）

　ホッと息を吐く。これでまだヨヨと一緒に学園に通うことができると思い安あん堵どする。だがそこへ一人の少年が目前に立つ。自然とソージたちの足が止まる。

「……ナイザー・バージニア……」

　ヨヨが目を微かすかに細めて突然現れたナイザーを見つめる。向こうは目を若干吊つりあげて睨にらんできていた。周りの生徒たちも、足を止めて息を呑んで見守っている。

（おいおい、ここでまたやるっていうのか？）

　ソージがすさかずヨヨの前に立つと、同時にナイザーが驚くべき行動に出た。グルンと踵きびすを返したかと思うと、背中を向けたまま喋しやべり出す。

「きゅ、救護医の先生に聞いた」

「……はい？」

「お、俺を助けてくれたんだってな……」

「…………！」

「け、けど勘違いするなよ！　俺は別に助けてほしいって言ったわけじゃない！」

　一体何が言いたいのかサッパリだ。だが次に彼から発せられた言葉に唖あ然ぜんとする。

「……あ、ありがとな……」

　……え？　今何て言った……？　ありがと……？

「あ、あと学園長がお前らに話があるって言ってたぞ！　それだけだ！」

　耳を赤く染めながらナイザーは無愛想に去っていく。

「な、何だったのでしょうか……？」

「さあね。でも、彼は心まで鬼ではなかったということよ。多分ね」

「は、はぁ。そうなのでしょうか」

　男のツンデレはあまり嬉うれしいものではないけれど……。

「そんなことより、彼が言ったように学園長に会いに行きましょう、ソージ」

「畏かしこまりました」

　ナイザーの変わり様は気にはなるが、何となく彼が良い方向に変わったということは伝わってきた。それがヨヨのお蔭かげだということも。

（こうやって、少しずつ変えていけたらいいかもな）

　学園長室へと向かうと、そこにはフェムとアスロンもいた。昨日の出来事で、恐らくソージのことを恐怖の対象として見ることになるだろうなと思って胸が締め付けられる。

（……やっぱりかなり気まずいよな）

　昨日は逃げるように去ってしまったのだから余計にだ。ソージたちの登場にギョッとなったアスロンだが、すぐに笑みを浮かべて肩をバンッと叩たたいてきた。

「な～に辛しん気き臭くせえ面してんだよ！」

「……え？」

「ったく、いろいろ聞きてえことがあったってのにサクッと帰りやがってよ。なあフェム嬢？」

「そうね。と、友達に説明もなしに消えるなんて、信じられないわよまったく！」

「え……で、ですが私は鬼おに化かができて……」

「それがどうしたってんだよ？　ならお前は俺らを襲うのか？　違ちげえだろ？」

「そ、それはそうですけど……」

「なら何の問題もありゃしねえ。それにお前らのことは学園長に少し聞いたしな」

　ヨヨと一緒にオルジットに顔を向けると、彼女は苦笑する。

「悪いわね。でも彼らならきっとあなたたちを分かってくれると思ったから。迷惑だった？」

　彼女の目から見ても、彼らなら話してもいいと思ったのだろう。

（そうか、それでも受け入れてくれるということなんだな）

　何だか心がポワッと温かいものに包まれる気分になる。

　ヨヨと顔を見合わせると、同時に呆あきれたように笑みを浮かべた。

「ありがとうございます、アスロン、フェムさん」

「感謝するわ、アスロン、フェム」

　やっぱり彼らは最高の友人たちだ。心からそう思う。

「ふふふ、良かったわね。さて、あなたたちを呼んだのは他でもないわ。これを見て」

　オルジットから見せられたのは──一枚の紙。

「差出人は、アヴァル・ゼットという名前よ」

「アヴァル・ゼット!?」

　まさかここでその名前が出てくるとは────。

「内容はいずれこの学園を呑のみこんでやるといった宣戦布告よ」

「彼らの目的は仲間を増やすこと。……『鬼おに堕おち』させることができるのは《魔ま核かく》を持つ者だけ。そしてこの学園にはその条件を満たす者が大勢いる」

「そう、ヨヨの言う通りよ。彼らはどうやらこの学園に目をつけたようね。しかももう一枚あるんだけど、これはソージ、あなたによ」

　ソージは「私に？」と言いながら、紙を受け取り中を確認してみる。




『ソージ・アルカーサ、次に会った時は本当の鬼おに化かを見せてやる。楽しみに待っていろ』




　つまり彼もまたソージ同様に鬼化ができるということ……なのかもしれない。

「どうやら学園は厄介な連中に目をつけられたみたいなのね。そこで、鬼を撃退したあなたたちに《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》に入り、治安を守るために力を貸してほしいのよ」

　思わぬ要請がオルジットからやって来た。どういう魂胆なのだろうか……。

「実際ね、《学園守護会》の人数が少ないのよ。今回も、ジェドが作り出した氷人形から生徒たちを守るだけで手一杯だったし、例の失踪事件のこともあるわ。今後もこういうことが起きるのなら、優秀な人材を確保するべきだしね」

「今までは少数精鋭でもやっていけてたってことらしいわよ」

「けど、今回のように少数だと手が回らない事態があるから、俺たちにも手伝ってほしいんだってよ」

　オルジットの言葉に、フェムとアスロンが続けて補足してくれた。

「ですが学園長、一年生からの《学園守護会》入会は今までにはなかったはずです。しかも残念なことに、私とお嬢様は外聞が良くありません。他の方々から不満の声が上げられることを危惧しますが？」

「確かにソージの懸念は尤もつともね。けど、これはと～っても良いきっかけになると思うのよ」

「きっかけ……ですか？」

「ええ。今回の事件、解決したのはあなたたち四人ということになってるわ。もちろん見てた者はほとんどいないから噂うわさでしかないけど。それでもすこ～しは生徒たちの見る目が変わったはずよ」

　本当に少し変わったのだろうか……？　いや、それはナイザーが証明しているか。

「私にできることはこれくらいなの。悔しいけど、世の風潮はいまだ根強いわ。けれど、あなたたちの行動で救われた人たちは必ずいる。そしてそんな人たちが、学園の風潮を変えていってくれると私は信じてるのよ。もちろん私もできることをするわよ！」

　確かにこれは良いきっかけになるかもしれない。今回のことで、たとえ噂でもお嬢様やソージのお蔭かげで学園の秩序が守られたことを知れば、少しは彼女の評価も変わるだろう。

（まあ、そんな簡単な話でもないとは思うけど……少しでもヨヨお嬢様への蔑べつ視しが減るのならそれもいいかもしれないな）

　ソージはヨヨの黒く輝く瞳を見つめながら頷うなずくと、彼女もまた微かすかに顎を引く。

「分かりました。謹んでお受けさせて頂きたいと思います」

「ホント!?　あ～良かったぁ～。あ、他の子たちは？」

　オルジットがアスロンとフェムを見ると、フェムは乗り気ではあるが、アスロンは苦々しい表情をしている。フェムが提案を呑のんだ後、オルジットがアスロンに確かめると、

「悪い学園長先生、俺は止めとくわ」

「……そう、それは残念ね。でもま、気持ちは分からないでもないかな？」

「どういうことですか？」

　気になったので聞いてみる。オルジットが肩を竦すくめながら答えてくれた。

「実はね、《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》には彼にとって気まず～い二人がいるのよぉ」

「二人？」

「ああ、そっから先は俺が説明するよ学園長」

「あらそう？　じゃあお願いね」

「えっとお前ら、《学園守護会》の担当顧問が誰か知ってっか？」

「いいえ、存じ上げませんが」

　だがそこでフェムがハッとなり「なるほどね」と呟つぶやく。

「フェム嬢は知ってるみてえだな。担当顧問はさ…………俺の母さんなんだわ」

　あ～なるほど。それは確かに気まずいかもしれない。関係をずっと黙っていた彼のことだから、それはよく分かる。彼女のような真まっ直すぐな人が顧問というのであれば、《裁さい軍ぐん》と繋つながっているという話はやはり噂うわさでしかないのだろう。しかし、もう一人というのが気にかかる。

「アスロン、もう一人……というのは？」

「ん？　ああ…………俺の兄貴だよ」

「え？　アスロンにお兄さんがいたのですか？」

「いたんだよなぁ、これが。しかもクソがつくほどの真面目で頭でっかちな秀才野郎がよ」

　どうやらその兄と彼との関係はあまり芳かんばしくなさそうだ。言葉の端々からは、嫉妬心が隠そうともせずに現れてきている。余程優秀な人物なのだろう。

「そういうことで、俺はお断りしま～す」

「そんなことを言わずに、せっかくですから一緒にやりましょうよ、アスロン」

「う～ん……けどなぁ……」

「私はアスロンも一緒だと心強いのですが」

　本音だ。彼がいれば楽しさも倍増すると思うし、何より信頼できる者が傍そばにいるだけで力になる。今回の戦いでも、それを強く認識することができた。

「お嬢様もフェムさんも、アスロンがいた方が嬉うれしいですよね？」

「そうね。何だかんだいっても友人だもの。でも変態だし、考え直した方が良いかしら？」

「ん～……アタシはこんなセクハラバカがいない方がいいと思うんだけど……」

「ほら、アスロン、お二人ともがあなたを絶賛御所望ですよ？」

「お前どんな耳してんだよっ！　二人とも否定する気満々じゃんかっ！」

　あれ、そうだったかな、と思わないでもないが無視。

「まあまあ、一緒にやりましょうよ。お嬢様もフェムさんも、それで構いませんよね？」

「そうね。変態なのは治らないでしょうから諦めましょう」

「う、うん……まあソージが言うんなら聞いてやらなくもないわよ。けど一言でもセクハラ発言する度に去勢させるからね！」

「良かったですねアスロン。これで気がねなく一緒にやれます」

「良くねえよっ！　俺のアイデンティティが奪われようとしてるんだぞ！　しかも去勢は何度もできねえからぁっ！　あとヨヨ！　変態変態って地味に心が痛いしィッ！」

「大丈夫ですよアスロン」

　ソージは穏やかな笑顔を彼に送り、肩にポンと手を置く。

「あなたは変態ですし、もし去勢されてしまったのなら、それが運命なのですから」

「良い顔で何おっそろしいこと言ってんだよっ！　俺は犬猫じゃねえんだぞっ！　つうか変態って言うなっ！」

　単純さでは犬猫に負けてないと思うけど。本当に去勢されたらそれはそれで……笑える。

「アハハハハハハッ！　もうサイコーッ！　あなたたちなら、いいチームを作れるわよ！　あ～お腹なか痛い～」

　突然腹を抱えて笑い始めたオルジットに対し、恥ずかしげに互いに顔を逸そらす四人。アスロンがボリボリと頭をかきながら、

「しゃあねえな、そこまで言うんなら付き合ってやんよ」

　良かった。彼が傍そばにいるなら心強い。いや、彼だけじゃない。フェムもまた、鬼おに化かのことを知りながらも一緒にいてくれる。異端な自分を受け入れてくれる彼らの優しさが心に染み渡って────本当に嬉うれしい。

　これで全員が《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》に入ることができた。今後は大っぴらに行動することになるだろう。そこには反発も出てくるはず。しかし諦めるわけにはいかない。

　命を懸けて学園や生徒を守ったソージたちに、生徒たちも少しだけだが考えを改めてくれたはず。まだまだ根強い悪評はあるが、それでも《学園守護会ピースウイル・ガーデイアン》に入って生活することで、それが変わっていくのではないかと期待してしまう。

　簡単ではないだろうが、お嬢様ヨヨと一緒に歩いていけるなら、いつか光に溢あふれた道を突き進むことができると信じられる。

（努力はきっと実を結んでくれるって信じるんだ）

　そしてソージはもう一つ聞きたかったことがあったのでオルジットに尋ねることにする。

「学園長、ジェド先生のことなのですが……」

「え……あ、そうね……」

　彼女の顔に陰りが見える。やはり思うところがあるようだ。

「申し訳ございません。結果的に救うことができませんでした。私が自らの手で殺してしまいましたから」

「ううん、あの状態になったら、もう元には戻れないって知ってるわ。それにあのまま放置すればもっと被害が出てたし、ソージは学園を守ってくれたのよ。気にしないでいいわ」

「いいえ、彼は人間を敵視して鬼に加担する人物ではありましたが、同じ人間でした。私は彼の命を奪ったことを決して忘れは致しません」

　どんな理由があるにせよ、人の命を奪ったことは間違いない。初めての殺人というわけではなかったが、それでも彼の命を背負わなければならない。

　殺しを当たり前にしないようにも。自分はずっとそうやって背負い続けてきたのだから。

「あと一つ、例の生徒失踪事件も、彼が起こしていたと自ら口にしていました」

「っ!?　…………そう、分かったわ。学園の長としては、原因が取り除かれて喜ぶべきなんでしょうけどねぇ」

　人が死んでいるのだから、素直に喜べないのは分かる。

「……お聞きしたいのですが、彼はどういった経緯で学園に？」

「彼が優秀な知識を持っていたのは本当よ。それは彼の授業を受けていたあなたたちなら分かると思うけど」

　知識も豊富で頼られる教師だった。かくいうソージも彼の授業は面白いと思っていた。

「教師を採用するのは、私が直に面接して決めるんだけど……。まさかジェド先生にあんな闇が潜んでいるなんて考えもしなかったわよ」

　人当たりが良く、表面上では人気のある人格を装っていたのだから見分けなどつかなかったのも不思議ではない。

「もし気づいていれば、何かしらの対応ができてたんだけどね。はぁ、もし父ならこんな不始末はなかったんだろうけどなぁ」

　遠い目をしながら後悔の念を込める発言をするオルジット。彼女の父とは前の学園長だ。今は理事長の役職に就いている。ソージも一度くらいしか見たことがない。

「これからは採用にも一ひと際きわ気合入れなきゃね！　ウンウン！」

　挫くじけないのが彼女のいいところ。鼻で息を吐き出した後、

「用件は終わりよ」

　そう言われたので、ソージ以外の三人が部屋から出ようとする。

「お嬢様、それに学園長、少し大事なお話があるのですが……」

　その言葉に誰もが足を止めてソージを見つめてくる。真剣なソージの顔を見たオルジットも真面目な表情で、

「それって三人だけでしか話せない内容？」

　と、聞いてきたので頷うなずきを返す。こればかりはアスロンたちにも安易に話していいものかどうか迷っている。二人には申し訳ないが……。

　アスロンたちも一瞬キョトンとしたが、すぐに笑みを浮かべると手を振りながら、

「んじゃ、先に教室で待ってるぞ、ソージ、ヨヨ」

「は～疲れたわね～。それじゃね二人とも」

　学園長室から出て行った。彼らの気遣いには本当に頭が下がる。

（いつか話せるようなら話すよ、二人とも）

　話とは、アヴァルがヨヨについてソージに言った言葉。オルジットに尋ねる。

「シンラバンショウというものについて、お聞きしたいのですが」

　ソージは見た。その時、明らかにオルジットの表情が難しそうに歪ゆがんだのを。ヨヨは気絶していたからその言葉を知らないだろう。しかし隣に立つ彼女は小さな声で、

「シンラ……バンショウ……？」

　と呟つぶやいていた。必死に思い出す感じで噛かみ締めるような言い方だ。

　やはり彼女はまだ自身の魔法についてよく分かっていないようで、手掛かりの言葉を何度も頭の中で反はん芻すうしているような表情をしている。ソージに直接聞き返してこないということは、何かしらその言葉に感じるものがあるのかもしれない。

　昨日の内に教えられれば良かったのだが、どうせオルジットにも確かめようと思っていたので、二度手間になりそうだと判断して結局は話さなかった。まあ、昨日は昨日で彼女も寝込んでいたからという理由もあるのだが。

「お嬢様が鬼たちの心の声を聴くことができるのは、その力に関係するのでは？」

「…………その名をどこで知ったの？」

「アヴァルがそう漏らしておりました。ですが、彼もまだ確証はないと……」

「そう……」

　確実に何かを知っているような様子。これは────ビンゴかもしれない。

「彼が口にしていました。シンラバンショウの使い手とは、神の代理人だと。学園長は、お嬢様がご自分の魔法の話をされた時、いつも険しい顔つきになられます。もしかして何かご存知なのでは？」

　ヨヨも彼女の態度を見て同じように悟ったのか、

「教えてください学園長。この通りです」

　頭を下げて懇願した。ソージもそれに倣ならう。

　オルジットが苦々しい表情のまま沈黙が続くが、彼女の口から盛大に息が漏れる。

「はぁぁぁ～分かった。根負けよ根負け」

「で、では！」

「いいわ、けど私も知ってることは少ないわよ？」

「それでもいいです！」

　ヨヨが喜ぶと、ソージもまた嬉うれしさが込み上げてきた。ただオルジットがそこまで口ごもるということは、何かしらの覚悟が必要になることだと思い身が引き締まる。

　オルジットが「ふぅ」と息を吐くと口を動かしていく。

「かつて世界を創造した神。その神が何を使って世界を創り上げたのかは知ってるわね？」

「はい、《蒼の秘石フアースト・ブルー》です」

「そう、ヨヨの言う通り《蒼の秘石フアースト・ブルー》。そしてそれを使って、神は生命体をも創った。その中で初めての人間────それが神の代理人。俗に《神かみ代しろ》と呼ばれる存在よ」

「か、かみしろ……？」

「そう、そしてその《神代》が使った魔法が────〝神シン羅ラ万バン象シヨウ〟。あらゆるものの声を聴き、そして、神とコンタクトを取れる力」

「そ、それがヨヨお嬢様……ですか？」

「さあね。まだ確定ではないわよ。アヴァルの言う通り可能性の話。でも鬼に成り果てた者や、言葉を話せない者の声を聴くことができるヨヨはもしかしたら……かな」

　まさに衝撃の話だった。神やら代理人やらと言われても現実味がない。それはヨヨも同じようで、困惑している様子が伝わってくる。

「話のついでに、ヨヨに渡しておこうと思うものがあるのよ。今ならこれで確かめられるかもしれないしね」

　オルジットはそう言いながら立ち上がり、壁にかかっている絵画を外す。そこには金庫のようなものが存在し、彼女はそれを開ける。

　中に入っていたのは────一冊の本。

　タイトルも何も書かれていない真っ白な装丁の簡素な書物。

「これは……？」

「開いてみなさい」

　ヨヨが戸惑いながらも、オルジットの言う通りに表紙に指をかける。突然彼女の身体が淡く光り輝き、それに呼応するかのように本も光った。

（光った……!?）

　それは魔力の光に酷似している。ヨヨ独特の温かな光が、まるで互いを求め合うかのように同調して光り合う。ヨヨがゴクリと喉を鳴らし、ゆっくりと表紙を捲めくった。

　オルジットの瞳が大きく開かれる。

「……ヨヨ、やはりあなたは……」

「……何か？」

「ううん、何でもないわ。それはね、希き姫きが大切に持ってた本なのよ」

「お母さんがっ!?」

「ええ、時期が来るまで隠しておいてほしいと頼まれたの。でももう彼女はこの本を取りに来ることはできない。だからあなたに持っておいてもらうわね」

「あ、はい……」

　彼女が不思議に思うのも無理はない。そんな本の存在など聞いてもいなかったのだろうから。ソージももちろん知らない。ただオルジットは希姫の親友。希姫が『鬼おに堕おち』する前に、この本を託していたということは有り得る。

　しかしソージは、ヨヨが持つ本を見ておかしなことに気づく。

「あれ？　でもお嬢様、何も書かれていませんね？」

「え……そうね。中身が真っ白だわ」

　ページを捲っていくが、何も書かれていない白いページが続いているだけ。

「書いてあるのは表紙だけのようね」

　突然奇妙なことを言ったヨヨに、ソージとオルジットは目を丸くする。二人の様子に気づいた彼女が「どうしたの？」と聞いてきた。

「あ、あの……お嬢様、表紙には何も書かれていないようですが？」

「え？　ソージ、あなたもしかして見えないのかしら？」

「見えない？　えっと……」

　表紙を向けてくるが、やはりそこには何も映し出されてはいない。

「もしかして、オルジットさんも？」

「え、ええ……ヨヨには何かが見えてるの？」

「はい。下の方に〝神シン羅ラ万バン象シヨウの力を持つ者に託す〟と書かれていますが……」

　彼女だけに見えるということは、アヴァルの推測は当たっているのかもしれない。

「……まさか本当にヨヨが《神かみ代しろ》だったなんて……血は争えないってことかもね」

　気になる言葉が出たので、ソージは問い返そうとしたが、その前にオルジットが言う。

「それは日記みたいなものよ。特別な……ね」

「特別？」

「ええ、今はあなたにしか開くことはできないし、記すこともできないの」

「そうなのですか？　ソージ、試してみて」

　ソージは「はい」と返事をして、ヨヨから一度閉じた本を受け取り、表紙を開こうとしてみるが、彼女の言った通り、どれだけ力を入れても開かなかった。

「本当ですね、ビクともしません」

　不可思議な本だった。ただこうやって手に持っていると、どことなく安心感を覚えさせるような魅惑的なオーラを感じる。

（ヨヨお嬢様だけにしか開けない本。それに読めない本ってことなのかな？）

　そこでふと思い出したことがある。




『まあ、どれだけ読みたくても、読めない本もあるけどね……』




　そんなことをオルジットが言っていたはず。もしかしてあの時の言葉は、この本を示唆していたのかもしれない。いや、きっとそうだ。

「でもどうして真っ白なのでしょうか？」

「そうよね。ソージの言う通り。何かご存知ですか？」

「真っ白なのは当然。ヨヨ、その本はもうあなたのものなの。そこにあなた自身が書き記していくのよ」

「書き記す？　ど、どんなことを……ですか？」

「何でも。あなたが感じたことをそのままに。そこにはあなたの物語を綴つづっていくのよ」

　そう言われてもヨヨはどうすればいいか分からず戸惑っている様子だ。

（つまり本当に日記みたいなもんなんだな。その日あった出来事とかを書いて、それについての感想を書いてと……。う～ん、でもそんなことして何の意味があるんだろうか……）

　そもそも何な故ぜ彼女だけにしか扱えない本があるのか……。

（本……本か……！　そういやアヴァルも確か……）




『使い手が現れたということは、あの本も目覚めるという話らしいが、どこまで本当かは分からんな』




　そんなことを言ってた。あの本というのは、やはりこの本のことなのだろうか……。

　しかしいくらソージが頭を捻ひねっても正解は導き出せない。ヨヨも同じようで、ジッと本に視線を落としたままだ。

「ふふ、今はまだ分からなくていいの。その内あなたにはすべて分かる時が来るから」

「オルジットさん……」

「そしてソージ、あなたにも役目があるわ」

「え？　私にも……ですか？」

「ええ。それは────ヨヨを支え守ること」

　そんなこと、誰かに言われなくても答えは決まっている。

「もちろんです。私はヨヨお嬢様の執事ですから」

「ソージ……。私もあなたの支えに恥じない主あるじとして前に進むわ」

　二人の絆きずなを感じてか、オルジットは微笑ほほえましそうな顔を浮かべる。

「ま、ヨヨもこれから自分を知っていけばいいわ。ソージもね。だけどこれだけは覚えておいてね。ヨヨが、ううん、ヨヨとソージがどこの誰でも、私はあなたたちの味方よ。信じてって軽々しく言えないかもしれないけど…………信じてくれる？」

　あったかい言葉だった。スーッと胸に入ってくる慈しみの言葉。まるで親から子へ放たれたような温ぬくもりを感じて嬉うれしさが込み上げてくる。ヨヨと顔を見合わせて微笑み合う。

　同時にオルジットの顔を見つめて力強くともに返事をする。

「「はい！」」

　何があっても、信じる力が強さになるということを自分たちは知っているから。

「ふふふ、いい返事ね。ありがと。いつでも私を頼ってね」

「大丈夫です。お嬢様は私が全力で支えますので！」

「あら、頼もしい言葉ね、ソージ。ということは今度の実力テスト、私の執事なら全教科満点は余裕ということね。さすがはソージね。私も鼻が高いわ」

「え……あ、それはその…………お嬢様？　さすがに満点は……」

「あら？　自信があるのではなかったのかしら？　確か今支えると言ってくれたわよね？」

　ヨヨがからかうような目をして頬ほおを緩めつつ見つめてくる。

「ならせめて主に恥をかかせないような結果を残しなさい。でなければお仕置きよ」

「は、はい！　お任せください！　私はヨヨお嬢様の執事ですから！」

「ふふ、それでこそ、よ」

　お嬢様の期待に応えるのが執事。これからも彼女をずっと支え続けると誓う。












　この笑顔を、永遠に守り続けたいから───。










　ヨヨ・八や継つぎ・クロウテイルは白い本に記す。

　何な故ぜだかそうしなければいけない気がした。いや、正確に言えば、記したいと思った。

　だが筆を持ち悩んでしまう。

　何事も最初の言葉が肝心である。いや、まずは……そう、本に相応ふさわしい題名タイトルが必要だ。

　この本は唯一無二。ヨヨ自身を綴つづっていく物語。

　そこで脳裏に浮かぶは一人の少年────。

　ふと、頭の中に言葉が浮き出てくる。ヨヨは感覚に従って筆を動かした。

　神への贈り物としてここに記す。

　これは神しん託たく少女と少年執事が織りなす、始まりから終わりまでを紡つむぐ絆きずなの書。

　歴史に名を残し、やがて伝説へと繋つながっていく。







〝神託少女の創世録ビブリオン〟──────これが最初の一歩。





　あとがき







　皆様、初めまして。この度、『創炎のヒストリア』第一巻が発売された事実に感激している十本スイです。

　去年の七月頃にＷＥＢサイトである「小説家になろう」で掲載していたところ、この物語を書しよ籍せき化してみませんかというお話を頂きました。

　実はもう他の出版社で、別の作品がお世話になっていましたので驚きましたが、いろいろ相談した結果、こうしてＭＦ文庫Ｊさんの方で出版できる運びになりました。

　僕としては、もっともっと書きたいという望みが強かったので、このお話はとても嬉うれしいものでした。

　ただＷＥＢとは違う形で『創炎のヒストリア』を作り直すということで、かなりプロット作りは悩みました。今までこうしてしっかりしたプロット作りから入ったことはなかったので、時間をかけてガッツリと、今の担当さんと練ることに。

　そうして出来上がったのが、この第一巻です。内容は完全に書き下ろしであり、登場キャラはＷＥＢと同じでも、設定や世界観がガラリと変わっています。

　ですが練りに練ったプロットのお蔭かげで、元の話とは比べようもないほど良いものが出来上がったと思っております。







　最後に謝しや辞じを述べさせて頂きたいと思います。

　第一巻出版のために尽力してくださった編集の方々や、担当のＯさん、そして僕の作品に目を止めて頂いたＴさんなど、皆様には心から感謝致します。

　またイラストを担当してくださった、ぜろきちさん。魅み力りよく溢あふれる美び麗れいなイラストを描き、僕のキャラクターたちに命を吹き込んでくださりありがとうございます。

　そしてＷＥＢの頃から今も変わらず僕を支え続けてくださっている読者の方々には、いつも感謝の念でいっぱいです。とても心強く、頑張ろうという気持ちにさせてくださり、本当にありがとうございます。

　これからも皆様の期待にお応えできるように、ハラハラドキドキできて、読んで良かったと思えるような物語を作り続けていきたいと思います。

　可愛かわいい女の子や、女の子が惹ひかれるような魅力的な男キャラもたくさん書いていきます。

　ではまた、是非皆様にお会いできることを祈っております。

　そして皆様が素晴らしい本に巡り会えますように。
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